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キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

�　
（
�
）

　

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
わ
が
国
に
設
置
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ

ジ
オ
は
、
�
五
八
〇
年
に
開
設
さ
れ
�
六
�
四
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

こ
の
間
各
地
を
移
動
し
た
。
シ
ュ
ッ
テ
神
父
の
著
書
に
拠
っ
て
そ

れ
の
移
動
の
跡
を
辿
っ
て
み
る
。

府
内
（
豊
後
）
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
八
〇
年
〜
八
六
年
�
二
月

山
口
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
八
七
年
�
月
〜
八
七
年
八
月
初

平
戸
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
八
七
年
八
月
六
日
、
間
も
な
く
生
月
へ

生
月
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
八
七
年
、
二
〜
三
ヵ
月

長
崎
コ
レ
ジ
オ
（
大
部
分
、
千
々
石
）、
�
五
八
八
年
二
月
？
〜

八
八
年
八
月
ま
た
は
九
月
？
、
七
ヵ
月

有
家
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
八
八
年
八
月
ま
た
は
九
月
？
〜
九
〇
年
八

月
ま
た
は
九
月
？

加
津
佐
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
九
〇
年
八
月
ま
た
は
九
月
？
〜
九
�
年

五
月

河
内
浦
（
天
草
）
コ
レ
ジ
オ
、
�
五
九
�
年
五
月
〜
九
七
年
九
月

ま
た
は
�
〇
月

長
崎
コ
レ
ジ
オ　
（
�
五
九
八
年
�
〇
月
〜
九
九
年
二
月
）
〜
�

六
�
四
年
�
〇

）
（
（

月

　

も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
以
下
小
論
に
記
述
す
る
通
り
、

コ
レ
ジ
オ
と
し
て
の
活
動
は
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
施
設
名
で
呼
ぶ

の
は
不
適
当
で
、
厳
密
に
言
え
ば
コ
レ
ジ
オ
関
係
者
の
居
所
と
で

も
す
べ
き
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
右
の
如
く

各
地
を
転
々
と
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
の
内
、
こ
の
小
論
で

は
最
初
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

先
行
研
究
と
し
て
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
オ
・
シ
ュ
ワ
デ
氏
の
府
内

コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
の
研

）
（
（

究
は
、
わ
ず
か
�
〇
頁
の
短
い
論
文
で

あ
る
が
、
同
コ
レ
ジ
オ
に
関
係
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
所
在
が

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

高　

瀬　

弘
一
郎



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

二　
（
二
）

豊
富
に
註
記
さ
れ
て
お
り
、
教
え
を
受
け
る
と
こ
ろ
大
き
か
っ
た
。

ま
た
シ
ュ
ッ
テ
神
父
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
研

）
（
（

究
は
、
直
接
府
内
コ

レ
ジ
オ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
記
述
は
多
く
な
い
が
、
同
コ
レ
ジ

オ
創
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
第
�
に
参
照
す
べ
き

文
献
で
あ
ろ
う
。

　

利
用
し
た
史
料
に
関
し
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
に
つ
い
て
は

可
能
な
限
り
原
文
書
に
遡
る
よ
う
に
努
め
、
エ
ヴ
ォ
ラ
版
カ
ル
タ

ス
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
も
参
照
し
註
記
し
た
。
ま

た
依
拠
す
る
に
価
す
る
翻
刻
本
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
翻
刻
本
に

拠
っ
て
邦
訳
引
用
し
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
邦
訳
書
が
あ
れ
ば

適
宜
参
照
し
た
。

　

な
お
先
行
研
究
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
中
に
は
多
く
の
原
史

料
に
依
拠
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
論
述
内
容
に
疑
問
点
が
少
な
く

な
い
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
リ
ン
グ
著
岡
本
良
知
訳
『
日

本
に
於
け
る
耶
蘇
会
の
学
校
制
度
』（
東
洋
堂
、
�
九
四
三
年
。

同
じ
く
シ
リ
ン
グ
「
十
六
・
七
世
紀
に
於
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の

教
育
事
業
」『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
�
も
同
様
）
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
が
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
典
拠
を
註
記
す
る
が
、
そ
の

史
料
の
本
文
の
引
用
が
な
い
こ
と
が
、
疑
問
点
少
な
く
な
い
論
述

が
な
さ
れ
た
主
な
理
由
で
は
な
い
か
と
思
う
。
小
論
で
は
、
邦
訳

書
の
有
無
を
問
わ
ず
、
史
料
関
係
個
所
の
本
文
を
邦
訳
引
用
す
る

よ
う
心
掛
け
た
。

二

　

パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
は
�
五
七
〇
〜
八
�

年
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
布
教
団
の

）
（
（

長
で
あ
っ
た
が
、
�
五
七
�
年
九

月
五
日
付
け
長
崎
発
、
彼
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
て
書
簡
（
史
料

一
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
は
猊
下
に
、
次
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
に
止
め
る
。
す
な

わ
ち
日
本
〔
教
会
〕
の
事
柄
を
、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
私
に
命
じ

る
姿
に
し
、
そ
し
て
イコ

エン

ズパ

スニ

会ア

が
そ
の
信
じ
る
と
こ
ろ
に
遵
う

た
め
の
唯
�
の
方
策
は
、
当
地
の
ど
こ
か
に
コウ

マ
・
マ
ネ
イ
ラ
・
デ
・
コ
レ

レ
ジ
オ
の
如
き
も

のジ
オ

を
作
り
、
そ
こ
に
少
な
く
と
も
二
、
三
人
の
パ
ー
ド
レ
、
お
よ

び
そ
れ
と
同
じ
人
数
の
イ
ル
マ
ン
を
常
住
さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
れ
ら
〔
会
員
〕
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ま
た
は
御
地
か
ら
渡
来
さ
せ
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
服
従
と
清
貧
と
が
習
慣
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
る

人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

当
地
の
上ス

ペ
リ
オ
ル長

は
毎
年
〔
会
員
〕
全
員
を
訪
ね
、
自
分
の
な
す
べ

き
こ
と
を
行
お
う
と
し
な
い
パ
ー
ド
レ
が
い
た
ら
、
こ
の
カ
ザ

〔
つ
ま
り
コ
レ
ジ
オ
〕
に
入
ら
せ
、
別
の
者
を
彼
の
代
わ
り
そ
こ

〔
同
カ
ザ
〕
か
ら
派
遣
し
て
配
置
す
る
。
そ
し
て
彼
〔
コ
レ
ジ
オ

居
住
を
命
じ
ら
れ
た
パ
ー
ド
レ
〕
に
対
し
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

三　
（
三
）

諸レ
グ
ラ
ス

規
則
に
従
っ
て
生
き
る
よ
う
指
導
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　

と
い
う
の
は
、
当
地
〔
日
本
〕
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
現
在
の

よ
う
に
、
極
め
て
小
人
数
な
上
に
分
散
し
て
い
て
多
大
な
困
窮
に

曝
さ
れ
て
い
る
限
り
、
各
人
が
勝
手
に
振
る
舞
い
、
気
ま
ま
に
生

き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
策
は
な
さ
そ
う
だ
か
ら

で
あ

）
（
（

る
。」

　

日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
建
す
る
件
に
触
れ
て
い
る
が
、
日
本
に

お
け
る
コ
レ
ジ
オ
の
問
題
が
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
間
で
話
題
に

上
っ
た
早
い
例
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
史
料
の
記
述
内

容
は
要
す
る
に
、
日
本
教
会
の
在
り
方
を
巡
察
師
が
命
じ
た
よ
う

に
す
る
た
め
の
唯
�
の
方
策
は
、
日
本
に
「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ

ザ
」
を
作
り
、
二
、
三
人
の
パ
ー
ド
レ
と
同
数
の
イ
ル
マ
ン
を
常

住
さ
せ
、
自
分
の
務
め
を
果
た
さ
な
い
パ
ー
ド
レ
を
見
付
け
た
ら
、

暫
く
こ
の
カ
ザ
に
住
ま
わ
せ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
服
従
・
清
貧
等
に

つ
い
て
再
教
育
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

と
い
っ
た
趣
旨
で
あ
る
。
少
し
補
足
す
る
と
、
巡
察
師
と
は
ゴ

ン
サ
ロ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
こ
と
で
、
�
五
六
八
年
〜
�
五
七
二

年
イ
ン
デ
ィ
ア
を
巡
察
し

）
（
（

た
。
そ
の
巡
察
師
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
が
カ

ブ
ラ
ル
に
与
え
た
命
令
と
は
、
同
じ
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
の
、
右
の

引
用
箇
所
に
先
立
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
次
の
件
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
。

　
「〔
日
本
で
イ
ル
マ
ン
・
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
（
恐
ら

く
�
五
五
六

）
（
（

年
）
入
会
し
て
四
〜
五
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
を
齎
し
、

こ
れ
を
資
金
に
日
本
と
シ
ナ
で
商
業
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
清
貧
が
失
わ
れ
、
衣
食
等
カ
ザ
で
の
暮
ら
し
が

豊
か
に
な
り
、
労
働
と
祈
り
が
減
じ
、
日
本
で
は
パ
ー
ド
レ
が
領セ

ニ

主ョ
ル

の
如
き
存
在
と
な
っ
た
、
云
々
と
い
っ
た
記
事
に
続
い
て
〕

　

そ
の
た
め
に
、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
渡
来
す
る
�
年
前
〔
の
�

五
七
〇

）
（
（

年
〕
に
、〔
ゴ
ア
〕
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
ア
ン
ト
ニ
オ
・

デ
・
ク
ワ
ド
ロ

）
（
（

ス
〕
が
私
を
当
地
〔
日
本
〕
に
派
遣
し
、
巡
察
師

パ
ー
ド
レ
も
到
着
後
、
私
に
次
の
よ
う
な
厳
命
を
与
え
た
。
当
地

か
ら
絹
と
贅
沢
を
す
べ
て
除
去
し
、（〔
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
教
会

を
〕
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
だ
け
の
収
入
源
を
当
地
で
得

る
ま
で
は
）
こ
の
商

シ
ャ
テ
ィ
ナ
リ
ア

業
を

）
（（
（

、〔
そ
の
儲
け
が
〕
わ
れ
わ
れ
が

イ
エ
ズ
ス
会
の
清
貧
に
即
し
て
生
き
て
い
く
の
に
不
足
し
な
い
額

以
上
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
抑
制
す
る
よ
う
に

）
（（
（、

と
。」

　

書
簡
は
ま
だ
続
く
が
、
引
用
は
こ
こ
ま
で
と
す
る
。
つ
ま
り
、

巡
察
師
ゴ
ン
サ
ロ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
が
カ
ブ
ラ
ル
に
与
え
た
命
令

と
は
、
ア
ル
メ
イ
ダ
が
持
ち
込
ん
だ
資
金
を
元
に
始
め
た
日
本
〜

マ
カ
オ
間
貿
易
に
よ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
紀
律
が
緩
み
始
め
た

弊
を
正
し
、
清
貧
を
旨
と
す
べ
し
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

い
ま
問
題
に
し
て
い
る
コ
レ
ジ
オ
創
建
の
件
に
戻
る
が
、
カ
ブ



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

四　
（
四
）

ラ
ル
は
右
の
如
き
巡
察
師
の
命
令
を
遵
守
す
る
に
は
、
日
本
に

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
を
�
つ
作
り
、
そ
こ
に
お
い
て
パ
ー

ド
レ
二
、
三
人
お
よ
び
同
数
の
イ
ル
マ
ン
が
適
宜
駐
在
し
、
イ
エ

ズ
ス
会
士
と
し
て
服
従
・
清
貧
等
に
つ
い
て
再
教
育
を
受
け
る
体

制
に
す
る
の
が
唯
�
の
方
策
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
カ
ブ
ラ

ル
が
創
建
す
べ
し
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き

カ
ザ
」
で
あ
る
。
原
語
は
先
の
引
用
文
に
ル
ビ
を
振
っ
た
通
り

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
も
の
」hum

a m
aneira de colegio

で
あ
る

が
、｢

こ
の
カ
ザ｣

esta casa
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
と
読
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

コ
レ
ジ
オ
・
カ
ザ
・「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
の
語
に
つ
い

て
は
、
多
少
の
説
明
的
記
述
を
要
す
る
よ
う
に
思
う
。

　

ま
ず
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
イ
エ
ズ
ス
会
歴
史
事

典
』
に
拠
る
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オcolegio
と
は
、
正

会
員
お
よ
び
正
会
員
に
な
る
前
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
共
同
居
住
す

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ロ
ヨ
ラ
の
死
亡
時
（
�
五
五
六
年
）
に
は

次
の
よ
う
な
各
種
の
コ
レ
ジ
オ
が
存
在
し
た
。

�
、
大
学
の
授
業
を
聴
講
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
学エ

ス
コ
ラ
レ
ス

生
が
居
住
す

る
コ
レ
ジ
オ
。

二
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
教プ

ロ
フ
ェ
ソ
レ
ス

師
が
、
そ
こ
に
居
住
す
る
イ
エ
ズ
ス
会

士
学エ

ス
コ
ラ
レ
ス

生
に
教
授
す
る
コ
レ
ジ
オ
。

三
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
教
師
が
、
そ
こ
に
居
住
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士

学エ
ス
コ
ラ
レ
ス

生
に
教
授
す
る
授
業
を
、
外
部
の
生

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ス

徒
も
聴
講
す
る

コ
レ
ジ
オ
。

四
、
と
く
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
な
い
生ア

ル
ン
ノ
ス徒

の
教
育
を
目
的
と
し
た

コ
レ
ジ
オ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
居
住
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士

学エ
ス
コ
ラ
レ
ス

生
の
あ
る
者
た
ち
も
、
そ
れ
を
聴
講
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
外
に
も
、
聖セ

ミ
ナ
リ
オ
ス
・
エ
ク
レ
ジ
ア
ス
テ
ィ
コ
ス

職
者
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
相
当
す
る
コ
レ
ジ
オ

や
、
世
俗
の
生

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ス

徒
の
寄

コ
ン
ビ
ク
ト
リ
オ
ス

宿
舎
で
あ
る
コ
レ
ジ
オ
も
存
在
し
た
。

大
航
海
時
代
の
東
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ

に
つ
い
て
見
る
な
ら
、
例
え
ば
ゴ
ア
の
コ
レ
ジ
オ
は
右
の
三
に
該

当
す
る
と
い

）
（（
（

う
。
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
「
コ
レ
ジ

オ
」
が
、
右
の
事
典
が
説
明
す
る
、
授
業
が
行
わ
れ
る
教
育
機
関

と
し
て
の
コ
レ
ジ
オ
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。　
　
　

　

次
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
カ
ザ
で
あ
る
が
、
同
じ
事
典
は
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。
ロ
ヨ
ラ
の
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲
で
は
カ
ザ
と
コ
レ
ジ

オ
と
を
明
確
に
使
い
分
け
、
カ
ザ
は
す
で
に
修
学
を
終
え
た

イヘ
ス
イ
タ
ス
・
フ
ォ
ル
マ
ド
ス

エ
ズ
ス
会
正
構
成
員
の
居
所
で
、
喜
捨
に
よ
っ
て
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
コ
レ
ジ
オ
は
修エ

ス
コ
ラ
レ
ス

学
生
や
そ
の
教

プ
ロ
フ
ェ
ソ
レ
ス師

の
居
所
で
、
定レ

ン
タ
ス

収
入
を
有
す
る
こ
と
が
出
来
る

）
（（
（、

と
。

　

同
事
典
の
右
の
説
明
は
い
わ
ば
総
論
で
あ
っ
て
、
事
典
は
カ
ザ



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

五　
（
五
）

に
つ
い
て
、
今
�
歩
立
ち
入
っ
た
説
明
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
カ
ザ
を
分
類
す
る
と
、
次
の
通
り
だ
と
い
う
。

�
、
盛カ

サ

・

プ

ロ

フ

ェ

サ

式
誓
願
司
祭
カ
ザ
。
盛プ

ロ

フ

ェ

ソ

ス

式
誓
願
司
祭
が
住
ま
う
居
所
。

二
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
。
会
憲
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
は
特
定
の
居

所
を
意
味
せ
ず
、
居
住
す
る
意
味
で
用
い
て
い
る
。
後
に
盛
式

誓
願
司
祭
カ
ザ
に
対
比
し
て
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
が
文
書
に
現
れ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
、
ア
メ
リ
カ
で
そ
の
数
が
増

え
た
。
各
地
に
展
開
移
動
す
る
布
教
団
の
拠
点
の
意
味
で
使
用

さ
れ
た
り
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
は

パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン
合
わ
せ
て
�
人
〜
数
人
が
居
住
す
る
、

小
規
模
の
居
所
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
�
般
の
よ
う
で

あ
）
（（
（

る
。

三
、statio, coetus, m

ission. 

こ
れ
ら
は
キ
リ
シ
タ
ン
史
で
登

場
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
く
、
従
っ
て
通
常
使
用
さ
れ
る
訳
語

も
な
い
。
あ
え
て
訳
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
し
な
い
。

　

statio =

�
人
〜
少
数
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
が
、

こ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

coetus = statio

よ
り
も
も
っ
と
�
時
的
な
居
所
。

　

m
ission = 

そ
こ
に
定
着
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
イ
エ
ズ
ス
会

士
の
�
時
的
居
所
。
現
在
は
通
常statio

ま
た
はcoetus

と

い
う
。

四
、
霊カ

サ
・
デ
・
エ
ヘ
ル
シ
シ
オ
ス

操
の
カ
ザ
。
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
の
霊

）
（（
（

操
を
実
践
す
る
者
の

た
め
の
居
所
。
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

練
院
の
こ
と
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
著エ

ス
ク
リ
ト
レ
ス

述
者
の
カ
ザ
。
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
の
委
任
を
受
け
て
、
あ

る
期
間
共
通
善
の
た
め
に
有
益
な
著
述
活
動
を
す
る
者
の
居

）
（（
（

所
。

　　

右
に
記
し
た
『
イ
エ
ズ
ス
会
歴
史
事
典
』
の
コ
レ
ジ
オ
と
カ
ザ

に
つ
い
て
の
説
明
文
を
踏
ま
え
て
、
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
に
見
え
る

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
が
、
こ
こ
で

彼
が
い
う
の
は
、
パ
ー
ド
レ
二
、
三
人
お
よ
び
同
数
の
イ
ル
マ
ン

が
常
住
す
る
カ
ザ
で
あ
る
か
ら
、
右
の
�
で
は
あ
り
え
な
い
。
三

は
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
あ
ま
り
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
四
・
五
も

該
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
わ
け
で
、
カ
ブ
ラ
ル
の
「
カ

ザ
」
は
、
右
の
二
の
施
設
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
要
す
る
に
こ
こ

で
の
「
カ
ザ
」
に
は
、
特
段
の
限
定
的
意
味
は
な
く
、「
居
所
」

と
い
っ
た
意
味
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
コ
レ
ジ

オ
」
が
、
授
業
が
行
わ
れ
た
教
育
機
関
で
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、

先
に
記
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
「
コ
レ
ジ
オ

の
如
き
カ
ザ
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
た
か
。
実
は

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
と
い
う
語
は
、
他
の
史
料
に
も
見
え

る
。
例
え
ば
�
五
八
二
年
二
月
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
作
成
し
た
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六　
（
六
）

「
日
本
の
カ
ザ
と
毎
年
の
必
要
経
費
の
目
録
」（
史
料
二
）
と
題
す

る
記
録
で
あ
る
。
下シ

モ

・
豊
後
・
京メ

ア
コ都

に
ど
の
よ
う
な
イ
エ
ズ
ス
会

施
設
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
ど
れ
程
の
経
費
を
要
す
る
か
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
下
と
京
都
の
二
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
施
設
が
存
在
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
下
に
つ
い
て
は
、

　

大
村
要フ

ォ
ル
タ
レ
サ

塞
に
「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」una Casa a 

m
anera de colegio

　

長
崎
港
に
「
同
様
の
カ
ザ
」otra Casa sem

ejante

　

有
馬
要
塞
に
「
同
様
の
カ
ザ
」otra Casa sem

ejante

　

天
草
領

セ
ニ
ョ
リ
オに

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」otra Casa a 

m
anera de colegio

　

平
戸
に
「
同
類
の
カ
ザ
」otra Casa de la m

esm
a suerte

　

博
多
に
「
同
様
な
カ
ザ
」otra Casa sem

ejante

　

薩
摩
国レ

イ
ノに

「
同
様
な
カ
ザ
」otra Casa sem

ejante

　
　

次
に
京メ

ア
コ都

に
お
い
て
は
、

　

安
土
山
に
「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」una Casa a m

anera 
de colegio

　

堺
市シ

ウ
ダ
ドに

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」una Casa a m

anera 
de colegio

　

美
濃
国レ

イ
ノに

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」una Casa a m

anera 

de colegio

　
（
豊
後
に
関
し
て
は
、
そ
の
種
の
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
の
記
載

は
な
い
が
、
豊
後
に
は
正
に
コ
レ
ジ
オ
そ
の
も
の
が
存
在

し
）
（（
（

た
）

　

こ
の
記
録
に
は
、「
コ
レ
ジ
オ
」
は
そ
の
旨
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
、
右
の
如
く
「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」「
同
様
の

カ
ザ
」「
同
類
の
カ
ザ
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
施
設
が
、
各
地
に

相
当
数
存
在
し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

別
の
記
録
に
も
、
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
�
五

八
六
年
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
作
成
し
た
「
イ
エ
ズ
ス
会
〔
ゴ

ア
〕
管
区
が
イ
ン
デ
ィ
ア
に
持
つ
す
べ
て
の
コ
レ
ジ
オ
・
カ
ザ
・

レ
ジ
デ
ン
シ
ア
・
人
・
定レ

ン
ダ
ス

収
入
、
お
よ
び
経
費
の
要ス

マ

録リ
オ

」（
史
料

三
）
に
は
、
日
本
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

「〔
下
・
豊
後
・
京メ

ア
コ都

の
〕
三
地
区
全
体
に
、
わ
れ
わ
れ
は
四
種
の

カ
ザ
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
完コ

レ
ジ
オ
ス
・
フ
ォ
ル
マ
ド
ス

成
さ
れ
た
コ
レ
ジ
オ
・
そオ

ウ
ト
ラ
ス

の
他

コ・
コ
モ
・
プ
リ
ン
シ
ピ
オ
ス
・
デ
・
コ
レ
ジ
オ
ス

レ
ジ
オ
の
原
初
形
態
の
如
き
カ
ザ
─

）
（（
（

─
そ
こ
に
は
七
〜
八
人
の

イ
エ
ズ
ス
会
士
が
共
同
生
活
を
し
て
い
る
─
─
・
パ
ー
ド
レ
�
人

と
イ
ル
マ
ン
�
人
だ
け
居
住
す
る
小
さ
な
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
・
土
地

の
現
地
人
の
貴

フ
ィ
ダ

族ル
ゴ
スと

貴ノ
ブ

人レ
ス

の
セ
ミ
ナ
リ
オ
、
以
上
で
あ

）
（（
（

る
。」

　

右
の
史
料
で
は
、
そ
の
当
時
日
本
に
存
在
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

七　
（
七
）

居
住
施
設
を
四
種
に
分
け
、
そ
の
内
の
�
つ
と
し
て
、
未
だ
コ
レ

ジ
オ
と
し
て
完
成
さ
れ
て
い
な
い
、「
コ
レ
ジ
オ
の
原
初
形
態
の

如
き
カ
ザ
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　

以
上
三
点
の
記
載
を
見
た
。
結
論
と
し
て
、（
史
料
一
）
の

「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」、（
史
料
二
）
の
「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き

カ
ザ
」、
お
よ
び
（
史
料
三
）
の｢

コ
レ
ジ
オ
の
原
初
形
態
の
如

き
カ
ザ｣

は
す
べ
て
、
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
た
語
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
（
史
料
一
）
で
カ
ブ
ラ
ル
が
、「
コ

レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
を
�
つ
作
っ
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
し
て

問
題
の
あ
る
会
員
を
�
人
ず
つ
そ
こ
に
居
住
さ
せ
て
再
教
育
す
べ

し
と
主
張
し
て
い
る
そ
の
施
設
は
、
将
来
は
コ
レ
ジ
オ
に
発
展
拡

充
す
る
こ
と
は
あ
り
得
て
も
、
現
段
階
で
は
教
科
教
授
が
行
わ
れ

る
教
育
機
関
と
し
て
の
コ
レ
ジ
オ
で
は
な
い
、
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

右
に
記
し
た
「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」「
コ
レ
ジ
オ
の
原
初

形
態
の
如
き
カ
ザ
」
と
い
っ
た
表
現
で
史
料
に
見
え
る
イ
エ
ズ
ス

会
士
居
住
施
設
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
触
れ
る
が
、
エ
ヴ

ォ
ラ
版
カ
ル
タ
ス
収
載
の
書
簡
類
に
、「
コ
レ
ジ
オ
」
な
る
施
設

に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
す
る
。

　

�
五
六
五
年
�
〇
月
二
五
日
付
け
福
田
発
、
イ
ル
マ
ン
・
ル
イ

ス
・
ダ
ル
メ
イ
ダ
の
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ル
マ
ン
た
ち
宛
書
簡
に
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
五
月
半
ば
、
私
は
堺
市
で
乗
船
し
た
が
、
豊
後
市
ま
で
の
道

中
に
起
こ
っ
た
多
く
の
事
柄
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
。
わ
れ
ら
の

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
全
善
に
よ
り
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
�
三

日
間
で
豊
後
の
コ
レ
ジ
オ
に
到
着
し
た
と
言
え
ば
充
分
で
あ
る
。

〔
中
略
〕

　
〔
臼
杵
で
〕
豊
後
の
王

エ
ル
・
レ
イと

キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
と
別
れ
、
私
は

豊
後
の
コ
レ
ジ
オ
に
戻
っ
た
。
そ
こ
に
二
、
三
日
滞
在
し
、
直
ぐ

に
有
馬
国レ

イ
ノに

向
け
て
発
っ

）
（（
（

た
。」

　

右
の
史
料
に
見
え
る
、
�
五
六
五
年
当
時
豊
後
に
存
在
し
た
と

い
う
「
コ
レ
ジ
オ
」
が
、
本
小
論
で
取
り
上
げ
て
い
る
教
育
機
関

た
る
本
来
の
コ
レ
ジ
オ
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。「
コ
レ
ジ
オ
の
如

き
カ
ザ
」
の
部
類
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
に
（
註
）
142
と

し
て
引
用
す
る
、
�
五
六
四
年
�
〇
月
�
四
日
付
け
豊
後
コ
レ
ジ

オ
発
ア
ル
メ
イ
ダ
の
書
簡
の
発
信
地
名
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

三

　

東
イ
ン
デ
ィ
ア
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本
巡
察
以
前
に
、

彼
に
と
っ
て
は
未
だ
未
知
の
布
教
地
で
あ
る
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を

作
る
こ
と
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
あ
っ
た
か
伺
う
こ
と
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八
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の
出
来
る
史
料
を
示
す
。

　

�
五
七
五
年
�
二
月
六
日
〜
�
八
日
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の
シ
ョ
ラ

ン
島
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
（
ゴ
ア
管
区
と
同
）
協
議

会
の
答
申
に
関
し
て
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
�
五
七
五
年
�
二
月

三
〇
日
付
け
で
同
じ
シ
ョ
ラ
ン
島
で
記
述
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
総
長

宛
意
見
書
で
あ
る
。
協
議
会
答
申
に
対
す
る
彼
の
見
解
で
あ
る
か

ら
、
ま
ず
そ
の
協
議
会
記
録
（
諮
問
と
答
申
）
を
記
す
。

　

諮
問
第
四
四
は
「
マ
ラ
ッ
カ
ま
た
は
シ
ナ
ま
た
は
日
本
に
コ
レ

ジ
オ
を
作
る
べ
き
か
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
諮
問
事

項
に
つ
い
て
協
議
し
た
上
で
の
答
申
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
第
三
点
、
シ
ナ
に
〔
コ
レ
ジ
オ
を
〕
作
る
べ
き
か
と
い
う
点

に
関
し
て
は
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
者

た
ち
は
、
其
処
は
豊テ

ィ
エ
ラ
・
リ
カ

か
な
土
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、

盛カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
フ
ェ
ソ
ス

式
誓
願
司
祭
の
カ
ザ
を
作
り
、
日
本
か
ら
来
た
者
た
ち
を
其
処

に
入
れ
る
こ
と
も
出
来
よ
う
、
と
言
っ
た
。
ま
た
あ
る
者
た
ち
は
、

日
本
で
入
会
を
許
さ
れ
た
者
た
ち
が
学
ぶ
た
め
に
、
シ
ナ
に
コ
レ

ジ
オ
を
作
っ
て
、
其
処
で
古ウ

マ
ニ
ダ
ド

典
学
と
倫

カ
ソ
ス
・
デ
・
コ
ン
シ
エ
ン
テ
ィ
ア

理
神
学
を
講
じ
る
の

が
よ
い
、
と
言
っ
た
。
ま
た
あ
る
者
た
ち
は
、
日
本
で
入
会
を
許

さ
れ
た
者
た
ち
を
指
導
す
る
た
め
に
、
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

練
院
を
作
る
べ
き
だ

と
言
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
で
は
叛
乱
打
ち
続
き
、
そ
れ
は

望
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
点
、
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
次
の
よ
う
な
意
見
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
は
今
は
戦
が
絶
え
な
い
の
で
、

修カ

サ
練
院
も

）
（（
（

コ
レ
ジ
オ
も
作
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
わロ

ス
・
ヌ

エ

ス

ト

れ
わ
れ
仲
間

たロ

スち
が
言
語
を
学
び
、〔
日
本
〕
布
教
に
携
わ
る
者
た
ち
が
入
る

セ
ミ
ナ
リ
オ
を
作
る
積
り
で
い
る
の
が
よ
い
、
と
。
さ
ら
に
全
員

次
の
よ
う
な
見
解
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
王
女
ド
ニ
ャ
・
マ

リ
）
（（
（

ア
が
、
日
本
向
け
の
人
員
の
養
成
の
た
め
に
、
シ
ナ
と
日
本
に

コ
レ
ジ
オ
を
寄ド

タ

セ

付
す
る
よ
う
尽
力
す
べ
き
で
あ
る

）
（（
（、

と
。」

　

右
の
答
申
に
関
し
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
総
長
に
送
っ
た
意
見

書
（
�
五
七
五
年
�
二
月
三
〇
日
付
け
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。（
第
四
点
に
関
す
る
箇
所
は
省
略
）

　
「
第
三
項
に
関
し
て
は
、
も
し
も
日
本
人
が
わ
れ
わ
れ
の
基イ

ン

本ス
テ

精ィ
ト

神ゥ
ト

に
対
す
る
適
性
を
備
え
て
い
て
、
し
か
も
想
定
さ
れ
る
如
く

多
く
の
懸
念
が
あ
っ
て
、
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
作
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
な
ら
、
小コ

レ

ジ

エ

ッ

ト

規
模
コ
レ
ジ
オ
と
修

カ
サ
・
デ
ィ
・
プ
ロ
バ
テ
ィ
オ
ネ

練
院
を
シ
ナ
〔
マ
カ

オ
〕
に
作
る
の
が
よ
い
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
前
述
の
日
本
人

た
ち
に
対
し
、
精
神
に
関
し
て
、
そ
し
て
さ
ら
に
少
な
く
と
も

古ウ
マ
ニ
タ

典
学
と
倫

カ
ジ
・
デ
ィ
・
コ
ン
シ
エ
ン
テ
ィ
ア

理
神
学
の
学レ

テ
レ文

に
関
し
て
、
教
育
す
る
た
め
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
に
そ
の
能
力
が
あ
る
か
否
か
判
明
せ

ず
、
彼
ら
と
交
渉
を
持
っ
て
み
な
い
内
は
、
私
は
結
論
を
下
す
こ



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

九　
（
九
）

と
が
出
来
な
い
。
も
し
も
日
本
人
に
そ
の
能
力
が
な
け
れ
ば
、
�

〇
〜
�
二
人
の
盛カ

ザ
・
デ
ィ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

式
誓
願
司
祭
カ
ザ
が
シ
ナ
に
あ
る
方
が
好
都
合

だ
と
、
私
に
は
思
わ
れ

）
（（
（

る
。」

　

先
の
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
（
史
料
一
）
に
見
え
る
「
コ
レ
ジ
オ
」

は
、
未
だ
そ
の
姿
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
漠
然
と
し
た
嫌
い
が
あ

る
が
、
こ
れ
が
明
確
に
教
育
機
関
と
し
て
の
コ
レ
ジ
オ
を
日
本
に

創
建
す
る
こ
と
が
話
題
に
な
り
始
め
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
次
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
別
の

書
簡
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
書
簡
に
は
宛
名
と
日
付
が
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
宛
先
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
日
本
に
渡
来
す
る
巡
察

師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
対
し
て
日
本
教
会
の
諸
事
情
を
報
告
し
た

も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
日
付
は
、
後
に
文
書
を
整
理
し
た
者
の
手

で
あ
ろ
う
が
、「
�
五
七
六
年
末
頃
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
な

お
こ
の
書
簡
の
、
こ
こ
で
の
関
係
記
事
はJap. Sin. （-II, ff. 

（（b-（（cv.

に
わ
た
る
長
文
で
あ
る
。
そ
の
全
文
を
訳
載
す
る
こ

と
は
せ
ず
に
、
内
容
の
要
点
を
摘
記
し
、
重
要
な
箇
所
の
み
そ
の

本
文
を
訳
載
す
る
。

　

こ
れ
以
前
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
カ
ブ
ラ
ル
の
許
に
、
日
本

に
コ
レ
ジ
オ
を
作
る
件
に
つ
い
て
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
間
で
協

議
し
、
そ
れ
に
は
い
か
な
る
困
難
が
伴
う
か
な
ど
の
疑
問
に
応
え

る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
応
え
て
カ
ブ
ラ
ル
は
、
口
之
津
に
次
の
メ
ン
バ
ー
を
集

め
て
協
議
会
を
開
い
た
。
パ
ー
ド
レ
は
、
カ
ブ
ラ
ル
の
他
、
ガ
ル

パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
ア
ル

フ
ォ
ン
ソ
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ペ
ス
。
イ
ル
マ
ン

は
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
、
�
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
で

あ
っ
た
。（
以
上
パ
ー
ド
レ
五
人
、
イ
ル
マ
ン
二

）
（（
（

人
）。

　

カ
ブ
ラ
ル
は
そ
の
席
で
、
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
作
る
件
で
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
受
け
取
っ
た
文
書
を
披
露
し
た
。
つ
ま
り
そ
こ

に
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
そ
の
件
で
見
解
を
求
め
た
事
柄
が
記

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

　
「〔
そ
の
席
で
〕
私
〔
カ
ブ
ラ
ル
〕
は
、
尊
師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
〕
が
そ
の
件
に
つ
い
て
私
に
書
き
送
っ
た
�カ

ピ
ト
ゥ
ロ節

と
そ
こ
で
提
示

さ
れ
て
い
る
疑
問
点
を
皆
に
読
み
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
〔
第
�
〕、

定リ
エ
ン
タ

収
入
に
よ
っ
て
営
む
コ
レ
ジ
オ
か
、
ま
た
は
喜
捨
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
る
盛カ

サ
・
デ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ス

式
誓
願
司
祭
カ
ザ
か
、
或
い
は
ま
た
カ
ザ
と
コ
レ
ジ

オ
の
両
方
を
�
緒
に
創
建
す
べ
き
か
。
第
二
、
何
ら
か
の

修カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

錬
院
も
�
緒
に
作
る
べ
き
か
。
ま
た
古ウ

マ
ニ
ダ
ド

典
学
・
良カ

ソ

ス

心
問
題

の
何
ら
か
の
授リ

シ

業オ
ン

を
設
置
す
べ
き
か
。
第
三
、
創
建
す
る
場
所
。

第
四
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
方

）
（（
（

法
。」
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口
之
津
の
協
議
会
に
お
い
て
右
の
第
�
〜
第
四
点
に
つ
い
て
熟

慮
を
重
ね
た
末
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
。

　

第
一
、
コ
レ
ジ
オ
・
盛
式
誓
願
司
祭
カ
ザ
の
い
ず
れ
か
、
ま
た

は
両
方
の
創
設
の
是
非

　

第
�
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
創
建
す
べ
き
は
コ
レ
ジ
オ

か
、
盛
式
誓
願
司
祭
カ
ザ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
�
緒
に
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
第
�
の
問
題
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲
が

謳
う
イ
エ
ズ
ス
会
の
経
済
基
盤
に
関
す
る
規
定
が
関
わ
る
。
つ
ま

り
、
盛
式
誓
願
司
祭
ら
イ
エ
ズ
ス
会
正
構
成
員
は
定
収
入
を
所
有

し
て
は
な
ら
ず
、
喜
捨
に
よ
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
に
対
し
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
は
定
収
入renda, renta

を
所
有

し
て
、
そ
れ
を
経
済
基
盤
と
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
施
設
に
居
住
す
る
者
は
、
コ
レ
ジ
オ
に
学
ぶ
者
や
イ
エ
ズ
ス
会

入
会
直
後
の
、
修
練
院
に
入
っ
て
修
練
期
間
を
過
ご
す
者
た
ち
で

未
だ
イ
エ
ズ
ス
会
正
構
成
員
で
は
な
く
、
定
収
入
で
生
活
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
た
わ
け
で
あ

）
（（
（

る
。

　

定
収
入
と
は
、
世
俗
的
資
産
か
ら
で
あ
れ
聖ベ

ネ
フ
ィ
シ
オ

職
禄
で
あ
れ
定
期

性
の
あ
る
収

）
（（
（

入
。
例
示
す
る
な
ら
、
不
動
産
を
所
有
し
て
、
そ
こ

か
ら
賃
貸
収
入
を
得
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
分
か
り
易
い
。

　

第
�
点
に
つ
い
て
、
喜
捨
に
よ
っ
て
維
持
す
る
盛
式
誓
願
司
祭

カ
ザ
を
作
る
こ
と
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ

れ
は
自
ら
が
生
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
貧
者
を
助
け
、
自
力
で
教

会
・
カ
ザ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
は
、

宣
教
師
が
海
外
か
ら
渡
来
し
て
喜
捨
を
求
め
な
が
ら
布
教
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
有
ら
ぬ
誹
謗
中
傷
が
な
さ
れ
る
有
様
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
コ
レ
ジ
オ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
コ
レ
ジ
オ
に
関
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
只
単
に
そ
れ
が
必
要
だ

と
思
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
無
し
で
は
イ
エ
ズ

ス
会
の
改
宗
の
前
進
も
、
当
地
に
長
く
滞
在
し
て
い
る
イ
エ
ズ
ス

会
士
た
ち
の
前
進
も
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
理
由
は
、
私

は
既
に
其
処
に
も
ロ
ー
マ
に
も
、
幾
度
も
書
き
送
っ
て
き
た
の
で
、

こ
こ
で
そ
れ
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は

尊
師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
は
、
当
地
で
は
こ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
分
か
っ

て
い
た
と
私
に
書
き
送
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
し
、
ま
た

総コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ヘ
ネ
ラ
ル

会

議
に
お
い
て
全
員
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
必
要
だ

と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
旨
、
ロ
ー
マ
か
ら
私
の
許
に
書
き
送
っ
て

き
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
直
ぐ
に
そ
れ
を
実
行
に

移
す
よ
う
に
と
の
、
総
長
猊
下
の
命
令
を
尊
師
は
齎
ら
し
た

の
）
（（
（

だ
。」

　

以
上
が
第
�
の
問
題
に
関
す
る
答
申
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ

レ
ジ
オ
ま
た
は
盛
式
誓
願
司
祭
カ
ザ
を
創
建
す
る
こ
と
の
是
非
が



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

�
�　
（
�
�
）

問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
コ
レ
ジ
オ
は
推
進
す
べ
し
、
�
方
の
盛

式
誓
願
司
祭
カ
ザ
は
不
可
、
と
い
う
答
申
内
容
で
あ
る
。

　

第
二
、
修
練
院
創
設
の
是
非

　

第
二
は
、
修
練
院
の
創
建
、
お
よ
び
古ウ

マ
ニ
ダ
ド

典
学
・
良カ

ソ

ス

心
問
題
の
授

業
の
設
置
の
件
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
書
簡
で
は
、
次

の
よ
う
な
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
修
練
院
な
し
に

は
布
教
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
言
語
の
障
壁
が
あ
る

た
め
、
日
本
人
の
異
教
徒
に
説
教
を
す
る
の
は
日ナ

ト
ゥ
ラ
レ
ス

本
人
〔
説
教

者
〕
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
日
本
語
に
最
も

習
熟
し
、
修
得
し
て
�
六
年
に
な
る

）
（（
（

が
、
い
ま
だ
異
教
徒
に
説
教

す
る
だ
け
の
勇
気
が
な
く
、
そ
の
こ
と
を
深
く
苦
悩
し
て
い
る
。

日
本
で
は
外
国
人
パ
ー
ド
レ
に
出
来
る
こ
と
は
、
ミ
サ
を
挙
行
し
、

信
徒
の
告
解
を
聴
き
、
そ
し
て
説
教
を
す
る
日
本
人
〔
説
教
者
〕

を
導
き
、
舵ピ

ロ

手ト
ス

と
し
て
彼
ら
に
仕
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
徳
と
情
熱
を
持
て
ば
持
つ
ほ
ど
、
多
く
を
な
し
実
り
豊

か
で
あ
る
。
そ
れ
を
持
つ
た
め
に
は
、
彼
ら
を
助
け
る
場
所
が
必

要
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
よ
く
助
け
る
こ
と
が
出
来
る
に
は
、
彼

ら
〔
日
本
人
説
教
者
〕
を
イエ

ル
マ
ノ
ス

ル
マ
ン
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ル

マ
ン
で
な
い
と
、
彼
ら
は
借
り
物
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
最
も
必
要

な
時
に
わ
れ
わ
れ
の
許
を
去
っ
て
い
く
。
説
教
を
さ
せ
て
も
、
イ

ル
マ
ン
で
は
な
い
の
で
彼
ら
に
は
貞
潔
や
修レ

コ
ヒ
メ
ン
ト

道
生
活
を
求
め
な
い
。

　

右
の
よ
う
に
、
日
本
布
教
に
お
け
る
日
本
人
説
教
者
の
担
う
役

割
の
重
み
を
記
述
し
た
上
で
、
現
在
日
本
に
い
る
日
本
人
イ
ル
マ

ン
三
人
の
内
の
二
人
、
ロ

）
（（
（

ケ
お
よ
び
ロ
レ
ン

）
（（
（

ソ
に
つ
い
て
記
す
。

要
す
る
に
第
二
の
修
練
院
創
建
の
是
非
に
つ
い
て
本
カ
ブ
ラ
ル
書

簡
は
、
日
本
に
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

練
院
が
創
建
さ
れ
、
黙

レ
コ
ヒ
ミ
エ
ン
ト

想
が
行
わ
れ
れ
ば
、

極
め
て
有
徳
の
部
下
を
大
勢
擁
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ
て
も

ら
い
た
い
、
と
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
述
べ
て
い
る
。

　

第
三
、
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
創
設
の
場
所

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
提
起
し
た
疑
問
の
第
三
、
コ
レ
ジ
オ
お
よ

び
修
練
院
を
創
建
す
る
の
に
最
も
適
し
た
場
所
は
何
処
か
と
い
う

点
に
関
し
て
は
、
カ
ブ
ラ
ル
の
本
書
簡
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
コ
レ
ジ
オ
お
よ
び
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

錬
院
を
創
る
の
は
何
処
が
よ
い

か
と
い
う
、
そ
の
創
建
場
所
に
関
す
る
第
三
点
に
関
し
て
は
、
尊

師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
が
、
戦
い
が
原
因
で
日
本
は
安
全
面
で

劣
っ
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
、
シ
ナ
に
そ
れ
を
創
り
、/

（f. 
（（c

）〔
イ
エ
ズ
ス
会
に
〕
入
会
す
る
予
定
の
者
た
ち
を
当
地
〔
日

本
〕
か
ら
シ
ナ
に
送
り
、〔
学
習
の
後
〕
当
地
に
帰
ら
せ
る
の
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
持
つ
な
ら
、
神

デ
ィ
オ
スの

愛
に
よ
り

〔
尊
師
は
〕
単
に
こ
の
問
題
を
議
論
の
場
に
上
げ
る
に
留
め
、
こ

の
件
に
つ
い
て
他
か
ら
説
得
を
受
け
た
り
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
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い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
は
戦
い
が
原
因
で
安
全
面
で
劣
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
と
は
言
え
、
そ
れ
で
も
シ
ナ
の
港
〔
マ
カ
オ
〕
は
、

次
の
如
き
多
く
の
理
由
か
ら
安
全
面
で
〔
日
本
よ
り
〕
は
る
か
に

劣
る
か
ら
で
あ

）
（（
（

る
。」　

　

右
の
よ
う
に
記
し
た
上
で
、
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
の
創
建
場
所

と
し
て
マ
カ
オ
が
決
し
て
安
全
な
所
で
は
な
い
理
由
を
列
記
し
て

い
る
。

　

�
、
そ
の
土
地
は
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
は
な
く
、
シ
ナ
の
マ
ン

ダ
リ
ン
た
ち
は
望
み
次
第
彼
ら
を
そ
こ
か
ら
追
放
す
る
。
二
、
私

〔
カ
ブ
ラ
ル
〕
が
其
処
に
い
た
二
年

）
（（
（

間
、
彼
ら
〔
マ
ン
ダ
リ
ン
〕

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が
混
乱
を
起
こ
し
た
た
め
に
、
彼
ら
を
追

放
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
時
折
あ
っ
た
。
そ
の
食
糧
を
奪
っ
た
こ

と
も
時
々
あ
っ
た
。
三
、
た
と
い
マ
ン
ダ
リ
ン
た
ち
が
彼
ら
〔
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
〕
を
追
放
し
な
く
て
も
、
彼
ら
は
強
力
な
盗ラ

ド

賊ロ
ン

に
隷

属
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
例
え
ば
私
が
来
た
年
〔
�
五
六
八
年
〕

に
は
チ
ャ
ン
シ
ラ

）
（（
（

オ
が
、
ま
さ
に
其
処
を
奪
取
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
四
、
当
地
に
来
る
人
々
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
よ

う
に
し
て
其
処
〔
シ
ナ
〕
の
物コ

ブ
デ
ィ
シ
ア欲

、
罪

ペ
カ
ド
ス、

忌ア
ボ
ミ
ナ
シ
オ
ネ
ス

わ
し
い
行
為
は
高

じ
て
い
き
、
住
民
は
彼
ら
の
無
法
行
為
を
我
慢
し
て
い
る
が
、
わ

れ
ら
の
主
が
恐
ろ
し
い
罰
を
下
す
こ
と
な
し
に
我
慢
な
さ
る
か
ど

う
か
私
は
知
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
本
に
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、

土テ
ィ
エ
ラ
ス

地
は
領セ

ニ
ョ
レ
ス主

自
身
の
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
そ
れ
を
守
る
か
ら

で
あ
る
。
多
く
の
地パ

ル

域テ
ス

で
戦
が
あ
る
が
、
他
の
地
域
で
は
平
和
で

あ
る
。

　
「
と
く
に
豊
後
国レ

イ
ノは

そ
う
で
、
其
処
で
は
わ
れ
わ
れ
は
二
四
年

前
か
ら
カ
ザ
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
災デ

サ
ス
ト
レい

が
生
じ
た
こ

と
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、〔
豊
後
国
の
〕
王レ

イ

〔
大
友
宗

）
（（
（

麟
〕

は
わ
れ
わ
れ
を
保
護
の
許
に
置
い
て
い
る
。
彼
の
領レ

イ

国ノ
ス

外
の
他
の

地
域
で
も
、
彼
の
好
意
の
お
蔭
で
、
他
の
領セ

ニ
ョ
レ
ス

主
た
ち
が
わ
れ
わ
れ

に
恩
恵
を
施
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
知
識
に
よ
る
と
、

こ
の
〔
豊
後
〕
国
の
平
和
は
永
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
強
力
強
大
な
領
主
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
他
の
領
主
た
ち
か

ら
恐
れ
ら
れ
、
彼
〔
豊
後
の
王
〕
は
何
人
を
も
恐
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
毎
日
戦
い
が
あ
る
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は

神デ
ィ
オ
スの

全ボ
ン

善ダ
ド

に
よ
り
、〔
教
会
活
動
を
〕
永
続
さ
せ
る
。
そ
れ
故
、

日
本
の
こ
の
地
域
〔
豊
後
国
〕
に
は
恐
れ
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ

に
反
し
マ
カ
オ
は
、
上
に
述
べ
た
諸
理
由
に
よ
り
、
危
惧
す
べ
き

こ
と
が
多

）
（（
（

い
。」

　

右
の
如
く
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
は
、
コ
レ
ジ
オ
創
建
の
場
所
と
し
て
、

安
全
・
安
定
の
点
で
マ
カ
オ
よ
り
日
本
が
よ
く
、
中
で
も
領
主
の

実
力
や
教
会
へ
の
姿
勢
そ
の
他
豊
後
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
。
同
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書
簡
は
さ
ら
に
そ
れ
と
は
ま
た
別
の
観
点
か
ら
も
、
日
本
が
適
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
を
引
用
し
て
み
る
。

　
「
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
る
の
が
よ
い
も
う
�
つ
の
理
由
と
し

て
、
単
に
わロ

ス

・

ノ

ス

ト

ロ

ス

れ
わ
れ
仲
間
の
会
員
を
養
育
す
る
の
に
役
立
つ
だ
け

で
は
な
く
、
神

デ
ィ
オ
スの

法
の
信
用
の
た
め
、
お
よ
び
異ヘ

ン

教テ
ィ

徒レ
ス

の
教
化
の

た
め
に
も
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
パ

ー
ド
レ
が
�
人
し
か
来
ず
、
聖オ

フ
ィ
シ
オ
ス

務
日
課
や）

（（
（

祭
ク
ル
ト
・
デ
ィ
ビ
ノ

儀
も

）
（（
（

行
わ
れ

ず
、
相
応
し
い
外

フ
ェ
イ

観シ
オ
ンを

備
え
た
わ
れ
わ
れ
の
カ
ザ
も
な
い
か
ら
で

あ
る
。〔
日
本
人
の
〕
多
く
は
外

エ
ス
テ

面リ
オ
ルに

よ
っ
て
心
が
動
か
さ
れ
る
。

こ
れ
が
日
本
人
の
天
性
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
点

如
何
に
欠
け
て
い
る
か
を
見
て
、
わ
れ
わ
れ
に
関
す
る
諸
々
の
事

柄
に
敬
意
を
表
し
な
い
。
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
整
っ
た
カ
ザ
を
持

ち
、
そ
こ
に
〔
必
要
な
〕
人
員
を
擁
し
、
そ
し
て
こ
と
に
、
日
本

で
は
最
も
深
い
思
い
を
寄
せ
、
力
を
注
ぐ
埋
葬
に
お
い
て
何
ら
か

の
祭

ク
ル
ト
・
デ
ィ
ビ
ノ

儀
が
行
わ
れ
る
な
ら
、
す
べ
て
の
事
が
�
変
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

ま
た
〔
コ
レ
ジ
オ
を
〕
創
る
こ
と
が
出
来
る
す
べ
て
の
地
域
に

は
、
周
囲
�
・
二
・
三
・
四
、
ま
た
は
五
レ
グ
ワ
に
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
い
る
土
地
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
に
駐
在
す
る
者
た
ち
〔
パ

ー
ド
レ
〕
は
、
土
曜
日
に
こ
れ
ら
の
土
地
を
助
け
に
行
き
、
日
曜

日
の
午
後
に
は
彼
ら
の
霊

エ
ヘ
ル
シ
シ
オ
ス

操
に
戻
る
と
い
う
よ
う
に
、
自
ら
の

教ク
リ
ア

化シ
オ
ンと

霊エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ

的
向
上
を
損
な
う
こ
と
な
し
に
事
を
運
ぶ
こ
と
が
出

来
る
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
の
霊エ

ス
ピ
リ
ト
ゥ

的
向
上
を

何
ら
損
な
う
こ
と
な
く
直
ぐ
に
助
け
に
い
く
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。
シ
ナ
に
あ
っ
た
の
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で

あ
）
（（
（

る
。」

　

コ
レ
ジ
オ
と
し
て
の
外
観
・
内
装
を
整
え
、
人
数
を
揃
え
、
教

会
の
祭
儀
、
こ
と
に
日
本
人
の
心
情
に
配
慮
し
て
葬
儀
が
絡
む
祭

式
に
は
心
を
込
め
て
執
り
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
コ
レ
ジ
オ
は

単
に
会
員
の
養
育
機
関
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
日
本
布
教
の
た
め

に
極
め
て
有
益
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
レ
ジ
オ
で
教
育
を
受
け
る
者
た
ち
は
、
日
本
で
教

会
活
動
に
携
わ
る
た
め
の
特
別
の
教
科
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
コ
レ
ジ
オ
が
日
本
に
存
在
す
る
方
が
い
い

と
い
う
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
当
地
で
養
育
す
る
者
た
ち
は
ま
た
併
せ
て
、
説プ

レ
デ
ィ
カ
ル

教
の
仕
方
お

よ
び
日
本
の
文レ

ト

字ラ
ス

と
法

レ
イ
ス

に
）
（（
（

つ
い
て
、
修
得
し
教
え
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
し
に
は
、
彼
ら
は
そ
の
後
大
し
た
力
に
な

り
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
教
え
る
教

マ
エ
ス

師ト
ロ
スを

�
人
か
二

人
抱
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
見
つ
け
る
の
は
容
易
で
あ
ろ

う
。
と
い
う
の
は
学
識
あ
る
仏ボ

ン

僧ソ
ス

で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
者

が
何
人
か
お
り
、
彼
ら
は
僅
か
な
報
酬
で
喜
ん
で
そ
れ
を
す
る
と
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思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

或
る
年
私
が
連
れ
て
き
た
非
常
に
学
識
豊
か
な
者
が
�
人
お
り
、

彼
は
私
が
教カ

テ
キ
ス
モ

理
書
を

）
（（
（

作
る
の
を
助
け
た
。
ま
た
彼
は
、
私
の
同
伴

者
で
あ
る
�
人
の
イ
ル
マ
ン
に
対
し
て
、
日
本
の
最
も
肝

エ
セ
ン
シ
ア
レ
ス

要
な

諸
事
を
教
え
た
。彼
と
論
争
が
出
来
、�
語
判
読
困
難
語
り
合

）
（（
（

う

仏ボ
ン
ソ僧

は
い
な
い
。
こ
の
者
は
喜
ん
で
そ
れ
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
す

で
に
私
は
、
や
は
り
こ
の
度
豊
後
に
お
い
て
私
の
許

）
（（
（

で
改
宗
し
た

大
変
学
識
豊
か
な
も
う
�
人
の
人
物
と
共
に
、
彼
に
そ
の
仕
事
を

割
り
当
て

）
（（
（

た
。」

　

日
本
で
布
教
活
動
を
す
る
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
と
し

て
の
教
科
に
加
え
て
、
日
本
の
関
係
の
学
習
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
そ
の
た
め
に
は
か
つ
て
仏
僧
で
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
改

宗
し
、
し
か
も
そ
の
志
を
有
す
る
者
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
者
が
身
近
に
い
る
所
が
コ
レ
ジ
オ
の
設
置
場
所
と
し
て
望
ま

し
い
と
い
う
、
当
然
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
同
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
に
は
、
マ
カ
オ
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
る

と
、
そ
こ
を
行
き
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
儀
、
旅
の
危
険
、

日
本
の
教
会
活
動
の
た
め
に
働
く
こ
と
な
く
、
相
当
な
期
間
そ
の

地
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習
を

終
え
て
日
本
に
戻
っ
た
後
、
日
本
の
諸
々
の
事
柄
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
等
を
、
日
本
に
そ
れ
を
創
建
す
る
利
点
と
対
比

し
て
記
述
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
マ
カ
オ
の
カ
ザ
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
が

原
因
で
大
い
に
平
穏
が
乱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
尊
師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
は
そ
こ
に
駐
在
し
て
い
る

者
た
ち
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
平
穏
を
欠
く

所
で
は
、
霊
・
徳
・
学
識
の
向
上
な
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
、
と

記
）
（（
（

す
。
そ
し
て
、
上
記
の
理
由
、
お
よ
び
冗
長
に
な
る
の
を
避
け

る
た
め
に
記
さ
な
い
が
そ
の
他
多
く
の
理
由
に
よ
り
、
か
か
る
カ

ザ
─
─
つ
ま
り
コ
レ
ジ
オ
─
─
を
日
本
の
外
に
創
建
す
る
の
は
絶

対
に
よ
く
な
い
と
強
調
す

）
（（
（

る
。

　

カ
ブ
ラ
ル
書
簡
は
さ
ら
に
続
い
て
、
日
本
に
文
字
の
学
校
を
創

建
す
る
問
題
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　
「
当
地
に
文

エ
ス
ク
エ
ラ
ス
・
デ
・
レ
ト
ラ
ス

字
の
学
校
を
置
く
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う

尊
師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
の
お
尋
ね
に
関
し
て
は
、　

私
は
次

の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
い
。
今
最
も
必
要
な
の
は
、
日
本
の
文レ

ト

字ラ
ス

と
諸コ

事サ

情ス

の
学

エ
ス
ク

校エ
ラ
スを

設
置
し
、
そ
の
教

マ
エ
ス

師ト
ロ
スを

抱
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
ラ
テ
ン
語
と
哲

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア学

に
）
（（
（

つ
い
て
も
そ
れ
が
存
在
す
る
な
ら
、

〔
イ
エ
ズ
ス
会
教
会
の
〕
信
用
の
た
め
お
よ
び
改
宗
の
た
め
に
、

非
常
に
良
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現テ

ィ

地エ
ラ

の
者
た
ち
〔
日
本

人
〕
が
こ
れ
を
修
得
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
〔
日
本
の
言
語
〕
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
柄
〔
ラ
テ
ン
語
や
哲
学
〕
を
説

デ
ク
ラ
ラ
ル明

出
来
る
程
、
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日
本
の
言レ

ン

語グ
ア

や
文レ

ト

字ラ
ス

に
習
熟
し
た
人
々
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
者
は
、
今
は
い
な
い
。
し
か
し
時
が
経
て
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
だ
け
の
た
め
な
ら
そ
う
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
疑
問
を

解
決
す
る
た
め
の
学
識
を
備
え
た
者
を
�
人
か
二
人
、
日
本
に
お

い
て
抱
え
る
こ
と
は
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
学
識
の
乏
し
い
者

た
ち
は
、
日
本
の
言レ

ン

語グ
ア

と
文レ

ト

字ラ
ス

に
つ
い
て
〔
の
知
識
を
〕
大
い
に

必
要
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
を
創
建
す
る
に

は
何
処
が
適
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
如
上
の
記
述

で
明
確
に
な
る
が
、
カ
ブ
ラ
ル
は
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
場
所
に
関
し
て
は
、
当
地
日
本
に
お
い
て
最
も
快
適
な
所
は
、

豊
後
だ
と
い
う
こ
と
に
全
員
が
�
致
し
た
。
理
由
は
、
日
本
全
土

で
最
も
安
全
な
所
で
あ
る
こ
と
、
王レ

イ

〔
大
友
宗
麟
〕
と
そ
の
子
供

た
ち
全

）
（（
（

員
が
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
非
常
に
好
意
的
で
あ
る
こ
と
、

王
の
二
番
目
の
息

）
（（
（

子
が
既
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
他
の
重イ

ホ

ス

・

ダ

ル

ゴ

要
人
物
の
子
供
た
ち
〔
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
〕
が
い
る

こ
と
、
近
隣
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
多
く
の
土
地
が
あ
る
こ
と
、

極
め
て
思
慮
深
い
人
物
と
思
わ
れ
て
い
る
偉
大
な
王
が
神

デ
ィ
オ
スの

法
を

こ
れ
程
ま
で
に
容
認
し
、
そ
れ
に
恩
恵
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
結
果
日
本
全
土
に
多
大
な
信
用
を
博
し
て
い
る
こ
と
、
コ
レ
ジ

オ
が
其
処
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
大
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
期
待
出
来
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
下シ

モ

に
お
い
て
得
ら
れ
た
す
べ
て
の
成
果
は
、
王
が
彼
の
息
子
を

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
し
、
彼
の
文カ

ル

書タ
ス

や
恩
恵
を
得
て
以
後
の
こ
と
だ

か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
私
は
、
尊
師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
が
渡
来
す
る
ま
で

は
何
も
し
な
い
こ
と
に
決
し
た
。
と
い
う
の
は
、〔
渡
来
後
尊
師

が
〕
�
層
深
い
叡
智
と
経
験
に
よ
っ
て
、
わ
れ
ら
の
主
な
る
神
の

よ
り
�
層
の
光
栄
に
な
る
こ
と
を
、
お
命
じ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
私
は
、
そ
れ
が
神
に
対
す
る
極
め
て
大
な
る

奉
仕
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
〔
豊
後
に
お
け
る

コ
レ
ジ
オ
の
創
建
を
〕
始
め
た
い
と
は
思
う
が
、
私
は
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
、
教
理
教
育
を
施
し
、
洗
礼
を
授
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
者
を
大
勢
抱
え
て
い
る
か
ら
で
も
あ

）
（（
（

る
。」

　

第
四
、
コ
レ
ジ
オ
の
財
源

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
の
諮
問
の
最
後
の
第
四
は
、
そ
の
コ
レ

ジ
オ
を
経
済
的
に
維
持
す
る
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
カ
ブ
ラ

ル
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
維
持
に
関
し
て
は
、
衣
食
以
外
に
出
費
を
す
る
必
要
が
な
け

れ
ば
、
尊
師
が
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
の
基

フ
ン
ダ

金シ
オ
ンの

た
め
に
〔
ポ
ル
ト

ガ
ル
〕
国
王
か
ら
も
ら
っ
て
来
る
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
は
、
二
〇

〜
三
〇
人
の
た
め
に
充
分
だ
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
或
い
は
そ
れ
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以
上
で
も
可
能
か
も
知
れ
な

）
（（
（

い
。」

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
四
項
目
の
諮
問
に
対
す
る
直
接
の
答
申
は

以
上
で
あ
る
が
、
関
連
し
て
日
本
人
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
受
け
入
れ

る
件
に
つ
い
て
、
記
し
て
い
る
。
協
議
会
の
議
論
の
結
果
か
、
カ

ブ
ラ
ル
の
個
人
的
な
見
解
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
嫌
い
は
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
が
カ
ブ
ラ
ル
の
意
見
と
異
な
る
も
の
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
「
当
地
で
日
本
人
た
ち
を
〔
イ
エ
ズ
ス
会
に
〕
受
け
入
れ
る
た

め
の
権
限
は
与
え
な
い
の
が
よ
い
と
、
尊
師
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
〕
が
思
っ
て
お
ら
れ
る
そ
の
権
限
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
尊
師

が
そ
の
よ
う
に
決
め
た
以
上
、
そ
う
す
る
の
が
最
善
か
つ
最
も
確

か
な
措
置
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
〔
日
本
〕
に
い
る
者
た
ち
〔
イ
エ
ズ

ス
会
士
〕
に
は
、
当
地
の
諸
々
の
事
柄
に
つ
い
て
有
す
る
経
験
か

ら
、
当
地
で
は
彼
ら
〔
日
本
人
〕
を
受
け
入
れ
な
い
と
、
こ
の
キ

リ
ス
ト
教
会
が
こ
れ
以
上
伸
展
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
維
持
す
る

こ
と
す
ら
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
上
述
の

如
く
、
説
教
す
る
者
が
い
な
く
て
は
わ
れ
わ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス
会

士
〕
に
出
来
る
こ
と
は
僅
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
〔
説
教

者
〕
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
属
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
大
き
い
か
ら
で

あ
る
。
日
本
の
よ
う
な
大

コ
サ
・
タ
ン
・
グ
ラ
ン
デ

教
会
の

）
（（
（

上ス
ペ
リ
オ
ル

長
を
尊
師
が
誰
か
に
任

せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
収
め
た
成
果
と
今
後
期

待
さ
れ
る
成
果
の
両
方
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
今
こ
の
日
本
の
よ
う

な
教コ

会サ

を
〔
他
に
は
〕
持
ち
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

尊
師
に
次
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
す

で
に
非
常
に
多
く
の
国レ

グ

々ノ
ス

に
散
在
し
て
お
り
、
非
常
に
多
数
の
地

域
に
教

イ
グ
レ

会シ
ア
スを

持
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
い
る
た
め
、
仮
に
日
本
を

二
つ
の
管

プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
ス

区
に
分
割
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も

小
さ
な
〔
管
区
〕
程
に
も
小
さ
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

尊
師
が
こ
れ
程
の
大グ

ラ
ン
デ
・
コ
サ

教
会
を
任
せ
る
者
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の

入
会
を
許
可
す
る
権
限
の
如
き
小
さ
な
事
柄
は
、
任
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
尊
師
が
決
め
る
枠
内
の
人
々

の
意
見
を
徴
し
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
。
本
当
の
と
こ
ろ
私
が
こ

れ
を
言
う
の
は
、
そ
れ
が
私
に
関
わ
る
事
柄
だ
か
ら
で
は
な
い
。

そ
の
理
由
は
む
し
ろ
小
さ
く
、
そ
れ
よ
り
も
、
こ
れ
〔
日
本
人
の

イ
エ
ズ
ス
会
入
会
を
許
可
す
る
権
限
を
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
上

長
が
持
つ
こ
と
〕
な
し
で
は
、
神
へ
の
奉
仕
が
大
い
に
失
わ
れ
る

と
い
う
私
の
経
験
に
基
づ
い
て
で
あ

）
（（
（

る
。」

　

カ
ブ
ラ
ル
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
宛
長
文
の
書
簡
を
、
右
に
紹
介

し
た
。
コ
レ
ジ
オ
創
設
に
関
す
る
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
諮
問
に
応

え
て
、
�
五
七
六
年
に
口
之
津
で
開
催
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
協
議



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

�
七　
（
�
七
）

会
で
の
議
論
と
そ
こ
で
の
結
論
を
、
カ
ブ
ラ
ル
自
身
の
意
見
を
も

交
え
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
答
申
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

適
宜
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
引
用
し
て
き
た
の
で
、
反
復
す
る

ま
で
も
な
い
が
、
要
す
る
に
諮
問
事
項
の
四
点
と
そ
の
答
申
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

第
�
、
日
本
に
は
コ
レ
ジ
オ
と
盛
式
誓
願
司
祭
カ
ザ
の
い
ず
れ
を
、

あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
創
建
す
べ
き
か
、
と
の
諮
問
に
対
し
て

は
、
コ
レ
ジ
オ
の
み
を
創
る
べ
き
で
あ
る
と
答
申
。

第
二
、
修
練
院
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
の
教
会
活
動
は
、

言
語
の
障
壁
か
ら
、
日
本
人
を
イ
ル
マ
ン
に
し
て
布
教
の
前
線

に
投
入
せ
ず
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
修
練
院
の
創
建
が
必
要
で

あ
る
と
答
申
。

第
三
、
コ
レ
ジ
オ
と
修
練
院
を
創
建
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
マ

カ
オ
は
不
可
で
、
日
本
そ
れ
も
豊
後
が
好
条
件
を
備
え
て
い
る

と
答
申
。

第
四
、
そ
の
維
持
費
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
コ
レ
ジ
オ
の
人
員
が

二
〇
〜
三
〇
人
な
ら
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王

か
ら
得
る
年
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
で
充
分
で
あ
る
と
答
申
。

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
諮
問
の
核
心
部
分
と
、
そ
れ
に
対
す
る
答

申
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
は
右
に
見
た
如
く

そ
こ
に
若
干
の
補
則
的
追
加
的
記
述
を
し
て
お
り
、
そ
れ
は
今
後

の
日
本
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
育
機
関
を
考
え
る
上
で
重
要

と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し
触
れ
る
。
そ
れ
は
と
く
に
、
右
の
第
三
、

お
よ
び
末
尾
の
文
章
中
の
記
載
で
あ
る
。

　

カ
ブ
ラ
ル
が
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
設
す
る
の
が
よ
い
と
考
え

る
理
由
と
し
て
と
く
に
強
調
す
る
の
は
、
日
本
で
の
布
教
に
成
果

を
期
待
す
る
に
は
、
ま
ず
第
�
の
要
件
と
し
て
日
本
語
で
説
教
が

出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
言
語
の
障
壁
は
高
く
、
ど
う
し

て
も
日
本
人
が
布
教
の
前
線
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

日
本
人
説
教
者
に
次
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
日
本
の
言
語
文
化
や

宗
教
な
ど
に
つ
い
て
の
教
養
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
教
育
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ラ
テ
ン
語
・
古
典
学
（
こ
の
二
教
科
は
同
じ
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
）・
良
心
問
題
・
哲
学
と
い
っ
た
コ
レ
ジ
オ
と

し
て
の
教
科
も
、
日
本
語
で
教
授
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
現
在

は
未
だ
そ
れ
が
出
来
る
者
は
い
な
い
。

　

日
本
布
教
の
第
�
線
で
説
教
に
携
わ
る
日
本
人
は
、
イ
エ
ズ
ス

会
入
会
を
許
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ル
マ
ン
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
と
は
別
種
の
人
々
と
い
う
評
判
を
と

っ
た
の
で
は
、
そ
の
説
教
も
そ
れ
を
聴
く
日
本
人
に
強
く
響
く
も

の
が
な
い
に
違
い
な
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ル
マ
ン
に
し
て
、
イ
エ
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ズ
ス
会
士
と
し
て
同
じ
誓
願
を
立
て
、
同
じ
修
道
生
活
に
生
き
て

同
じ
思
い
を
持
っ
て
布
教
活
動
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
日
本
に
は
、
コ
レ
ジ
オ
と
と
も
に
修
練
院
を
創
建
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
人
説
教
者
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
イ
ル
マ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
な
る
と
、
日
本
人
の
入
会
問
題
が
生
じ
る
。
入
会
を
許
可

す
る
権
限
の
所
在
で
あ
る
。
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本

人
の
入
会
を
許
可
す
る
権
限
を
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
長
に
与
え
な

い
の
が
よ
い
と
の
考
え
で
の
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

の
如
き
大
き
な
布
教
単
位
、
布
教
区
の
上
長
に
は
、
上
長
�
人
の

独
断
の
弊
に
陥
る
の
を
排
し
た
形
に
し
て
、
そ
の
権
限
を
与
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

　

右
の
最
後
の
件
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
上
通
念
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

こ
の
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
が
記
述
さ
れ
た
当
時
は
そ
う
で
あ
っ
た
と
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

　

�
五
七
七
年
九
月
�
日
付
け
口
之
津
発
、
カ
ブ
ラ
ル
の
イ
エ
ズ

ス
会
総
長
宛
書
簡
の
�
節
を
次
に
訳
載
す
る
。

　
「
そ
れ
故
に
こ
の
地
〔
豊
後
〕
は
今
や
、
神デ

ウ
ス

の
助
け
を
得
て
、

全
キ
リ
ス
ト
教
会
は
寺

ヴ
ァ
レ
ラ
ス院

や
）
（（
（

仏ボ
ン

僧ゾ
ス

や
そ
の
他
の
異
教
徒
の
防
波

堤
と
な
っ
て
お
り
、
�

ウ
マ
・
グ
ラ
ン
デ
・
コ
ウ
ザ

大
教
会
で

）
（（
（

あ
る
。
と
い
う
の
は
そ
れ
が

大
き
な
〔
教
会
〕
で
あ
っ
て
、
多
数
の
〔
キ
リ
ス
ト
教
の
〕
土ル

ガ

地レ
ス

か
ら
成
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
三
〇
程
の
教

イ
グ
レ

会ジ
ャ
スが

存
在

す
る
が
、
な
お
そ
の
外
に
四
〇
作
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
今

当
地
に
お
い
て
も
日
本
全
土
に
お
い
て
も
、
彼
ら
に
教
え
、
洗
礼

を
授
け
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
す
る
通リ

ン
ゴ
ア
ス詞

と
働オ

ブ

きレ
イ

手ロ
ス

を
必
要
と
し
て

い
る
。
現テ

地ラ

の
者
た
ち
〔
日
本
人
〕
や
わオ

ス

・

ノ

ソ

ス

れ
わ
れ
仲
間
〔
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
な
ど
〕
か
ら
、
働オ

ブ

きレ
イ

手ロ
ス

を
養
育
す
る
た
め
の
コ
レ
ジ
オ
を

�
つ
日
本
に
創
る
よ
う
、〔
主
の
〕
良
き
指
図
に
よ
っ
て
猊
下
が

命
じ
て
下
さ
る
も
の
と
、
私
は
主
を
信
頼
し
て
い
る
。

　

猊
下
は
、
こ
の
改
宗
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
わオ

れス

わ・

れノ

仲ソ

間ス

が
自
ら
〔
の
活
動
〕
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
絶
対
に
他
に
方

法
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ

は
多
く
の
国

レ
イ
ノ
ス、

様
々
な
地
域
に
分
散
し
て
お
り
、
し
か
も
様
々
な

〔
霊
的
弛
緩
の
〕
機

オ
カ
ジ
オ
ン
エ
ス

会
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
の
で
、
も
し
も
二

年
毎
に
あ
る
い
は
三
年
毎
に
わ
れ
わ
れ
が
少
し
ず
つ
で
も
〔
霊
的

に
〕
鍛レ

フ

ァ

ゼ

ル

え
直
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
何
ら
か
の
カ
ザ
が
な
か
っ

た
ら
、
徳
や
霊
を
保
持
す
る
こ
と
が
満
足
に
出
来
な
い
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。　

　

今
年
〔
�
五
〕
七
七
年
に
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
サ
ン
ド
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�
九　
（
�
九
）

レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

）
（（
（

ノ
は
、
�
四
人
の
仲

ソ
ジ
ェ

間イ
ト
スを

ゴ
ア
か
ら
当
地
に

送
っ
て
き
た
。
何
ら
か
の
必
要
な
物
を
補
給
し
、
残
り
の
六

）
（（
（

人
が

こ
の
カ
ザ
を
創
始
し
た
後
に
、
そ
れ
〔
同
カ
ザ
〕
に
よ
っ
て
極
め

て
大
な
る
成
果
を
生
む
こ
と
を
、
私
は
わ
れ
ら
の
主
に
お
い
て
期

待
す
る
。
と
い
う
の
は
、
イ
ル
マ
ン
に
な
っ
て
説
教
す
る
こ
と
が

出
来
る
日
本
人
を
養
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
務
め
を
果
た
す

者
が
い
る
な
ら
、
短
い
年
月
で
日
本
全
土
が
改
宗
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
る
可
能
性
が
大
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
神

デ
ウ
ス

の
助
け
を
得
て
、
豊
後
国レ

イ
ノに

お
い
て
今
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

が
日
本
中
で
最
も
穏
や
か
で
、
か
つ
平
和
的
な
所
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
キク

リ
ス
タ
ン
ダ
デ

リ
ス
ト
教
会
が
す
で
に
其
処
に
良
き
足
場
を
持
っ
て
お

り
、
王

エ
ル
レ
イが

わ
れ
わ
れ
に
対
し
極
め
て
恩
恵
を
施
し
て
い
る
か
ら
で

も
あ
る
。

　

彼
〔
豊
後
の
王
〕
は
ま
た
、
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
る
予
定
だ

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
私
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
よ
こ
し
た
。
と

に
か
く
彼
〔
同
王
〕
の
土テ

地ラ

に
創
る
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に
、
何

処
で
あ
れ
�
つ
の
町

ヴ
ィ
ラ

全
体
で
あ
れ
、
仏ボ

ン

僧ゾ
ス

の
寺モ

ス
テ
イ
ロ院

で
あ
れ
、
あ
る

い
は
そ
の
他
何
で
あ
れ
、
目
星
を
付
け
る
よ
う
に
。
そ
う
し
た
ら

彼
〔
同
王
〕
は
直
ち
に
そ
れ
を
与
え
る
旨
言
っ
て
よ
こ
す
、
と
。

そ
こ
で
私
は
、
王
の
居
所
で
あ
る
土
地
を
何
日
も
見
て
歩
い
た
。

結
局
わ
れ
わ
れ
に
は
、
海
の
直
ぐ
近
く
で
彼
の
宮パ

ソ
ス殿

の
前
に
位
置

す
る
土
地
が
、
水
源
か
ら
半
レ
グ
ワ
の
と
こ
ろ
で
、
大
変
涼
し
く

健
康
に
良
好
等
々
、
最
良
で
あ
る
と
思
っ

）
（（
（

た
。」

　

カ
ブ
ラ
ル
は
こ
こ
で
、
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
創
建
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
強
調
し
、
豊
後
の
王
、
つ
ま
り
大

友
宗
麟
が
居
所
の
近
く
に
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
の
創
建
を
招
致

し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
土
地
を
選
択
さ
せ
た
旨
記
し
て
い
る
。

　

�
五
七
八
年
�
〇
月
�
六
日
付
け
臼
杵
発
、
フ
ロ
イ
ス
の
在
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
た
ち
宛
書
簡
に
、

次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「〔
嫡
子
大
友
義
統
は
〕
本
年
の
初
め
、
当
所
の
パ
ー
ド
レ
に
沢

山
の
進
物
を
添
え
て
次
の
よ
う
な
伝
言
を
送
っ
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
彼
は
す
で
に
こ
れ
ら
の
国
々
を
統
治
し
て
い
る
が
、
彼
の
父

は
万
事
に
お
い
て
常
に
神デ

オ
スの

法レ
イ

と
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
恩
恵
を
施
し

た
。
彼
も
こ
の
点
で
父
に
劣
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
可
能
な
ら
ば

父
を
凌
ご
う
と
決
心
し
た
。
そ
れ
故
、
パ
ー
ド
レ
が
コ
レ
ジ
オ
を

豊
後
に
設
置
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
政コ

ル
テ庁

が

あ
る
こ
の
臼
杵
に
、〔
パ
ー
ド
レ
が
〕
最
も
よ
い
と
思
う
場
所
を

選
定
す
る
よ
う
に
。
そ
し
て
彼
に
望
む
こ
と
を
書
面
で
彼
に
示
す

よ
う
に
。
そ
う
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
〕
に

恩
恵
を
施
し
た
い
と
い
う
彼
の
意
思
が
、〔
パ
ー
ド
レ
に
〕
い
っ

そ
う
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
。〔
中
略
〕
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〔
大
友
義
統
は
〕
コ
レ
ジ
オ
用
に
、
極
め
て
広
い
地
所
を
わ
れ

わ
れ
に
与
え
た
。
そ
れ
は
こ
の
臼
杵
か
ら
お
お
よ
そ
半
レ
グ
ワ
の

と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
ち
ら
〔
イ
エ
ズ
ス
会
〕
か
ら
彼
に
そ
れ
を
示

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
は
他
の
充
分
な
定レ

収ン

入ダ

を
与
え
て

満
足
さ
せ
た
上
で
、
�
人
の
大

セ
ニ
ョ
ル
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル

身
と
そ
の
�
部
を
所
有
す

る
そ
の
他
の
仏ボ

僧ン

たゾ

ちス

か
ら
、
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
場
所
は
海
辺
で
、
大
変
美
し
い
海
岸
が
あ
り
、
当
地
で
最
も
良

質
の
水
の
泉
が
あ

）
（（
（

る
。」

　

大
友
義
統
が
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
に
対
し
、
豊
後
に
コ
レ
ジ

オ
を
創
建
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
な
ら
、
臼
杵
に
そ
の
た

め
の
場
所
を
選
定
す
る
よ
う
に
、
と
伝
言
し
、
パ
ー
ド
レ
が
選
ん

だ
臼
杵
か
ら
半
レ
グ
ワ
の
所
の
土
地
を
コ
レ
ジ
オ
用
に
与
え
た
と

い
う
。
そ
こ
は
海
岸
で
、
良
質
の
泉
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
フ
ロ
イ
ス
は
、
右
の
書
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
、
カ
ブ
ラ

ル
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
た
。
�
五
七
八
年
�
〇
月
付
け
臼
杵

発
、
フ
ロ
イ
ス
の
在
日
向
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
宛
書
簡
で

あ
る
。

　
「
当
地
で
そ
の
他
に
も
大
変
よ
い
こ
と
が
起
き
た
。
彼
〔
嫡
子

大
友
義
統
〕
は
私
の
手
を
取
り
、
私
に
も
た
れ
か
か
っ
て
、
大
い

に
笑
い
、
な
ぜ
コ
レ
ジ
オ
〔
の
建
造
〕
が
始
ま
ら
な
い
の
か
と
尋

ね
た
。
私
は
彼
に
答
え
た
。
尊

ヴ
ォ
サ
・
レ
ヴ
ェ
レ
ン
シ
ア

師
〔
カ
ブ
ラ
ル
〕
が
彼
の

父
で
あ
る
王

エ
ル
・
レ
イ〔

大
友
宗
麟
〕
と
�
緒
に
土ツ

チ

持モ
チ

に
）
（（
（

行
っ
た
こ
と
が
、

そ
れ
を
妨
げ
た
。
し
か
し
、
貴

ス
ア
・
ア

殿ル
テ
ザが

速
や
か
に
着
工
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
の
で
、
尊
師
〔
カ
ブ
ラ
ル
〕
は
こ
れ
に
�
層
の

努
力
を
注
ぐ
で
あ
ろ
う
、
と
。
私
〔
義
統
〕
が
コ
レ
ジ
オ
の
た
め

に
与
え
た
、
尊
師
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
あ
の
地
所
は
、
パ
ー
ド

レ
や
イ
ル
マ
ン
た
ち
を
満
足
さ
せ
て
い
る
か
〔
と
彼
は
尋
ね
た
〕。

私
は
彼
に
対
し
、
あ
の
大

ヴ
ォ
フ
ァ
マ浜

の
）
（（
（

泉
の
水
は
大
変
良
い
と
だ
け
言
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
地
所
は
そ
れ
に
適
し
て
い
な
い
。

城フ
ォ
ル
タ
レ
ザ

か
）
（（
（

ら
少
し
遠
い
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
私
は
私
の
近

く
に
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
が
あ
る
こ
と
を
望
む
〔
云
々
と
義
統
は

言
っ
た
〕。〔
中
略
〕

　
〔
コ
レ
ジ
オ
に
適
し
た
地
所
の
選
定
に
関
す
る
、
大
友
義
統
と

フ
ロ
イ
ス
と
の
間
の
遣
り
取
り
を
記
述
し
た
後
で
、〕
つ
い
に
彼

〔
義
統
〕
は
笑
い
な
が
ら
、
私
〔
フ
ロ
イ
ス
〕
に
次
の
よ
う
に
言

っ
た
。
私メ

ウ
・
パ
イ

の
父
〔
宗
麟
〕
の
僧モ

ス
テ
イ
ロ院

を
も
っ
て
コ
レ
ジ
オ
の
土
台
と

し
た
い
と
い
う
の
が
私
〔
義
統
〕
の
気
持
だ
と
い
う
こ
と
が
、

貴ヴ
ォ
ス殿

に
ど
う
し
て
分
か
っ
た
の
か
知
ら
な
い
。
神デ

オ
スが

す
べ
て
を
な

し
給
う
こ
と
を
今
私
は
�
語

）
（（
（

。
私
は
城
か
ら
コ
レ
ジ
オ
の
地
所

に
及
ぶ
非
常
に
大
き
な
弧
状
の
橋
を
架
け
て
、
当
地
の
名
誉
と
美

観
と
す
べ
く
、
自
分
の
努
力
を
注
ご
う
と
決
心
し
た

）
（（
（、

と
。」　

　

右
の
フ
ロ
イ
ス
の
書
簡
に
よ
り
、
先
の
�
五
七
八
年
�
〇
月
�
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六
日
付
け
の
彼
の
書
簡
に
見
え
た
、
義
統
が
コ
レ
ジ
オ
用
地
と
し

て
与
え
た
土
地
が
、
大
浜
の
海
岸
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ

の
場
所
を
特
定
す
る
材
料
を
提
供
す
る
。
ま
た
そ
の
土
地
が
、
も

と
寺
院
が
建
っ
て
い
た
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

　

つ
ま
り
義
統
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
コ
レ
ジ
オ
用
地
と
し
て
、
臼
杵

の
城
か
ら
半
レ
グ
ワ
の
所
の
大
浜
の
海
岸
に
あ
る
寺
院
の
跡
地
を

与
え
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
来
日
し
た
時
（
�
五
七
九
年
七
月

二
五

）
（（
（

日
）
に
は
す
で
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
を
作

る
こ
と
は
、
そ
の
段
取
り
が
つ
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
直
後
に
、
大
友
氏
の
勢
力
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
が
大
き
く

転
換
す
る
。
そ
れ
は
大
友
氏
と
島
津
氏
と
の
間
の
決
戦
で
あ
っ
た

耳
川
の
戦
で
、
大
友
が
大
敗
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
向
の
高
城

（
宮
崎
県
児
湯
郡
）
周
辺
で
、
大
友
と
島
津
の
主
力
部
隊
が
総
力

を
あ
げ
て
激
突
し
、
大
友
勢
が
大
敗
を
喫
し
た
の
は
天
正
六
年
�

�
月
�
二
日
（
�
五
七
八
年
�
二
月
�
〇
日
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
大
友
義
統
か
ら
臼
杵
城
の
近
く
に
コ
レ
ジ
オ
建
築
用
の
地
所

を
も
ら
っ
た
旨
、
フ
ロ
イ
ス
が
書
簡
に
記
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
耳
川
合
戦
で
敗
れ
る
ま
で
が
、
宗
麟
の
全
盛
時
代
で
あ
っ

た
と
さ
れ

）
（（
（

る
。
因
み
に
宗
麟
が
洗
礼
を
受
け
た
の
は
、
天
正
六
年

七
月
二
五
日
（
�
五
七
八
年
八
月
二
八
日
）
で
あ

）
（（
（

る
。

五

　

耳
川
合
戦
の
大
敗
に
よ
っ
て
、
大
友
の
領
内
に
コ
レ
ジ
オ
を
作

る
話
が
御
破
算
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
�
五
八
〇
年
�
〇
月

二
〇
日
付
け
豊
後
発
、
ロ
ウ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
総

長
宛
書
簡
（
年
報
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「〔
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
〕
ま
た
、
府
内
の
カ
ザ
を
今
後

は
コ
レ
ジ
オ
と
し
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
其
処
で
彼
ら
の
学

エ
ス
ト

習ゥ
ド
スを

続

け
、
そ
し
て
修

プ
ロ
ヴ

練ァ
サ
ンを

終
え
た
者
た
ち
を
、
年
齢
と
時
間
が
許
す
限

り
、
其
処
に
送
っ
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
決
し
た
。
そ
れ
は
、
他

の
人
々
に
説
教
を
す
る
日
本
人
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
者
と
し
て
適

切
に
、
彼
ら
の
聖
務
を
充
分
に
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
だ
け
の
精

神
と
学レ

ト

問ラ
ス

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
判
断

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。〔
中
略
〕

　

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
今
豊
後
に
、
学
習
す
る
者
た
ち
の
た

め
の
コ
レ
ジ
オ
を
�
つ
、
修ノ

ヴ
ィ
ソ
ス

練
者
の
た
め
の
修

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

練
院
を
�
つ
、

野
津
と
由
布
と
い
う
土
地
に
�
つ
ず
つ
、
二
つ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
現
在
そ
れ
ら
す
べ
て
に
、
二
五
人
ま
た
は

二
四
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
お
り
、
そ
の
内
七
人
が
司

サ
セ
ル

祭ド
テ
スで

あ
る
。

〔
中
略
〕

　

こ
の
度
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
は
、
大
村
に



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

二
二　
（
二
二
）

別
の
コ
レ
ジ
オ
を
創
建
す
る
た
め
、
イ
ン
デ
ィ
ア
か
ら
�
二
人
ま

た
は
�
四
人
渡
来
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
〔
こ
の
コ
レ
ジ
オ
〕

は
、
毎
年
イ
ン
デ
ィ
ア
か
ら
来
る
人
た
ち
が
現
地
の
言
語
と
習
慣

を
学
ぶ
た
め
の
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
と
し
て
役
立
た
せ
る
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
れ
〔
当
地
の
言
語
・
習
慣
〕
は
す
べ
て
に
お
い
て
わ
れ
ら

の
と
全
く
異
な
る
故
、
こ
れ
を
学
ぶ
に
は
二
、
三
年
を
費
や
さ
ざ

る
を
得
な
い
し
、
其
処
で
は
多
く
の
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
〔
同
コ
レ
ジ
オ
〕
は
ま
た
、
あ
の
諸
地
方
の
す
べ
て
の

レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
つ
い
て
言
え
る
よ
う
に
、
当
地
方
の

修レ
コ
リ
メ
ン
ト

道
の
カ
ザ
と
し
て
も
役
立
つ
で
あ
ろ

）
（（
（

う
。」

　

右
の
メ
シ
ア
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

�
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
府
内
の
カ
ザ
を
コ
レ
ジ
オ
に
変
え
る

こ
と
に
し
た
。
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
学
習
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
　

な
お
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
�
五
七
九
年
�
二
月

に
日
本
に
駐
在
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名

簿
に
、
パ
ー
ド
レ
・
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
ラ
モ
ン
に
つ
い
て
、「
豊

後
に
府
内
の
カ
ザ
に
駐
在
」
と
記
さ
れ
て
い

）
（（
（

る
。
す
な
わ
ち
そ

の
当
時
、
府
内
に
は
カ
ザ
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
母
体
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
カ
ザ
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
、
こ
の
書
簡
の
記
述
か
ら
、
ま
さ
に
府
内
コ
レ
ジ
オ

は
開
始
直
前
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

二
、
豊
後
に
は
他
に
、
修
練
院
を
�
つ
作
る
予
定
で
あ
る
。

三
、
豊
後
に
は
さ
ら
に
他
に
、
二
つ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
を
持
つ
予

定
で
あ
る
。

四
、
豊
後
に
は
現
在
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
二
四
人
ま
た
は
二
五
人
お

り
、
そ
の
内
司
祭
は
七
人
で
あ
る
。

五
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
別
に
大
村
に
も
コ
レ
ジ
オ
を
創
建
す

る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
に
渡
来
す
る
外
国
人
イ
エ
ズ

ス
会
士
が
日
本
の
言
語
・
習
慣
を
学
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
。

　

先
に
�
五
七
八
年
�
〇
月
の
フ
ロ
イ
ス
の
二
通
の
書
簡
で
は
、

大
友
義
統
が
臼
杵
の
城
に
近
く
の
海
岸
に
コ
レ
ジ
オ
の
建
築
用
地

を
イ
エ
ズ
ス
会
に
与
え
た
旨
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
が
渡
来
し
て
実
際
に
コ
レ
ジ
オ
創
建
が
着
手
さ
れ
る
段
階
に

な
る
と
、
そ
れ
は
新
た
に
臼
杵
城
の
近
く
に
創
建
す
る
の
で
は
な

く
、
府
内
の
カ
ザ
を
コ
レ
ジ
オ
に
拡
充
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

大
友
氏
は
鎌
倉
期
の
豊
後
移
住
以
来
、
お
お
む
ね
府
内
（
大
分

市
）
を
本
拠
と
し
た
が
、
其
処
に
は
戦
略
上
優
れ
た
城
を
持
た
な

か
っ
た
と
い
う
。
大
友
義
鎮
は
そ
れ
ま
で
本
拠
と
し
て
き
た
府
内

の
上
原
館
か
ら
、
臼
杵
丹
生
島
の
城
に
移
っ
て
、
そ
こ
に
常
住
し
、

入
道
、
宗
麟
号
を
用
い
た
。
臼
杵
に
移
居
し
た
時
は
嫡
子
義
統
を



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
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ス
会
の
府
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レ
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オ
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い
て
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上
）

二
三　
（
二
三
）

伴
っ
た
が
、
そ
の
後
義
統
へ
の
家
督
譲
与
が
行
わ
れ
、
義
統
は
府

内
に
移
っ
て
領
主
と
し
て
の
統
治
を
行
い
、
宗
麟
は
臼
杵
に
残
っ

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
の
時
期
を
、
外
山
幹
夫
氏
の
考
証
に
拠
っ
て

記
す
と
、

① 

義
鎮
が
臼
杵
に
移
居
し
た
の
は
、
�
五
六
�
年
�
〇
月
八
日

（
永
禄
四
年
八
月
二
九
日
）
以

）
（（
（

前
。

②
義
鎮
が
入
道
し
宗
麟
と
号
し
た
の
は
、
�
五
六
二
年
七
月
�
四

日
（
永
禄
五
年
六
月
�
三
日
）
以
降
で
、
お
そ
ら
く
�
五
六
二

年
五
月
末
〜
同
年
七
月
初
（
永
禄
五
年
六
月
末
〜
同
年
七

月
）
（（
（

初
）。

③
義
統
へ
の
家
督
相
続
が
行
わ
れ
た
の
は
、
�
五
七
六
年
二
月

（
天
正
四
年
�
月
）
〜
�
五
七
六
年
三
月
�
八
日
（
天
正
四
年

二
月
�
八

）
（（
（

日
）。

④
義
統
が
府
内
に
移
居
し
た
の
は
、
�
五
七
九
年
頃
。

　

右
の
④
の
根
拠
と
な
る
史
料
を
、
次
に
引
用
す
る
。
�
五
八
二

年
二
月
�
五
日
付
け
長
崎
発
コ
エ
リ
ョ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
、

�
五
八
�
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
の
�
節
で
あ
る
。

　
「
臼
杵
の
要

フ
ォ
ル

塞タ
レ
ザ（

豊
後
全
土
で
も
っ
と
も
強
固
で
主
要
な
〔
要

塞
の
〕
�
つ
で
、
か
つ
て
は
通
常
そ
こ
に
政コ

ル
テ庁

が
置
か
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
王

エ
ル
レ
イフ

ラ
ン
シ
ス
コ
が
家カ

族ザ

と
と
も
に
居
住
し
て
い
る
。

彼
の
子
息
で
あ
る
王

エ
ル
レ
イ〔

義
統
〕
は
彼
の
政コ

ル
テ庁

と
と
も
に
府
内
へ
移

り
、
三
年
前
か
ら
其
処
に
居
住
し
て
い
る
）
に
は
、
昨
年
書
き
送

っ
た
通
り
修

カ
ザ
・
ダ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

練
院
が
あ

）
（（
（

る
。」

右
の
史
料
に
拠
っ
て
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

�
、
臼
杵
築
城
に
伴
い
、
義
鎮
は
�
旦
は
嫡
子
義
統
と
�
緒
に
臼

杵
に
移
居
し
た
。
す
な
わ
ち
統
治
の
本
拠
が
府
内
か
ら
臼
杵
に

移
っ
た
。

二
、
す
で
に
家
督
を
相
続
し
て
い
た
義
統
は
、
右
の
年
報
の
記
述

時
を
遡
る
こ
と
三
年
、
す
な
わ
ち
�
五
七
九
年
頃
府
内
に
移
居

し
、
統
治
を
行
っ
た
。

　

義
統
が
臼
杵
か
ら
府
内
に
移
居
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
右
の

年
報
よ
り
も
、
次
の
�
五
八
�
年
九
月
�
五
日
付
け
臼
杵
発
カ
ブ

ラ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
方
が
、
信
憑
性
高
く
明
確
だ

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
コ
レ
ジ
オ
は
こ
の
国
の
首カ

ベ
サ都

で
あ
る
府
内
市
に
あ
り
、
そ
こ
に

は
今
か
ら
二
ヵ
月
前
に
、
嫡プ

リ
ン
シ
ペ子

〔
義
統
〕
が
居
住
を
始
め
た
。
彼

は
す
で
に
、〔
豊
後
〕
国
全
土
の
統
治
を
掌
握
し
て
い

）
（（
（

る
。」

　

年
報
は
作
成
に
�
定
の
期
間
を
要
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
カ
ブ

ラ
ル
が
臼
杵
に
お
い
て
、
今
か
ら
二
ヵ
月
前
と
明
記
し
て
い
る
右

の
史
料
は
、
義
統
が
府
内
に
移
っ
た
時
期
を
明
確
に
す
る
上
で
、

先
の
年
報
よ
り
信
憑
性
が
高
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

二
四　
（
二
四
）

わ
ち
そ
の
時
期
は
、
�
五
八
�
年
七
月
半
ば
（
天
正
九
年
六
月
半

ば
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

�
五
八
〇
年
�
〇
月
豊
後
、
同
年
同
月
安
土
、
お
よ
び
�
五
八

�
年
�
二
月
長
崎
と
、
都
合
三
度
に
わ
た
っ
て
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
主
宰
の
下
に
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
第
�
回
協
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の
協
議
が
終
了
し
た
後
で
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
内
容
に
対
し
て
、
逐
�
裁
決
を
下
し
、

文
章
（
�
五
八
三
〔
二
〕
年
�
月
六
日
付

）
（（
（

け
）
に
し
た
。

　

協
議
の
記
録
で
あ
る
が
、
豊
後
協
議
会
記
録
と
、
最
後
の
長
崎

協
議
会
終
了
後
に
記
さ
れ
た
全
体
の
協
議
会
記
録
が
伝
存
す
る
。

両
記
録
は
、
同
文
で
は
な
い
が
、
全
体
の
構
成
、
そ
の
記
述
内
容

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
僅
か
に
第
�
・
第
二
…
と
い
っ
た
構

成
上
の
異
同
が
�
カ
所
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
以
下
に
記
す
記
録
の
、

〔
第
五
点
〕
の
②
の
件
の
後
半
が
豊
後
協
議
会
記
録
で
は
「
す
べ

て
の
地
区
に
、
少
な
く
と
も
古ウ

マ
ニ
ダ
デ

典
学
の
何
ら
か
の
学
習
機
関
が
必

要
に
な
る
で
あ
ろ

）
（（
（

う
。」
と
い
っ
た
文
章
と
な
っ
て
お
り
、
セ
ミ

ナ
リ
オ
で
学
習
す
る
学
科
と
し
て
、
と
く
に
「
古
典
学
」
が
明
記

さ
れ
て
い
る
点
な
ど
が
、
特
記
す
べ
き
異
同
箇
所
で
あ
る
。
以
下

そ
の
全
体
の
協
議
記
録
に
よ
り
、
コ
レ
ジ
オ
に
関
す
る
箇
所
を
紹

介
す
る
。

　

同
協
議
記
録
の
諮
問
第
八
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ

仲
間
が
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
共
同
生
活
を
す
る
カ
ザ
を
い
く
つ
か
日

本
に
作
る
こ
と
が
よ
い
か
」

　

各
諮
問
事
項
に
つ
い
て
の
協
議
記
録
と
、
そ
れ
に
対
す
る
巡
察

師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
裁
決
は
、
翻
刻
さ
れ
、
邦
訳
も
行
わ
れ
て

い
る
。
右
の
諮
問
第
八
の
協
議
記
録
は
か
な
り
長
文
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
記
す
に
止
め
る
。
ま
ず
協
議
記
録

の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
�
点
、
全
員
�
致
、
そ
の
よ
う
な
カ
ザ
を
少
な
く
と
も
三
つ
、

下シ
モ

・
豊
後
・
京メ

ア
コ都

に
�
つ
ず
つ
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
設
置
す
る

こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
点
、
全
員
�
致
、
慣
習
と
言
語
を
学
習
す
る
セ
ミ
ナ
リ
オ
、

イ
エ
ズ
ス
会
入
会
者
の
た
め
の
修ノ

ビ
シ
ア
ド

練
院
、
必
要
な
諸シ

エ

学ン
シ

問ア
ス

を
学
ぶ

コ
レ
ジ
オ
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
カ
ザ
�
つ
で
こ
れ

ら
す
べ
て
を
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
も
、
�
致

し
た
。

　

第
三
点
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
場
所
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
修
練

院
は
豊
後
に
す
べ
き
だ
と
全
員
�
致
。
豊
後
を
よ
し
と
す
る
理
由

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
下シ

モ

と
京メ

ア
コ都

の
中
間
に
位
置
す
る
故
の
、

会
員
の
移
動
の
便
。
②
下
と
京
都
は
戦
乱
絶
え
な
い
の
に
反
し
、

豊
後
は
強
力
な
�
人
の
王レ

イ

の
下
に
安
定
し
て
い
る
。
③
豊
後
は
日
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本
の
中
央
に
位
置
し
、
下
・
京メ

ア
コ都

間
の
通
路
で
も
あ
る
。
布
教
長

が
駐
在
し
、
修
練
院
が
所
在
す
る
の
に
適
す
る
。
④
豊
後
の
老レ

イ
・

王ビ
エ
ホは

す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
が
、
今
後
彼
が
さ
ら
に

大グ
ラ
ン
デ
・
コ
ン
ベ
ル
シ
オ
ン

回

心
を
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
�
層
安
泰
に
な
り
、
極
め

て
大
な
る
発
展
を
見
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
第
四
点
〕、
コ
レ
ジ
オ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
見

解
に
分
か
れ
た
。
�
は
、
コ
レ
ジ
オ
は
豊
後
国レ

イ
ノの

府
内
市シ

ウ
ダ
ドに

設

置
し
、
臼
杵
に
修
練
院
を
作
る
べ
し
と
の
見
解
。
二
は
、
コ
レ
ジ

オ
を
京メ

ア
コ都

に
作
る
の
が
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

）
（（
（

た
。

　

�
の
見
解
の
理
由
。
①
通
常
コ
レ
ジ
オ
で
学
ぶ
の
は
修
練
院
を

終
え
た
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
移
動
の
便
。
②
コ
レ
ジ
オ
で
学
ぶ

者
が
修
練
者
を
模
範
に
精
神
面
で
高
揚
し
、
休
暇
等
に
修
練
院
に

行
っ
て
霊

エ
ヘ
ル
シ
シ
オ
ス

操
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
③
豊
後
は
中
央
に
位
置

し
、
日
本
の
布ス

ペ
リ
オ
ル

教
長
が
そ
こ
に
長
く
滞
在
す
る
の
で
、
大
部
分
の

イ
ル
マ
ン
が
そ
こ
に
い
る
の
が
、
彼
ら
の
向
上
の
た
め
に
も
統
轄

の
た
め
に
も
よ
い
。

　

二
の
見
解
の
理
由
。
①
日
本
の
主
た
る
政
庁
と
貴
族
の
す
べ
て
、

お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
宗
派
の
名
声
が
、
同
地
に
集
中
す
る
。
②

他
の
土
地
よ
り
も
領
主
・
領
国
多
く
、
広
大
で
豊
か
で
あ
る
。
其

処
に
コ
レ
ジ
オ
を
設
置
す
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
会
の
名
声
博
し
、
成

果
大
き
く
、
難
儀
が
出
来
し
て
も
救
済
を
望
め
る
。
③
同
地
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
他
の
す
べ
て
の
地
よ
り
高
尚
で
、
下
や
豊
後

の
領
主
の
よ
う
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
利
益
を
求
め
る
気
持
ち
が
希

薄
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
発
展
が
期
待
出
来
る
。

　
〔
第
五
点
〕、
さ
ら
に
全
員
の
見
解
と
し
て
、
三
地
区
に
何
ら
か

の
学

ア
ル
グ
ナ
・
マ
ネ
ラ
・
デ
・
エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ

習

機

関
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①

前
述
の
理
由
に
拠
り
、
修
練
者
を
除
き
、
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ
ン

が
共
同
生
活
を
し
て
、
何
ら
か
の
学
習
を
す
る
カ
ザ
が
す
べ
て
の

地
区
に
存
在
す
る
の
が
よ
い
。
②
そ
の
内
に
現ナ

ト

地ゥ
ラ

人レ
ス

〔
日
本
人
〕

の
セ
ミ
ナ
リ
オ
が
三
地
区
す
べ
て
に
出
来
、
彼
ら
は
学
習
を
す
る

の
で
、
す
べ
て
の
地
区
に
何
ら
か
の
学
習
機
関
が
必
要
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
③
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
学レ

ト
ラ
ド
ス

識
者
で
あ
る
と
の
評
判
を
得
る

こ
と
が
、
主
へ
の
奉
仕
に
と
っ
て
適
切
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が

学
習
機
関
を
持
つ
の
を
示
す
こ
と
は
、
何
に
も
ま
し
て
そ
の
た
め

に
有
効
で
あ
る
。

　
〔
第
六
点
〕、
言
語
を
学
習
す
る
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
三
つ
の
見
解
が
出
さ
れ
た
。
�
、
下シ

モ

の
大
村
市
。
二
、

京メ
ア
コ都

。
）
（（
（

三
、
三
地
区
す
べ
て
に
設
置
す
る
。
三
見
解
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
理
由
を
挙
げ
て
い
る
が
、
省
略
す

）
（（
（

る
。

　

�
五
八
三
〔
二
〕
月
�
月
六
日
付
け
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
の
裁
決
の
内
、
右
の
第
八
の
諮
問
事
項
に
対
す
る
内
容
は
次
の
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第
�
・
二
号
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六　
（
二
六
）

よ
う
な
趣
旨
で
あ
る
。 

　

第
�
点
に
つ
い
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
共
同
生
活
を
す
る
カ
ザ

が
、
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
疑
問

の
余
地
が
な
い
。

　

第
二
点
、
言
語
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
・
修ノ

ビ
シ
ア
ド

練
院
、
お
よ
び
コ
レ
ジ
オ

は
日
本
に
必
要
で
あ
る
。

　

第
三
点
、
戦
が
絶
え
ず
不
安
定
な
日
本
に
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

練
院
が
�
つ
あ

る
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
の
最
適
な
場
所
は
、
現

在
の
豊
後
国
臼
杵
城

フ
ォ
ル
タ
レ
サの

内
に
有
す
る
土
地
で
あ
ろ
う
。

　
〔
第
四
点
〕、
コ
レ
ジ
オ
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
少
な
く
と

も
二
つ
の
コ
レ
ジ
オ
を
作
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
、
私
は
そ
の
積

り
で
い
る
。
�
つ
は
す
で
に
豊
後
の
府
内
市
に
設
立
さ
れ
て
い
る

コ
レ
ジ
オ
で
、
そ
こ
で
は
私
は
文

グ
ラ
マ

法テ
ィ
カと

古ウ
マ
ニ
ダ
ド

典
学
の
み
を
教
授
し
、

そ
れ
以
外
に
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
知
っ
て
お
く
の
が
よ
い

（
日
本
語
の
）

書

レ
イ
エ
ス
・
イ
・
モ
ド
・
デ
・
エ
ス
ク
リ
ビ
ル

法

に
関
す
る
何
ら
か
の
事
柄
、
そ

の
他
の
事
柄
を
教
え
る
積
り
で
あ
る
。
今
�
つ
の
コ
レ
ジ
オ
は
、

出
来
る
だ
け
速
や
か
に
京

シ
ウ
ダ
ド
・
デ
ル
・
メ
ア
コ

都
市
に
作
り
、
そ
こ
で
は
哲

フ
ィ
ロ
ソ

学フ
ィ
アお

よ
び
よシ

エ
ン
シ
ア
ス
・
マ
ヨ
レ
ス

り
高
度
の
学
問
を
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
①
府
内
は
修
練
院
の
あ
る
臼
杵
か

ら
五
〜
六
レ
グ
ワ
に
過
ぎ
な
い
。
入
会
し
た
修ノ

ビ
シ
オ
ス

練
者
は
日
本
人
で

あ
れ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
れ
、
何
も
知
ら
ず
、
す
べ
て
を
学
ん
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
で
文
法
と
古ウ

マ
ニ
ダ
ド

典
学
、
お

よ
び
日
本
人
が
知
っ
て
お
く
の
が
よ
い
諸
々
の
事
柄
を
教
授
す
る

の
が
よ
い
。
②
哲
学
や
そ
の
他
よシ

エ
ン
シ
ア
ス
・
マ
ヨ
レ
ス

り
高
度
の
学
問
を
学
ぶ
コ
レ
ジ

オ
を
、
京
都
に
設
置
す
る
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
府
内

で
す
で
に
古ラ

典テ

ラィ

テニ

ンダ

語ド

を
）
（（
（

学
ん
だ
者
た
ち
を
、
其
処
に
送
る
。

人
員
を
�
カ
所
に
集
中
せ
ず
、
全
地
区
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

府
内
の
修

エ
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ア
ン
テ
ス

学
生
を
京
都
に
送
り
、
修
練
院
を
終
え
た
者
が
府
内

に
移
る
。
京
都
は
最
も
礼
儀
正
し
く
高
尚
な
土
地
柄
故
に
、
同
地

の
コ
レ
ジ
オ
で
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
は
言
語
・
慣
習
・

教
会
統
轄
方
法
の
面
で
名
声
・
信
望
を
博
し
、
�
層
向
上
す
る
で

あ
ろ
う
。

　
〔
第
五
点
〕、
作
ら
れ
る
す
べ
て
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
も
、

文グ
ラ
マ

法テ
ィ
カを

何
が
し
か
学
習
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
安
土
市シ

ウ
ダ
ドと

有

馬

城
フ
ォ
ル
タ
レ
サの

内
と
に
�
つ
ず
つ
あ
り
、
両
方
と
も
子ニ

供ニ

たョ

ちス

の
セ

ミ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
、
大グ

ラ
ン
デ
ス人

と
子ニ

ニ

供ョ
ス

が

混
ざ
っ
て
学
ぶ
の
は
適
切
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
余
裕
が
出
来
た

ら
、
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
の
中
に
別
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
作
る
つ
も
り

で
あ
る
。
安
土
や
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
大
人
に
な
っ
た
者
を
其

処
に
送
っ
て
古ウ

マ
ニ
ダ
ド

典
学
や
、
知
っ
て
お
く
の
が
よ
い
そ
の
他
日
本
の

諸
々
の
事
柄
を
学
ば
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　
〔
第
六
点
〕
会
員
が
言
語
を
学
ぶ
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
三
の



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

二
七　
（
二
七
）

見
解
、
す
な
わ
ち
三
地
区
す
べ
て
で
そ
れ
を
学
ぶ
べ
き
と
の
見
解

に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
渡
来
し
た
ば
か
り
の
者
た
ち
が
最
初
の
二
、
三
年
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
大
村
市
が
よ

）
（（
（

い
。

　

�
五
八
〇
年
�
〇
月
〜
八
�
年
�
二
月
に
国
内
三
地
区
を
巡
っ

て
開
催
さ
れ
た
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
協
議
会
の
、
協
議
に
基
づ
く
答

申
を
踏
ま
え
て
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
下
し
た
決
定
は
、
コ

レ
ジ
オ
問
題
に
限
定
す
る
と
、
こ
れ
は
す
で
に
出
来
て
い
る
が
府

内
の
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
は
、
文
法
と
古
典
学
（
つ
ま
り
ラ
テ
ン

語
）、
お
よ
び
日
本
語
の
書
法
そ
の
他
を
教
え
る
。
そ
し
て
今
�

つ
の
コ
レ
ジ
オ
を
出
来
る
だ
け
早
く
京
都
に
作
り
、
其
処
で
は
哲

学
と
さ
ら
に
高
度
の
学
問
─
─
神
学
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

─
─
を
教
え
る
体
制
に
し
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

�
五
八
�
年
�
〇
月
�
二
日
付
け
日
本
発
、
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ

リ
ョ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。

　
「
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
日
本
を
、
す
で
に
作
ら
れ
た

キク
リ
ス
タ
ン
ダ
デ

リ
ス
ト
教
会
を
守
り
、
さ
ら
に
改
宗
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
る
態
勢
に
し
た
い
と
考
え
、
京メ

ア
コ都

と
こ
の
下シ

モ

に
�
つ
ず
つ
二
つ

の
セ
ミ
ナ
リ
オ
、
そ
し
て
豊
後
国レ

イ
ノに

修カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

練

院
�
つ
と
コ
レ
ジ

オ
�
つ
を
設
け
る
よ
う
命
じ

）
（（
（

た
。」

六

　

イ
エ
ズ
ス
会
は
そ
の
会
憲
に
よ
り
、
コ
レ
ジ
オ
は
定レ

収ン

入ダ

を
基

金
と
し
て
持
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
コ
レ
ジ
オ
を
維
持
し
、
そ
こ
に

居
住
す
る
会
員
た
ち
を
養
う
こ
と
に
な
っ
て
い

）
（（
（

た
。
コ
レ
ジ
オ
を

設
立
す
る
に
は
、
そ
の
基
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

　

府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
、
そ
の
定
収
入
・
基
金
・
経
済
基
盤

と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
少
し
記
す
。

　

�
五
七
五
年
�
二
月
�
九
〜
二
八
日
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の
シ
ョ
ラ

ン
島
開
催
第
�
回
イ
ン
デ
ィ
ア
管コ

ン

区グ
レ

会ガ
テ

議ィ
オ

、
諮
問
第
四

）
（（
（

四
に
関
し
、

総
長
に
対
す
る
意
見
書
（
�
五
七
五
年
�
二
月
二
八
日
付
け
シ
ョ

ラ
ン
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
に
い
る
わ
れ
わ
れ
仲
間
た
ち
の
た
め
に
バ
サ
イ

）
（（
（

ン
に
お

い
て
買
い
入
れ
た
定

レ
デ
ィ
ト
ゥ
ス（
レ
ン
ダ
）

収
入
は
、
将
来
日
本
に
作
ら
れ
る
何
ら
か

の
コ
レ
ジ
オ
の
た
め
に
保
持
し
、
そ
し
て
も
し
も
可
能
な
ら
、
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

）
（（
（

い
。」

　

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
は
イ
ン
デ
ィ
ア
に
送
金
し
て
買
い
付
け
た
り
、

寄
進
を
受
け
た
り
し
て
、
同
地
に
定
収
入
（
土
地
を
得
て
其
処
か
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（
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八
）

ら
農
産
物
や
年
貢
を
得
る
）
を
取
得
し
た
。
�
五
七
五
年
と
い
え

ば
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
イ
ン
デ
ィ
ア
で
土
地
を
取
得
し
始
め
た
初

期
で
あ
る
が
、
そ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
の
土
地
収
入
を
、
将
来
日
本
に

創
建
す
る
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
に
す
る
予
定
を
立
て
て
い
た
こ
と
が

分
か

）
（（
（

る
。

　

次
に
示
す
�
五
八
〇
年
�
〇
月
二
七
日
付
け
臼
杵
修
練
院
発
、

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
の
書
簡
に
よ
る
と
、
彼

は
バ
サ
イ
ン
の
定
収
入
の
�
部
七
〇
〇
シ
ェ
ラ
フ
ィ
ン
を
、
府
内

コ
レ
ジ
オ
の
基
金
と
す
る
旨
決
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な

お
こ
の
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
時
は
、
前
述
の
通
り
、
府
内
コ
レ
ジ

オ
開
始
の
前
後
で
あ
っ
た
。

　
「
私
は
、
わ
れ
わ
れ
が
バ
サ
イ
ン
に
所
有
す
る
定レ

収ン

入タ

の
�
二

〇
〇
シ
ェ
ラ
フ
ィ
ン 

─
─ 

�
〔
シ
ェ
ラ
フ
ィ
ン 
〕
が
八
レ
ア
ル

に
相
当
す
る
─
─
の
内
、
五
〇
〇
を
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
テ
ィ
オ
ン

練
院
に
、
残
り
の
七

〇
）
（（
（

〇
を
コ
レ
ジ
オ
に
充
て
る
こ
と
に
決
し

）
（（
（

た
。」

　

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
と
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
に
定
収
入
を
買
い

付
け
た
こ
と
は
、
次
の
�
五
八
�
年
九
月
四
日
付
け
臼
杵
発
、
カ

ブ
ラ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
補
佐
ペ
ド
ロ
・
ダ
・
フ
ォ
ン
セ
カ
宛

書
簡
に
よ
っ
て
も
確
認
出
来
る
。

　
「〔
日
本
に
コ
レ
ジ
オ
が
作
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め

の
財

カ
ベ
ダ
ルが

乏
し
く
、
毎
年
ナ
ウ
船
に
よ
る
大
き
な
危
険
に
晒
さ
れ
て

い
る
の
を
見
て
〕、
儲
け
の
中
か
ら
毎
年
�
定
額
を
イ
ン
デ
ィ
ア

に
送
り
、
当
時
管
区
長
で
あ
っ
た
故
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・

デ
・
ク
ワ
ド
ロ
ス
（
�
五
五
九
〜
七
二
年
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
長
在

任
、
�
五
七
二
年
死

）
（（
（

亡
）
に
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
何
ら
か
の
定レ

収ン

入ダ

を
買
い
付
け
て
も
ら
っ
た
。〔
中
略
〕
私
が
ゴ
ア
に
送
っ
た

か
ね
で
、
い
く
つ
か
の
村

ア
ル
デ
ア
スに

�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定レ

収ン

入ダ

を

買
い
入
れ

）
（（
（

た
。」

　

�
五
八
〇
年
�
�
月
�
三
日
付
け
府
内
発
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
他
の
〔
書
簡
〕
で
私
は
猊
下
に
長
文
を
書
き
送
る
の
で
、
こ

の
〔
書
簡
〕
で
は
次
の
こ
と
を
述
べ
る
に
留
め
よ
う
と
思
う
。
私

は
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
す
る
時
、
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ジ
オ
の
基

フ
ン
ダ

金シ
オ
ンの

た
め
に
、
毎
年
マ
ラ
ッ
カ
に
お
い
て
�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
を

与
え
る
よ
う
命
じ
た
国ス

・
ア
ル
テ
サ

王
陛
下
の
文デ

ス
パ
チ
ョ書

を
所
持
し
た
。
今
わ
れ
ら

の
主

セ
ニ
ョ
ルは

、
前
述
の
コ
レ
ジ
オ
を
こ
の
豊
後
国レ

イ
ノの

府
内
市シ

ウ
ダ
ドに

お
い

て
開
設
さ
せ
給
う
た
。
そ
こ
は
日
本
で
最
も
大
き
く
、
そ
し
て
最

も
主
要
な
〔
市
の
〕
�
つ
で
あ
る
。
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
の
も
の

と
な
れ
ば
、
こ
の
定レ

収ン

入タ

は
そ
れ
に
と
っ
て
適
切
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
〔
同
定
収
入
〕
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
支
払
わ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
権
利
を
失
っ
て
い
な
い

し
、
ま
た
神

デ
ィ
オ
スの

恩
寵
に
よ
り
、
過
去
の
年
月
わ
れ
わ
れ
に
滞
っ
て
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い
る
分
が
失
わ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
国エ

王ル

陛レ

下イ

は
諸イ

グ

教レ
シ

会ア
ス

に
対

し
て
、
た
と
い
遅
延
し
て
も
支
払
う
義
務
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

何
時
の
日
に
か
最
終
的
に
は
そ
の
全
額
が
支
払
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
や
マ
ラ
ッ
カ
は
、
ア
チ
ェ
ー

）
（（
（

王
の
た
め
に
被
っ
て
き
た
抑
圧

か
ら
完
全
に
脱
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
わ
れ
ら
の
主

セ
ニ
ョ
ルは

今
年
、

王
た
ち
や
主
立
っ
た
者
た
ち
が
互
い
に
殺
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

あ
の
王レ

イ
ノ国

を
滅
ぼ
し
給
う
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
今
年
マ
ラ
ッ

カ
か
ら
私
の
許
に
、
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
き
た
。
前
述
の
定レ

収ン

入タ

は
�
年
以
内
に
は
�
部
徴
収
が
始
ま
る
で
あ
ろ
う
、
と
。

　

そ
れ
故
、
日
本
に
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
コ
レ
ジ
オ
の

た
め
に
、
国
王
陛
下
が
そ
れ
〔
定
収
入
〕
を
与
え
た
の
で
あ
る
か

ら
、
猊
下
は
、
国
王
陛
下
が
そ
れ
の
運プ

ロ
ビ
ソ
ン

営
基
金
と
し
て
与
え
た
前

述
の
定レ

収ン

入タ

を
充
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
府
内
の
こ
の
聖
パパ

ウブ

ロロ

の
コ
レ
ジ
オ
を
承
認
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
〔
続
く
九
行
は
、
臼
杵
の
修
練
院
の
維
持
費
と
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の

バ
サ
イ
ン
の
地
に
購
入
し
た
土
地
か
ら
の
所
得
を
充
当
す
る
件
を
記
す
が
、

省
略
す
る
。
な
お
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の
定
収
入
は
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
に

す
る
た
め
に
取
得
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
臼
杵
修
練
院
の
基
金
に
変
更
し

た
よ
う
で
あ
る
〕

　

年
報
を
記
述
し
て
以
後
、
今
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
豊
後
に
お
い
て
、

大
き
な
キク

リ
ス
タ
ン
ダ
デ

リ
ス
ト
教
会
を
作
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
が
終
わ
る
前
に
、

当
地
で
大
変
偉
大
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
に
違
い
な
い
と
、
わ
れ
わ

れ
は
わ
れ
ら
の
主

セ
ニ
ョ
ルを

信
頼
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
包

囲
し
て
い
る
親

）
（（
（

貫
の
要

フ
ォ
ル

塞タ
レ
サを

最
近
奪
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
豊
後

は
非
常
に
平
穏
に
な
り
、
王

エ
ル
レ
イフ

ラ
ン
シ
ス
コ
〔
大
友
宗
麟
〕
は
、

す
べ
て
の
人
々
の
間
で
大
変
な
名
声
と
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。
彼

は
今
、
こ
の
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
の
中
に
、
非
常
に
大
き
く
て
高
貴

な
教イ

グ
レ
シ
ア会

が
作
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

）
（（
（

る
。」

　

右
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
書
簡
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

�
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
は
、
日
本
に
作
ら
れ
る
べ
き
コ
レ
ジ
オ
の

基
金
と
し
て
、
マ
ラ
ッ
カ
で
給
与
さ
れ
る
年
に
�
〇
〇
〇
ド
ゥ

カ
ド
の
定
収
入
を
与
え
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
そ
の
旨
を
記
し

た
文
書
を
所
持
し
て
リ
ス
ボ
ン
を
発
ち
（
�
五
七
四
年
）、
イ

ン
デ
ィ
ア
に
向
か
っ
た
。

二
、
府
内
に
コ
レ
ジ
オ
が
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
聖

パ
ウ
ロ
の
コ
レ
ジ
オ
と
称
し
た
。
す
で
に
開
設
は
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
こ
の
書
簡
の
日
付
を
遡
る
こ
と
余
り
遠
く
な
い
頃

で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
�
五
八
〇
年
�
〇
月

二
〇
日
付
け
豊
後
発
メ
シ
ア
の
書
簡
（
註
（（
）
が
記
さ
れ
た
の

は
、
同
コ
レ
ジ
オ
開
設
直
前
で
あ
ろ
う
と
記
述
し
た
が
、
本
書

簡
の
記
載
も
考
え
合
わ
せ
、
開
設
は
�
五
八
〇
年
�
〇
月
頃
と

判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

三
〇　
（
三
〇
）

三
、
�
に
記
し
た
マ
ラ
ッ
カ
で
の
定
収
入
は
、
未
だ
支
払
わ
れ
て

お
ら
ず
滞
っ
て
い
る
。

四
、
ア
チ
ェ
ー
の
衰
亡
に
よ
り
、
近
く
こ
の
定
収
入
の
支
給
が
始

ま
る
で
あ
ろ
う
。（
後
に
引
用
す
る
�
五
八
二
年
度
年
報
に
拠

り
、
�
五
八
�
年
に
は
そ
の
受
領
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。）

五
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
は
、
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
が
こ
の
�
〇
〇
〇

ド
ゥ
カ
ド
の
定
収
入
を
そ
の
基
金
と
し
て
発
足
す
る
の
を
、
承

認
さ
れ
た
い
。

六
、
宗
麟
は
、
こ
の
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
の
中
に
大
き
な
教
会
を
作

り
た
い
と
望
ん
で
い
る
。

　

右
の
�
の
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
給
与
の
定
収
入
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
国
王
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
�
五
七
四
年
二
月
二
六
日
付
け
で
、

日
本
に
お
け
る
コ
レ
ジ
オ
（
ど
の
コ
レ
ジ
オ
と
特
定
し
て
い
な

い
）
の
基

フ
ン
ダ

金シ
オ
ンと

し
て
、
マ
ラ
ッ
カ
税
関
で
支
払
わ
れ
る
年
�
〇
〇

〇
ク
ル
ザ
ド
を
与
え
た
こ
と
を
指

）
（（
（

す
。
通
貨
の
名
称
が
異
な
る
が
、

ド
ゥ
カ
ド
と
ク
ル
ザ
ド
は
、
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
同
じ

価
値
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
�
般
で
あ
っ
た
。

　

�
五
八
五
年
�
月
�
八
日
付
け
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ア
ク
ワ
ヴ
ィ

ヴ
ァ
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
長
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
送
っ
た
指
令

に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
私
が
こ
の
度
受
け
取
っ
た
〔
�
五
〕
八
〇
年
�
�
月
�
三
日

付
け
の
書
簡
〔（
註
）（（
〕
の
中
で
尊
師
は
、
国
王
ド
ン
・
セ
バ
ス

テ
ィ
ア
ン
が
日
本
に
作
ら
れ
る
コ
レ
ジ
オ
の
た
め
に
マ
ラ
ッ
カ
で

支
給
す
る
こ
と
に
し
た
�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
を
そ
れ
に
充
当
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
府
内
に
開
設
さ
れ
た
コ
レ
ジ
オ
を
承
認
し
て
ほ

し
い
、
と
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
昨
年
、

こ
の
点
の
充
当
と
、
バ
サ
イ
ン
の
い
く
つ
か
の
村

ア
ル
デ
ア
スか

ら
入
る
五

〇
〇
タ
エ
ル
を
臼
杵
の
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

練
院
に
充
て
る
件
に
つ
い
て
の

許パ
テ
ン
テ
ス

可
書
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
答
し
た
。

　

し
か
し
、
教ス

・
サ
ン
テ
ィ
ダ
ド

皇
聖
下
が
与
え
た
援
助
が
、
�
部
を
こ
れ
ら
両
所

に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
教
皇
か
ら

の
四
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
中
か
ら
、
尊
師
が
適
当
と
判
断
す
る
額

を
こ
れ
ら
両
所
に
充
て
、
そ
し
て
マ
ラ
ッ
カ
の
�
〇
〇
〇
〔
ド
ゥ

カ
ド
〕
と
バ
サ
イ
ン
の
五
〇
〇
〔
タ
エ
ル
〕、
お
よ
び
四
〇
〇
〇

〔
ク
ル
ザ
ド
〕
の
残
額
を
、
尊
師
の
裁
量
に
拠
っ
て
分
配
す
る
の

が
よ
い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え

）
（（
（

た
。」

　

こ
の
史
料
か
ら
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

�
、
�
五
八
〇
年
�
�
月
�
三
日
付
け
書
簡
で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

が
承
認
を
求
め
て
来
た
の
に
応
じ
て
、
�
五
八
四
年
に
総
長
は
、

マ
ラ
ッ
カ
で
国
王
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
日
本
イ
エ
ズ
ス

会
に
支
給
し
た
�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
の
年
金
を
府
内
コ
レ
ジ
オ
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に
充
て
る
こ
と
と
、
バ
サ
イ
ン
の
土
地
収
入
五
〇
〇
タ
エ
ル
を

臼
杵
の
修
練
院
に
充
て
る
こ
と
を
許
可
す
る
旨
の
回
答
を
与
え

た
。

二
、
し
か
し
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
�
三
世
が
�
五
八
三
年
に
、
日

本
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
た
め
に
四
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
の
年
金
を
二

〇
年
間
に
わ
た
っ
て
支
給
す
る
こ
と
に
決
め

）
（（
（

た
の
で
、
府
内
コ

レ
ジ
オ
と
臼
杵
修
練
院
の
維
持
費
は
こ
の
四
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド

の
中
か
ら
割
く
こ
と
に
し
て
、
マ
ラ
ッ
カ
で
国
王
か
ら
支
給
さ

れ
る
�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
と
バ
サ
イ
ン
の
土
地
収
入
五
〇
〇
タ

エ
ル
、
お
よ
び
教
皇
支
給
の
四
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
の
内
の
残
り

の
金
額
の
使
用
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
裁
量
に
任
せ
る
旨
を
、

本
指
令
で
総
長
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
通
告
し
た
。

　

右
の
総
長
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
宛
指
令
に
対
し
、
�
五
八
七
年

�
�
月
二
七
日
付
け
ゴ
ア
発
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会

総
長
補
佐
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
宛
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
諸
コ
レ
ジ
オ
と
諸
カ
ザ
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
故
国
王
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
、
マ
ラ
ッ
カ

税ア
ル
フ
ァ
ン
デ
ガ

関
で
永
久
に
与
え
て
く
れ
た
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
以
外
に

基フ
ン
ダ
サ
ン

金
は
な
い
。
私
は
、
こ
れ
を
豊
後
の
都
市
、
府
内
の
聖
パ
ウ

ロ
・
コ
レ
ジ
オ
に
充
て
た
。
こ
の
充
当
を
総ノ

ソ
・
パ

ー

ド

レ

長
パ
ー
ド
レ
は
承
認

し
た
。

　

臼
杵
の
修ノ

ヴ

練ィ
シ

院ア
ド

に
は
、
同
総
長
パ
ー
ド
レ
は
、
日
本
に
行
く
前

に
私
が
北ノ

ル

テ

部
地
方
〔
バ
サ
イ

）
（（
（

ン
〕
で
買
い
付
け
た
い
く
つ
か
の

村ア
ル
デ
ア
スを

充
て
た
。
こ
れ
は
五
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定
収
入
に
な

っ
）
1（（
（

た
。」

　

こ
の
文
面
に
拠
る
限
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
書
簡
を
認
め
た
時

は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
前
引
�
五
八
五
年
�
月
�
八
日
付
け
総

長
の
指
令
は
未
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
で
言
及
さ
れ
て

い
る
�
五
八
四
年
の
総
長
の
文
書
の
み
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

と
に
か
く
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
こ
の
時
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
給
付

の
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
を
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
経
費
に
充
当
し
、
バ

サ
イ
ン
の
土
地
収
入
を
臼
杵
修
練
院
の
経
費
に
充
て
る
方
針
を
変

え
て
い
な
か
っ
た
。

　

府
内
コ
レ
ジ
オ
に
関
す
る
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
寄
進
者
と
し

て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
明
確
で
あ
る
が
、
豊

後
の
大
友
宗
麟
に
つ
い
て
も
い
さ
さ
か
紛
ら
わ
し
い
記
載
が
見
え

る
史
料
が
あ
る
の
で
、
�
応
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
日
本

イ
エ
ズ
ス
会
に
対
し
て
高
額
の
寄
進
を
し
た
者
を
顕
彰
す
る
文
書

で
あ
る
、
�
六
七
七
年
�
�
月
�
七
日
付
け
マ
カ
オ
、
日
本
管
区

お
よ
び
シ
ナ
準
管
区
の
巡
察
師
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
デ
・
ア
ル
メ
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イ
）
1（1
（

ダ
作
成
「
日
本
管
区
の
諸
コ
レ
ジ
オ
と
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
設フ

ン

立ダ
ド

者レ
ス

、
お
よ
び
同
管
区
の
慈

ベ
ン
フ
ェ
イ
ト
レ
ス

善
家
の
名
簿
」
と
題
す
る
記
録
に
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
陛
下
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
、
日
本

に
府
内
コ
レ
ジ
オ
を
設
立
し
、
毎
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
�
〇
〇
〇
ク

ル
ザ
ド
を
マ
ラ
ッ
カ
税

ア
ル
フ
ァ
ン
デ
ガ

関
に
割
り
当
て
て
、
贈ド

テ
与
金
と
し
て
こ

れ
に
与
え
た
。
こ
の
定レ

収ン

入ダ

と
基フ

ン
ダ
サ
ン金

は
、
マ
ラ
ッ
カ

）
1（2
（

市
と
と
も
に

失
わ
れ

）
1（ 
 （

た
。

　
　
〔
中
略
〕 

　
〔
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
領
主
の
中
に
も
、
令
名
高
い
慈
善
家

が
い
る
が
〕
中
で
も
筆
頭
に
位
置
す
る
の
が
豊
後
の
王

エ
ル
・
レ
イフ

ラ
ン

シ
ス
コ
〔
大
友
宗
麟
〕
で
あ
ろ
う
。
彼
は
未
だ
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

な
る
以
前
に
す
で
に
、
キク

リ
ス
タ
ン
ダ
デ

リ
ス
ト
教
会
や
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
と
っ

て
の
偉
大
な
慈
善
家
で
あ
っ
た
。
す
で
に
彼
自
ら
が
所
有
す
る
物

か
ら
彼
ら
に
贈
与
し
た
。
と
い
う
の
は
、
未
だ
異ジ

ェ

教ン
テ

徒ィ
オ

で
あ
っ
た

時
に
、
筑
前
国レ

イ
ノの

博
多

）
1（4
（

市
に
お
い
て
、
毎
年
お
お
よ
そ
四
〇
〇
タ

エ
ル
の
所
得
に
な
る
資

フ
ァ
ゼ

産ン
ダ
ス

を
）
1（（
（

彼
ら
に
与
え
た
。
イコ

エン

ズパ

スニ

会ア

は
、

こ
の
〔
筑
前
〕
国レ

イ
ノが

前
述
の
王レ

イ

〔
大
友
宗
麟
〕
に
叛

）
1（（
（

く
ま
で
の
�

〇
年
間
、
こ
れ
を
我
が
も
の
と
し
た
。

　

豊
後
国
の
臼
杵
市
に
お
い
て
、
彼
〔
同
王
〕
は
未
だ
異
教
徒
で

あ
っ
た
時
に
、
岬ポ

ン
タ
・
デ
・
テ
ラ

の
地
と
何
枚
か
の
稲

ヴ
ァ
ル
ジ
ェ
ア
ス田

を
）
1（（
（

パ
ー
ド
レ
た
ち
に

贈
与
し
た
。
そ
の
土
地
は
未
だ
大
き
な
所
得
を
生
ま
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
其
処
に
コ
レ
ジ
オ
が
作
ら
れ
、
民
衆
や
漁
師
た
ち
の
手

厚
い
奉
仕
に
浴
し
、
コ
レ
ジ
オ
の
者
た
ち
や
修ノ

ヴ

練ィ
シ

院ア
ド

の
者
た
ち
の

保レ
ク
レ

養ア
サ
ンに

役
立
っ
た
。

　

そ
の
岬ポ

ン
タ
・
デ
・
テ
ラ

の
地
は
有
名
に
な
っ
た
。
イコ

エン

ズパ

スニ

会ア

は
関ク

ワ
ン
バ
ク
ド
ノ

白
殿
が
豊

後
国レ

イ
ノを

他
の
領セ

ニ
ョ
レ
ス

主
た
ち
に
与
え
る
ま
で
の
お
お
よ
そ
�
〇
年
間
、

こ
の
地
を
我
が
も
の
に
し

）
1（（
（

た
。」

　

右
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
、
宗
麟
が
博
多
で
贈
与
し
た
「
資

産
」
と
同
じ
事
柄
を
指
す
の
か
ど
う
か
不
詳
で
あ
る
が
、
�
五
七

〇
年
�
〇
月
�
五
日
付
け
平
戸
発
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ

が
イ
エ
ズ
ス
会
の
仲
間
た
ち
に
送
っ
た
書
簡
に
も
、
博
多
に
お
け

る
宗
麟
の
土
地
贈
与
の
こ
と
が
見
え
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
コ
レ

ジ
オ
絡
み
の
記
載
は
な
い
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
豊
後
の
王レ

イ

は
、
博
多
市
の
中
央
の
海
側
に
、
定レ

収ン

入ダ

を
わ
れ

わ
れ
に
贈
与
し
た
。
そ
れ
は
広
大
な
田カ

ン
ポ畑

で
あ
る
。
そ
の
周
囲
に

は
八
〇
人
の
住
民
が
お
り
、
彼
ら
は
毎
年
八
〇
タ
エ
ル
を
支
払
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
田
畑
の
中
央
に
あ
る
教イ

グ
レ
ジ
ャ会

が
維
持
さ
れ
て

い
）
1（（
（

る
。」

　

右
の
二
点
の
史
料
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

�
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
国
王
は
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
と
し
て
、

マ
ラ
ッ
カ
税
関
収
入
か
ら
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
を
与
え
た
。
ポ
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三
三　
（
三
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ル
ト
ガ
ル
人
が
�
六
四
�
年
オ
ラ
ン
ダ
の
た
め
に
マ
ラ
ッ
カ
を

失
う
ま
で
、
こ
れ
は
続
い
た
。

　
（
府
内
コ
レ
ジ
オ
は
、
後
述
の
通
り
�
五
八
六
年
�
二
月
に
閉

鎖
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
は
こ
の
か
ね
は
他
に
振
り
向
け
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
）。

二
、
大
友
宗
麟
は
キ
リ
ス
ト
教
改
宗 

（
宗
麟
の
受
洗
は
�
五
七

八
年
〔
天
正
六
年
〕
八
月
二
八

）
11（
（

日
）
以
前
に
、
博
多
に
お
い
て

四
〇
〇
タ
エ
ル
の
定
収
入
を
与
え
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
�
〇
年

間
こ
れ
を
有
し
た
。

　
　

�
五
七
〇
年
�
〇
月
�
五
日
付
け
ア
ル
メ
イ
ダ
の
書
簡
の
記

述
が
、
同
じ
事
柄
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
博
多

の
定
収
入
を
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
を
見
な
す
こ
と
は
出
来
な

い
。

三
、
宗
麟
は
臼
杵
に
お
い
て
、
岬
の
地
と
稲
田
を
与
え
た
。
イ
エ

ズ
ス
会
は
岬
の
地
を
�
〇
年
間
保
有
し
た
と
い
う
。
本
史
料
に

は
そ
の
地
に
コ
レ
ジ
オ
を
作
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
修
練
院
と
コ
レ
ジ
オ
と
の
間
で
錯
誤
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

本
史
料
に
拠
り
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
対
す
る
寄
進
者
に
大
友
宗

麟
を
加
え
る
こ
と
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
同
コ
レ
ジ
オ
の
収
入
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、『
日
本

史
』
ａ
（
註
12（
）
も
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
に
関
す
る
史
料
を
い
ろ
い
ろ
挙
げ
た
が
、

同
コ
レ
ジ
オ
の
経
費
と
し
て
ど
れ
程
の
金
額
が
費
や
さ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
計
上
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
の
史
料
を

示
す
。

　

�
五
八
二
年
二
月
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
作
成
し
た
「
日
本
の

諸
カ
ザ
と
、〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
毎
年
の
必
要
経
費
の
目
録
」
と
題

す
る
史
料
に
、「
新
し
い
王
〔
大
友
義
統
〕
が
彼
の
政コ

ル
テ庁

と
と
も

に
駐
在
し
て
い

）
111
（

る
府
内
市
に
は
、
わロ

ス
・
ヌ
エ
ス
ト
ロ
ス

れ
わ
れ
仲
間
の
コ
レ
ジ
オ
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
毎
年
�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
必
要
と
す

）
112
（

る
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

�
五
八
三
年
�
〇
月
五
日
付
け
マ
カ
オ
発
、
カ
ブ
ラ
ル
の
イ
エ

ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、「
豊
後
に
は
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
が
あ
り
、

こ
れ
に
毎
年
四
五
〇
タ
エ
ル
が
与
え
ら
れ

）
11 
（

る
。」
と
見
え
る
。

�
五
八
三
年
�
月
二
九
日
付
け
日
本
発
、
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ

の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、「
こ
れ
ら
の
コ
レ
ジ
オ
や
セ
ミ

ナ
リ
オ
は
、
毎
年
通
常
七
〇
〇
〇
乃
至
八
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
を
要

す
る
そ
こ
で
の
経
費
を
賄
う
だ
け
の
定レ

収ン

入ダ

を
持
た
な

）
114
（

い
。」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
み
の
経
費
を
記
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
が
、
�
応
示
し
て
お
く
。
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七

　

�
五
八
�
年
九
月
�
五
日
付
け
臼
杵
発
、
カ
ブ
ラ
ル
の
イ
エ
ズ

ス
会
総
長
宛
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
コ
レ
ジ
オ
は
こ
の
〔
豊
後
〕
国レ

イ
ノ

の
首カ

ベ
サ都

で
あ
る
府
内
市
に

あ
）
11（
（

り
、
そ
こ
に
は
今
か
ら
二
カ
月
前
に
、
嫡プ

リ
ン
シ
ペ子

〔
義
統
〕
が
居
住

を
始
め
た
。
彼
は
す
で
に
、〔
豊
後
〕
国
全
土
の
統
治
を
掌
握
し

て
い
る
。
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
�
〇
人
い
る
。

す
な
わ
ち
院レ

イ

長ト
ル

と
し
て
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ

レ
ド
、
ラ
テ
ン
語
の
教メ

ス

師ト
レ

と
し
て
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
、
そ

の
他
は
イ
ル
マ
ン
た
ち
で
、
�
人
は
実コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

務
助
修
士
、

）
11（
（

他
は

修エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ
ス

学
生
た
ち
で
あ

）
11（
（

る
。
ラ
テ
ン
語
の
授リ

ソ
ン
エ
ス業

の
他
に
、
毎
日
日
本

）
11（
（

語

〔
の
授
業
〕
が
あ
る
。
そ
れ
の
た
め
に
、
そ
の
〔
日
本
の
〕
言リ

ン

語グ
ア

と
文フ

ラ
ゼ章

の
面
で
令
名
高
い
人
物
で
あ
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
・
パ

ウ
）
11（
（

ロ
が
、
こ
れ
ら
〔
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
〕
の
中
に
い
る
。
彼
は
書

籍
の
翻

）
12（
（

訳
の
面
で
こ
の
キク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

リ
ス
ト
教
会
全
体
を
大
い
に
助
け
て

き
）
121
（

た
。」

　

す
な
わ
ち
右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
次
の
事
実
が
分
か
る
。

�
、
府
内
に
開
設
さ
れ
、
す
で
に
活
動
が
始
ま
っ
て
い
た
コ
レ
ジ

オ
に
は
、
�
五
八
�
年
九
月
�
五
日
現
在
イ
エ
ズ
ス
会
士
�
〇

人
が
居
住
、
そ
の
内
パ
ー
ド
レ
が
二
人
、
厨
房
等
を
担
当
す
る

実
務
助
修
士
�
人
、
修
学
生
は
七
人
で
あ
っ
た
。

二
、
二
人
の
パ
ー
ド
レ
と
は
、
院
長
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ

レ
ド
と
ラ
テ
ン
語
教
師
ア
ン
ト
ニ
ノ
で
あ
っ
た
。
後
者
は
ア
ン

ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
人
で

�
五
六
六
年
九
月
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、
�
五
七
二
年
司
祭
叙
階
、

�
五
七
四
年
イ
ン
ド
に
向
け
て
発
ち
、
�
五
七
八
年
来
日
、
哲

学
と
古
典
学
を
教
授
し
た
。
�
五
八
九
年
三
月
古
典
学
を
教
授

す
る
た
め
に
マ
カ
オ
に
派
遣
さ
れ
た
。
同
年
四
月
マ
カ
オ
・
カ

ザ
で
死
亡
し

）
122
（

た
。

三
、
修
学
生
七
人
の
内
、
日
本
人
二
人
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
五
人
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
人
二
人
の
内
の
�
人
は
、
養
方
軒

（
ま
た
は
養
方
）
パ
ウ
ロ
で
あ
っ
た
。

四
、
授
業
は
、
イ
タ
リ
ア
人
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
を
教
師
と

す
る
ラ
テ
ン
語
の
授
業
、
お
よ
び
恐
ら
く
養
方
軒
パ
ウ
ロ
を
教

師
と
す
る
日
本
語
の
授
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

�
五
八
二
年
二
月
�
五
日
付
け
長
崎
発
、
コ
エ
リ
ョ
記
述
の
�

五
八
�
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
に
は
、
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
す
で
に
書
き
送
っ
た
通
り
、
昨
年
こ
の
〔
府
内
〕
市
に
�
つ

の
コ
レ
ジ
オ
が
開
設
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
そ
こ
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
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�
三
人
が
駐
在
し
た
。
司

サ
セ
ル

祭ド
テ
スが

三
人
で
、
そ
の
他
は
イ
ル
マ
ン
で

あ
る
。
学

エ
ス
ト

習ゥ
ド
スに

お
い
て
も
禁

モ
ル
テ
ィ
フ
ィ
カ
サ
ン

欲
に
お
い
て
も
、
皆
大
変
熱
心

に
励
ん
だ
。

　

年
間
を
通
し
て
二
つ
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
�
つ
は
古ウ

マ
ニ
ダ
デ

典
学
、

今
�
つ
は
日

リ
ン
ゴ
ア
・
デ
・
ジ
ャ
パ
ン

本
語
で
あ
る
。
両
方
と
も
顕
著
な
上
達
を
見
せ
た
。

と
い
う
の
は
日
本
語
に
関
し
て
は
、
す
で
に
皆
が
流
暢
に
話
し
、

し
ば
し
ば
食
堂
に
お
い
て
、
練
習
の
た
め
に
説
教
を
行
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
に
関
し
て
、
彼
ら
は
上
達
し
て
い
る
。

今
年
彼
ら
に
対
し
、
修レ

ト
リ
カ

辞
学
の
講
義
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
コ
レ
ジ
オ
と
修

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

練
院
の
近
辺
で
は
、
修エ

ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ
ス

学
生
た
ち
は
聖

な
る
競
争
に
駆
ら
れ
て
、
禁
欲
と
謙
遜
の
振
舞
に
専
念
し
、
巡
察

師
パ
ー
ド
レ
〔
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
は
京メ

ア
コ都

か
ら
戻
っ
て
き
て
、

彼
ら
の
熱
意
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
は
彼
ら
が
学
習
に
�
層
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
出
来

る
た
め
、
そ
し
て
日
本
に
お
い
て
、
わ
れ
ら
の
主

セ
ニ
ョ
ルに

�
層
奉
仕
す

る
こ
と
が
出
来
る
能
力
を
持
つ
た
め
で
あ
っ
た
。

　

本
年
日
本
語
の
文ア

法ル

書テ

が
完
成
し
、
さ
ら
に
辞

ボ
カ
ブ

書ラ
リ
オお

よ
び
日
本

語
に
よ
る
何
点
か
の
易
し
い
論ト

ラ
タ
ド
ス著

が
作
ら
れ
た
。
ま
た
教カ

テ
シ
ス
モ

理
書
も

日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
、

わ
れ
わ
れ
の
聖
信
仰
に
関
す
る
諸
々
の
事
柄
に
つ
い
て
よ
り
良
い

教
授
を
受
け
、
ま
た
彼
ら
が
そ
れ
〔
同
教
理
書
〕
を
使
用
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
教
理
教
育
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

カ
ザ
の
建
設
に
よ
り
、
幾
つ
か
の
カ
ザ
が
加
わ
り
、
そ
れ
に
よ

り
コ
レ
ジ
オ
は
、
以
前
は
宿
泊
者
が
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
中

に
い
る
同ド

ジ

宿コ
ス

や
従

モ
ソ
ス
・
デ
・
セ
ル
ヴ
ィ
ソ

僕
た
ち
を
含
め
三
〇
人
程
〔
の
居
住
者
〕
に
と

っ
て
、
大
変
快
適
に
な
っ
た
。
こ
の
地
に
わ
れ
わ
れ
が
有
す
る

教イ
グ
レ
ジ
ャ

会
は
小
さ
い
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
当
〔
府
内
〕
市
は
極
め

て
格ノ

ブ

レ

調
高
い
が

）
12 
（

、
少
し
前
ま
で
は
、
そ
こ
に
加
味
す
べ
き
外
観
の

華
美
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ

う
に
創
始
さ
れ
た
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
に
つ
い
て
、
わ
れ
ら
の
主

セ
ニ
ョ
ルが

そ

れ
に
相
応
し
い
発
展
を
さ
せ
て
下
さ
る
こ
と
を
願
う
。

　

こ
の
コ
レ
ジ
オ
は
、
わ
れ
ら
の
主
が
御
許
に
召
し
給
う
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
国
王
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
恵
み
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
彼
〔
同
国
王
〕
は
そ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
に
、
マ
ラ

ッ
カ
の
税
関
で
支
払
わ
れ
る
毎
年
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定レ

収ン

入ダ

を
恵
与
し
た
。
マ
ラ
ッ
カ
で
生
じ
た
い
ろ
い
ろ
な
戦
い
や
窮
乏
の

た
め
に
、
今
ま
で
こ
の
定
収
入
は
ほ
と
ん
ど
受
け
取
ら
な
か
っ
た

が
、
今
年
受
領
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
全
額
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
定レ

収ン

入ダ

に
よ
り
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
は
パ
ー

ド
レ
二
〇
人
を
養
う
こ
と
が
出
来

）
124
（

る
。」

　

右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
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�
、
�
五
八
二
年
二
月
�
五
日
現
在
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
は
イ
エ

ズ
ス
会
士
�
三
人
が
居
住
し
て
い
た
。
パ
ー
ド
レ
三
人
、
イ
ル

マ
ン
�
〇
人
で
あ
っ
た
。
前
年
九
月
�
五
日
当
時
と
比
べ
、
パ

ー
ド
レ
が
�
人
増
え
た
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
パ
ー
ド
レ
・
ア
ル

ヴ
ァ
ロ
・
デ
ィ
ア
ズ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二
、
年
間
を
通
し
て
授
業
が
二
つ
行
わ
れ
て
い
た
。
古ウ

マ
ニ
ダ
デ

典
学
と
日

本
語
で
あ
る
。
古
典
学
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
マ
カ
オ
・
コ
レ

ジ
オ
の
例
を
記
す
と
、
ラ
テ
ン
語
の
教
科
は
、
ラ
テ
ン
語
・
文

法
・
古
典
学
・
ラ
テ
ン
語
二
級
・
ラ
テ
ン
語
�
級
と
さ
ま
ざ
ま

な
名
称
で
呼
ば
れ
る
。
ラ
テ
ン
語
と
の
み
称
す
る
の
は
、
授
業

内
容
が
特
段
大
き
く
分
か
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
り
、
授
業
内

容
の
進
度
に
よ
っ
て
複
数
の
授
業
に
分
け
る
場
合
は
、
文
法

（
ラ
テ
ン
語
二
級
と
同
）・
古
典
学
（
ラ
テ
ン
語
�
級
と
同
）
に

分
け

）
12（
（

た
。
本
年
報
で
、
古
典
学
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
旨
記

す
と
い
う
こ
と
は
、
�
五
八
〇
年
�
〇
月
頃
に
は
開
設
さ
れ
、

恐
ら
く
文
法
か
ら
始
ま
っ
た
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
ラ
テ
ン
語
の
授

業
が
、
�
五
八
二
年
二
月
�
五
日
現
在
は
古
典
学
、
つ
ま
り
ラ

テ
ン
語
で
書
か
れ
た
古
典
の
購
読
に
進
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
年
つ
ま
り
�
五
八
二
年
に
は
、
修レ

ト
リ
カ

辞
学

の
講
義
が
始
ま
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
修
辞
学
で
あ

る
が
、
後
に
引
用
す
る
�
五
八
四
年
�
二
月
二
〇
日
付
け
豊
後

発
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
の
書
簡
に
、
古ウ

マ
ニ
タ

典
学
ま
た
は
修レ

ト
リ
カ

辞
学
の
学

習
の
後
に
、
哲
学
と
神
学
の
概

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

論
を
講
じ
る
よ
う
に
、
と
の

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
指
示
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
修
辞
学
は

ラ
テ
ン
語
、
そ
れ
も
文
法
を
終
え
た
後
の
ラ
テ
ン
の
古
典
を
学

ぶ
�
環
で
は
な
い
か
。

　
　

日
本
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
養
方
軒
パ
ウ
ロ
に
よ

る
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
活
動
絡
み
で
、
何
点
か
の
論
著
の
編
纂
・

邦
訳
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
語
文
法
書
・
辞

書
・
平
易
な
論
著
何
点
か
・
教
理
書
の
邦
訳
、
以
上
で
あ
る
。

こ
の
内
辞ボ

カ
ブ

書ラ
リ
オに

つ
い
て
は
、
何
語
の
辞
書
か
記
さ
れ
て
は
い

な
い
が
、
文
脈
か
ら
日
本
語
の
辞
書
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

キ
リ
シ
タ
ン
教
会
が
作
成
し
た
典
籍
に
つ
い
て
は
、
伝
存
し

て
い
る
書
籍
お
よ
び
印
刷
さ
れ
た
が
現
存
し
な
い
も
の
等
、
そ

の
関
係
の
研
究
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
西
欧
よ
り
印
刷
術
が
伝
来
す
る
以
前
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
内
、
印
刷
術
伝
来
以
前
に
作
ら
れ
た
教
理
書

に
つ
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
版
研
究
の
�
環
と
し
て
論
述
さ
れ

て
す
で
に
久
し

）
12（
（

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
『
日

本
史
』
に
類
似
の
記
述
が
見
え
る
の
で
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
左

に
検
討
す
る
。
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四
、
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
す
る
者
た
ち
は
三
〇
人
程
で
あ
っ
た
。
イ

エ
ズ
ス
会
士
は
�
三
人
で
あ
っ
た
の
で
、
他
の
�
七
人
程
は
同

宿
と
従
僕
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

五
、
当
コ
レ
ジ
オ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
よ

る
、
マ
ラ
ッ
カ
税
関
支
給
の
年
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定
収
入

の
恵
与
を
財
源
と
す
る
。
こ
の
定
収
入
は
今
年
（
�
五
八
�
年

の
こ
と
か
）
受
領
が
始
ま
っ
た
。

　

右
の
三
に
記
し
た
通
り
、
こ
の
�
五
八
�
年
度
年
報
の
記
載
は
、

フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
記
事
（
仮
に

『
日
本
史
』a
と
す
る
）
を
次
に
記
す
。

　
「
こ
の
臼
杵
の
城

フ
ォ
ル
タ
レ
ザか

ら
七
レ
グ
ワ
の
と
こ
ろ
に
府
内
市
が
あ

る
。
そ
こ
は
、
人
口
約
八
〇
〇
〇
人
の
、
豊
後
全
土
に
お
け
る
も

っ
と
も
主
要
な
都
市
が
あ
る
。
そ
こ
に
（
豊
後
王
の
）
嫡プ

リ
ン
シ
ペ子

が
そ

の
政コ

ル
テ庁

を
置
い
て
居
住
し
て
い
た
。

　

巡
察
師
パ
ー
ド
レ
が
、
わオ

ス

・

ノ

ソ

ス

れ
わ
れ
仲
間
の
た
め
に
そ
れ
が
必
要

な
の
で
、
こ
の
市
に
コ
レ
ジ
オ
を
開
設
し
た
。
イコ

エン

ズパ

スニ

会ア

の
会

員
た
ち
が

修

ノ
ヴ
ィ
シ
ア
ド
・
エ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

練

の
期
間
を
終
え
た
後
に
、
そ
こ
で
学
ぶ

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
コ
レ
ジ
オ
は
、
イ
エ

ズ
ス
会
士
�
三
人
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
司

サ
セ
ル

祭ド
テ
ス

三
人
、

イ
ル
マ
ン
�
〇
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
対
し
二
つ
の
授リ

ソ
ン
エ
ス業

が
講
ぜ

ら
れ
て
い
た
。
�
つ
は
古ウ

マ
ニ
ダ
デ

典
学
、
今
�
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の

イ
ル
マ
ン
た
ち
の
た
め
の
日
本
語
〔
の
授
業
〕
で
あ
っ
た
。
そ
の

最
初
の
年
に
は
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
こ
の
練
習
を
こ
な
す
た
め
に

大
変
な
努
力
が
な
さ
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
そ
れ
に
目
覚
ま
し
い
上

達
を
見
せ
た
。
と
い
う
の
は
そ
の
〔
年
の
〕
終
り
に
、
彼
ら
は
早

く
も
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
説
教
を
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
作
ら
れ
て
き
た
文ア

法ル

書テ

を
完
成
さ
せ
た
だ
け
で

な
く
、〔
語
彙
〕
豊
富
な
辞

ボ
カ
ブ

書ラ
リ
オ、

お
よ
び
日
本
語
に
よ
る
何
点
か

の
平
易
で
日
常
的
な
対

デ
ィ
ア

話ロ
ゴ
ス〔

の
書
〕
の
作
成
が
命
ぜ
ら
れ
、
そ
し

て
作
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
大
い
に
助

け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
は
、
諸
宗
派
の
こ
と
に
精

通
し
た
何
人
か
の
日
本
人
の
協
力
を
得
て
、
よ
く
整
い
、
か
つ
詳

細
な
教カ

テ
シ
ス
モ

理
書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
〔
同
教
理
書
〕
に
よ
っ
て
新
改

宗
者
た
ち
に
対
し
て
説
教
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
あ
り
、
ま
た
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
異ジ

ェ
ン
テ
ィ
オ
ス

教
徒
に
教
理
教
育
を
す
る
際

に
、
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
に
関
す
る
諸
々
の
事
柄
に
つ
い
て
�
層
深

い
知
識
を
身
に
つ
け
、
�
段
と
啓
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
コ
レ
ジ
オ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
陛
下
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ

ィ
ア
ン
の
恵
み
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
は
毎
年
�
〇

〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定レ

収ン

入ダ

を
永
久
に
そ
れ
に
与
え
、
彼
〔
国
王
〕
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の
マ
ラ
ッ
カ
の
税
関
で
そ
の
支
払
い
を
す
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。

そ
の
翌
年
か
ら
〔
コ
レ
ジ
オ
の
〕
人
員
の
数
が
増
え
、
同
コ
レ
ジ

オ
は
そ
れ
に
付
属
す
る
幾
つ
か
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
を
維
持
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
後
に
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
王
国
に
お
い
て
、

彼
の
甥

ソ
ブ
リ
ニ
ョ

で
）
12（
（

あ
る
故
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
陛
下
を
継
承
し
た

ド
ン
・
エ
ン
リ
ケ
枢
機
卿
猊
下
は
、
向
う
五
年
間
、
さ
ら
に
�
〇

〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定
収
入
を
追
加
支
給
し
た
。
彼
〔
国
王
エ
ン
リ

ケ
〕
の
死
に
よ
り
国
王
フ
ェ
リ
ペ
陛
下
が
、
さ
ら
に
五
年
間
同
額

の
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
を
給
与
し
た
。

　

パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
、
こ
の
コ

レ
ジ
オ
の
院レ

イ

長ト
ル

を
務
め
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
員
と
し
て
も
、
ま
た
日

本
滞
在
の
点
で
も
極
め
て
古
参
で
あ

）
12（
（

る
。」

　

右
の
『
日
本
史
』a
の
記
述
内
容
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

�
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
�
三
人
で
始
ま
っ
た
。

司
祭
三
人
、
イ
ル
マ
ン
�
〇
人
で
あ
っ
た
。

二
、
授
業
は
二
つ
で
、
古
典
学
と
日
本
語
で
あ
っ
た
。
日
本
語
の

授
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。
開
設
初
年
の
末
に
は
、
日
本
語
に
よ
る
説
教
が
出
来
る

程
上
達
を
見
せ
た
。

三
、
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
の
絡
み
で
、
文
法
書
・
辞
書
・
日
本
語
に

よ
る
日
常
的
な
何
点
か
の
対
話
の
書
が
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
巡

察
師
が
、
諸
宗
派
に
精
通
し
た
日
本
人
の
協
力
を
得
て
教
理
書

を
作
成
し
た
。

四
、
当
コ
レ
ジ
オ
は
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
国
王
が
給
与
し
た
、
マ

ラ
ッ
カ
税
関
で
永
久
に
支
払
わ
れ
る
年
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の

定
収
入
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

五
、
開
設
の
翌
年
か
ら
人
数
が
増
え
、
幾
つ
か
の
付
属
レ
ジ
デ
ン

シ
ア
が
作
ら
れ
た
。
エ
ン
リ
ケ
国
王
（
�
五
七
八
年
〜
八
〇
年

在
位
）
が
、
年
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定
収
入
を
五
年
間
追
加

支
給
し
た
。
続
く
フ
ィ
リ
ペ
�
世
（
�
五
八
�
年
〜
九
八
年
在

位
）
が
、
こ
の
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
給
与
を
さ
ら
に
五
年
間

延
長
し
た
。

六
、
コ
レ
ジ
オ
の
院
長
は
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ

ゲ
イ
レ
ド
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
『
日
本
史
』a
の
記
事
と
、
先
の
�
五
八
�
年
年
報
の
記

述
と
は
類
似
し
て
い
る
。
年
報
は
�
五
八
二
年
二
月
�
五
日
付
け

長
崎
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、『
日
本
史
』
の
編
纂

は
そ
れ
よ
り
何
年
も
後
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
年
報
お
よ
び

『
日
本
史
』a
に
記
さ
れ
て
い
る
、
い
ろ
い
ろ
な
書
籍
が
何
で
あ
る

か
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ま
ず
、
両
史
料
の
記
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述
内
容
を
対
比
検
討
す
る
。

　

�
の
内
容
は
、
両
史
料
と
も
同
じ
で
あ
る
。
コ
レ
ジ
オ
に
居
住

す
る
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
人
数
は
年
報
の
記
述
が
基
に
な
っ

て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

二
も
、
基
本
的
に
両
史
料
と
も
同
じ
で
あ
る
。
開
設
は
�
五
八

〇
年
�
〇
月
頃
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
年
の
末
に
は
早
く
も
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
イ
ル
マ
ン
は
日
本
語
に
よ
る
説
教
が
出
来
る
程
、
そ

れ
に
上
達
し
て
い
た
と
い
う
。

　

三
の
、
書
籍
編
纂
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
ま
ず
両
史
料
の

記
載
を
整
理
す
る
。

著
」
や
邦
訳
「
教
理
書
」
が
、
何
故
に
『
日
本
史
』a
で
言
及
し

て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
単
純
な
疑
問
が
生
じ
る
。

　

Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
書
籍
に
つ
い
て
、
更
に
記
す
。『
日
本
史
』
に

は
、
こ
こ
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
書
籍
の
こ
と
を
言
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
、
他
に
二
ヵ
所
あ
る
（
仮
に
『
日
本

史
』b
・『
日
本
史
』c
と
す
る
）。
そ
の
記
述
を
次
に
引
用
す
る
。

　
『
日
本
史
』b

　
「
か
の
島
〔
度
島
〕
で
、
パ
ー
ド
レ
〔
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
〕

は
、
熱セ

ゾ
ン
エ
ス病

が
治
ま
っ
て
い
る
時
に
は
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
と
も
に
、
日
本
で
作
ら
れ
た
最
初
の
文ア

法ル

書テ

を
企
画
し
始
め
、
動コ

ン
ジ
ュ
ガ
ソ
ン
エ
ス

詞
の
変
化
と
構シ

ン
タ
シ
ス

文
法
を
整
え
た
。
ま
た

辞ヴ
ォ
カ
ブ
ラ
リ
オ

書
の
�
部
を
〔
編
纂
し
〕
始
め
た
。
し
か
し
、
彼
〔
パ
ー
ド

レ
・
フ
ロ
イ
ス
〕
は
当
地
で
は
未
だ
新
参
で
、〔
日
本
〕
語
の
知

識
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
そ
の
後
、
約
二
〇
年
後

に
文ア

法ル

書テ

や
辞

ヴ
ォ
カ
ブ
ラ
リ
オ

書
が
出
来
上
が
っ
て
世ダ

ル

・

ル

ス

に
送
り
出
す
た
め
の
、

事
前
の
準
備
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ

）
12（
（

た
。」

　

フ
ロ
イ
ス
は
�
五
六
三
年
七
月
六
日
来
日
（
横
瀬
浦
）、
同
年

�
二
月
度
島
（
平
戸
の
近
く
）
に
移
り
、
�
五
六
四
年
八
月
二
四

日
平
戸
に
行
く
ま
で
の
間
、
そ
こ
で
イ
ル
マ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
か
ら
日
本
の
言
語
・
風
習
・
宗
教
を
学
ん

）
1 （
（

だ
。
フ
ロ
イ
ス
が
度

島
で
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
�
緒
に
日
本
語
の
文
法
書
や
辞
書
編

I

II

III

�
五
八
�
年

年
報

「
日
本
語
の

文
法
書
」

「
辞
書
」

「
平
易
な
論
著
」（
日
本

語
）・
邦
訳
「
教
理

書
」

『
日
本
史
』

a

「
文
法
書
」

「
辞
書
」

「
平
易
な
対
話
の
書
」（
日

本
語
）・「
教
理
書
」

（
日
本
宗
教
論
破
）

　

Ⅰ
、
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
両
史
料
の
記
事
の
対
比
は
、
次
に
記
す

『
日
本
史
』b
・『
日
本
史
』c
の
記
事
が
関
わ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

触
れ
な
い
。
Ⅲ
は
、
両
史
料
共
同
じ
書
籍
を
指
し
て
い
る
も
の
と

思
う
。
も
し
も
否
と
す
る
な
ら
ば
、
年
報
に
見
え
る
「
平
易
な
論
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纂
の
準
備
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
た
の
は
、
従
っ
て
�
五
六
四

年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
フ
ロ
イ
ス
は
右
の
記
事

中
で
、
そ
れ
ら
の
作
業
は
約
二
〇
年
後
に
書
籍
と
し
て
完
成
し
、

世
に
送
り
出
さ
れ
た
─
─
つ
ま
り
出
版
さ
れ
た
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。

　
『
日
本
史
』c

　
「
彼
〔
養
方
パ
ウ
ロ
〕
は
、
�
八
年
間
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
随
伴

し
た
。
彼
は
す
で
に
八
〇
歳
近
く
に
も
な
っ
て
い
た
が
、
巡
察
師

パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
サ
ン
ド
レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
そ
の
後
豊
後

で
、
彼
を
〔
イ
エ
ズ
ス
会
〕
に
迎
え
入
れ
た
。
彼
は
養
方
パ
ウ
ロ

と
称
し
た
。
そ
の
徳
操
と
大
い
な
る
謙
遜
に
よ
り
、
す
べ
て
の

人
々
に
身
を
以
て
大
な
る
教
化
を
行
い
と
模
範
を
示
し
た
だ
け
で

な
く
、
日
本
語
の
文ア

法ル

書テ

や
、
非
常
に
〔
語
彙
〕
豊
富
な
辞

ヴ
ォ
カ
ブ
ラ
リ
オ書

を
作
る
上
で
彼
の
助
け
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
間
異ジ

ェ
ン
テ
ィ
オ
ス

教
徒
に
説
教

す
る
教カ

テ
シ
ス
モ

理
書
を
、
彼
の
助
力
を
得
て
推
敲
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

そ
れ
は
彼
が
日
本
の
諸
宗
派
や
故

ア
ン
テ
ィ

事ギ
ダ
デ
スに

つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に

理
解
さ
せ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
よ
う
な
事
柄
に
つ

い
て
は
、
確
か
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼

の
助
力
を
得
て
、
数
多
く
の
聖サ

ン

人ト
ス

伝
や
、
そ
の
他
わ
れ
わ
れ
の

著ア
ウ
ト
レ
ス

者
の
作コ

ウ

品ザ
ス

が
翻
訳
さ
れ

）
1 1
（

た
。」

　

文
中
に
見
え
る
養
方
軒
パ
ウ
ロ
は
、
�
五
〇
九
年
〜
�
四
年
の

間
の
出
生
と
推
定
さ
れ
て
い

）
1 2
（

る
。
と
す
る
と
、
そ
の
彼
が
八
〇
歳

近
く
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
『
日
本
史
』
b
の

記
事
は
、
�
五
八
九
年
〜
九
四
年
頃
に
記
述
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
右
の
記
事
に
、
文
法
書
・
辞
書
・
教
理
書
（
日
本
宗
教
論

破
）
の
編
纂
、
聖
人
伝
そ
の
他
の
邦
訳
と
列
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

少
な
く
と
も
最
初
の
三
点
の
書
籍
ま
で
は
、
基
本
的
に
�
五
八
�

年
年
報
お
よ
び
『
日
本
史
』a
の
記
述
と
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
こ
で
『
日
本
史
』b
・『
日
本
史
』c
の
書
籍
関
係
の
記
事
を

整
理
す
る
。

I

II

III

『
日
本
史
』b

（
�
五
六
四

年
頃
）

「
文
法
書
」

（
日
本
語
）

準
備

「
辞
書
」

準
備

記
述
な
し

『
日
本
史
』c

（
�
五
八
九

〜
九
四
年

頃
）

「
文
法
書
」

（
日
本
語
）

「
辞
書
」

「
教
理
書
」（
日
本
宗
教
論

破
）

邦
訳
「
聖
人
伝
」
等

　
『
日
本
史
』a
・『
日
本
史
』b
・『
日
本
史
』c
の
記
述
に
つ
い
て

は
、
翻
刻
本
に
は
ヴ
ィ
ッ
キ
神
父
に
よ
っ
て
、
ま
た
邦
訳
書
に
は

松
田
毅
�
氏
に
よ
っ
て
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通

り
で
あ
る
。



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

四
�　
（
四
�
）

　

今
こ
こ
で
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
、
�
五
八
�
年
年
報

に
記
さ
れ
て
い
る
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
絡
み
の
書
籍
は
そ
れ
ぞ
れ
何

か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め

に
は
、
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
の
関
連
記
事
を
も
合
わ
せ
検
討
の

対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
同
時
に
『
日
本
史
』
の
翻
刻

本
お
よ
び
邦
訳
書
に
付
さ
れ
て
い
る
註
記
も
、
参
照
し
た
。

　
『
日
本
史
』
の
著
者
フ
ロ
イ
ス
は
、
�
五
九
七
年
七
月
八
日
長

崎
で
死

）
14（
（

亡
、『
日
本
史
』
は
�
五
九
四
年
初
め
頃
の
記
事
で
終

わ
）
141
（

る
。
フ
ロ
イ
ス
が
度
島
に
い
た
�
五
六
四
年
頃
か
ら
数
え
て
約

二
〇
年
後
に
出
来
上
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
文
法

書
」
と
「
辞
書
」
に
つ
い
て
の
松
田
氏
註
記
の
両
本
は
、
出
版
年

の
点
か
ら
疑
問
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
文
法
書
」
は
日
本
語
の
文
法
書
で
あ
る
旨
、
年
報

に
も
『
日
本
史
』
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ア
ル
ヴ
ァ

レ
ス
の
ラ
テ
ン
語
文
法
書
を
挙
げ
る
ヴ
ィ
ッ
キ
神
父
の
註
記
も
、

矢
張
り
疑
問
で
あ
る
。
出
版
年
の
点
で
も
疑
問
で
あ
る
。

　

II
の
「
辞
書
」

ヴ
ィ
ッ
キ

神
父
註

D
ictionarium

 L
atino-L

usitanicum
 ac Iaponicum

, 

A
m

akusa, （

）
1 （
（（（（.

松
田
氏
註

V
ocabulario da L

ingoa de Iapam
, N

agasaki, 

（（0（-（（0（. 

但
し
土
井
忠
生
説
に
拠
り
留
保

）
1 （
（

も
。

　

I
の
「
文
法
書
」

ヴ
ィ
ッ
キ

神
父
註

M
anuel Á

lvarez S. J., D
e Institutione G

ram
m

ati-
ca, A

m
akusa, （

）
1  
（（（（.

松
田
氏
註

João R
odriguez

（T
çu zu

）, S. J., A
rte da Lingoa de 

Iapam
, N

agasaki, （（0（-（（0（. 

但
し
土
井
忠
生
説
に
拠

り
留
保

）
1 4
（

も
。

「
日
本
の
カ
テ
キ
ズ

モ
」（
エ
ヴ
ォ
ラ
屏
風

文
）
1 （
（

書
）

「
コ
ン
テ
ン
ツ

ス
・
ム
ン
ヂ
」
�

五
九
六
年
、「
ヒ

イ
デ
ス
の
導
師
」

�
五
九
二
年

）
1 （
（

等

III
の
「
平

易
な
対
話

の
書
」

　
「
教
理
書
」

「
聖
人
伝
」「
作
品

邦
訳
」

ヴ
ィ
ッ
キ

神
父
註

�
五
八
�

年
年
報
の

｢

論
著｣

と
同

A
lexandro V

aligna-
n

o, C
atech

ism
v

s 
C

hristianae F
idei,  

O
lyssipone,  （

）
1 （
（（（（.

松
田
氏
註

刊
行
さ
れ

た
形
跡
な

し

A
lexandro V

aligna-
n

o, C
atech

ism
v

s 
C

hristianae F
idei,  

O
lyssipone, （（（（.

「
サ
ン
ト
ス
の
御

作
業
の
内
抜
書
」

�
五
九
�
年
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�
五
八
�
年
年
報
に
記
さ
れ
て
い
る
「
文
法
書
」
は
、
ど
の
書

籍
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
。

　
「
辞
書
」
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ
ッ
キ
神
父
註
記
の
�
五
九
五
年

天
草
版
羅
葡
日
対
訳
辞
書
が
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
�
五

八
二
年
二
月
�
五
日
付
け
年
報
に
「〔
辞
書
が
〕
作
ら
れ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
�
五
九
五
年
天
草
版
の
辞
典
そ

の
も
の
を
指
す
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

�
五
八
�
年
度
年
報
と
『
日
本
史
』
に
見
え
る
文
法
書
と
辞
書

に
つ
い
て
、
少
し
付
言
す
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
日
本
語
の

文
法
書
と
辞
書
の
編
纂
の
始
ま
り
に
つ
い
て
記
す
と
、
�
五
六
四

年
�
〇
月
�
四
日
付
け
豊
後
コ
レ
ジ
オ
発
ア
ル
メ
イ
ダ
の
書
簡
に

は
、「
彼
〔
イ
ル
マ
ン
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ァ
〕
は

日ジ
ャ
パ
ン

本
語
の
文ア

法ル

書テ

を
考エ

ン
ヴ
ェ
ン
ト
ウ

案
し
、
非
常
に
語
彙
豊
富
な
〔
日
本
〕

語リ
ン
ゴ
ア

の
辞ヴ

ォ
カ
ブ
ラ
リ
オ
ス書

を
作
っ

）
142
（

た
。」
と
見
え
る
。
さ
ら
に
同
じ
頃
で

あ
る
が
、
�
五
六
四
年
�
〇
月
三
日
付
け
平
戸
発
フ
ロ
イ
ス
の
書

簡
に
は
、「
日
本
に
は
こ
れ
ま
で
、
ラ
テ
ン
語
の
規オ

ル

則デ
ン

に
従
っ
た

文ア

法ル

書テ

が
な
く
、
そ
の
た
め
〔
日
本
〕
語

リ
ン
ゴ
ア

学
習
に
不
利
で
あ
っ

た
の
で
、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
、

活コ
ン
ジ
ュ
ガ
ソ
ン
エ
ス用

・
過プ

レ
テ
リ
ト
ス去

・
統シ

ン
タ
シ
ス

辞
論
・
そ
の
他
の
必
要
な
規
則
を
記

し
た
そ
れ
〔
文
法
書
〕、
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
始
ま
る
も
の

と
日
本

）
14 
（

語
で
始
ま
る
も
の
の
、
二
つ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の

辞ヴ
ォ
カ
ブ

書ラ
リ
オ
スを

作
る
決
心
を
し
た
。
彼
は
こ
れ
を
編
纂
す
る
の
に
、

六
〜
七
ヵ
月
費
や
し

）
144
（

た
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
シ
ル
ヴ
ァ
や

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
が
作
っ
た
日
本
語
の
文
法
書
や
辞
書
は
伝
存
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
後
の
文
典
・
辞
書
編
纂
の
基
礎
を
な
す
仕
事

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
著
弁
駁
書
に
拠
る
と
、
�
五
九
三
年
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
平
戸
に
渡
来
し
た
ペ
ド
ロ
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
等
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
士
が
、
上
京
し
て
其
処
で
教
会
活
動
を
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
際
に
、
同
地
に
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
彼
ら

に
、「
日
本
語
の
文ア

法ル

書テ

と
辞

ボ
カ
ブ

書ラ
リ
オ」

お
よ
び
そ
の
他
の
日
本
語
で

印リ
ブ
ロ
ス
・
イ
ン
プ
レ
ソ
ス

刷
さ
れ
た
書
物
を
与
え
た
と
い

）
14（
（

う
。
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
等
三
人
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
が
京
都
に
着
い
た
の
は
、
�
五
九
四
年
九
月

末
で
あ
っ

）
14（
（

た
。
京
都
に
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
彼
ら
に
与
え
た

「
日
本
語
の
文
法
書
と
辞
書
」
の
内
、
辞
書
は
�
五
九
五
年
天
草

版
羅
葡
日
対
訳
辞
書
か
、
そ
の
印
刷
前
の
草
稿
か
、
あ
る
い
は
そ

れ
の
作
成
途
中
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
文
法

書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
編
ラ
テ
ン
語
文
典
と
す

る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
編
『
日
本
大
文
典
』（
�
六

〇
四
年
）
に
先
行
す
る
何
ら
か
の
日
本
語
文
法
書
の
こ
と
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、『
日
葡
辞
書
』（
�
六
〇
三
・
�
六
〇
四
年
）
の
序
言
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四
三　
（
四
三
）

に
、「
す
で
に
何
年
も
前
か
ら
手デ

・

稿マ
ン

の
辞

ヴ
ォ
カ
ブ

書ラ
リ
オ
スや

文ア
ル
テ
ス

法
書
が
存
在

し
、
そ
れ
ら
が
新
た
に
そ
れ
〔
日
本
語
〕
を
学
習
す
る
者
の
助
け

に
な
っ
て
い

）
14（
（

た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
存
在
し
た
と
い
う
手
稿

の
辞
書
や
同
文
法
書
は
、
共
に
複
数
形
で
記
し
て
あ
る
。
そ
の
辞

書
に
は
、
�
五
九
五
年
天
草
版
羅
葡
日
対
訳
辞
書
が
含
ま
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
文
法
書
に
つ
い
て
は
、
右
に
記
し
た
通
り
、『
日
本

大
文
典
』
に
先
行
す
る
何
ら
か
の
日
本
語
文
法
書
の
こ
と
か
。

　

土
井
忠
生
氏
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
日
本
語
の
文
法
書
・

辞
書
編
纂
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
編
ラ
テ
ン
語
文

典
（
天
草
、
�
五
九
四
年
）
は
、
先
行
す
る
日
本
語
文
典
に
負
う

所
大
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い

）
14（
（

る
。

　

�
五
八
�
年
度
年
報
お
よ
び
『
日
本
史
』
に
見
え
る
日
本
語
の

文
法
書
・
辞
書
は
、
右
に
記
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
両
書
編

纂
の
実
績
の
上
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
い

ず
れ
か
と
同
じ
物
で
あ
ろ
う
。

　
「
教
理
書
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
史
』
翻
刻
本
お
よ
び
邦
訳
書

両
方
の
註
記
が
�
致
す
る
�
五
八
六
年
リ
ス
ボ
ン
刊
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
のCatechism

vs

か
、
あ
る
い
は
そ
の
準
備
段
階
の
内
容

の
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
第
�
回
日
本
巡
察
後
に
記
し
た

『
日
本
諸
事
要
録
』（
�
五
八
三
年
�
〇
月
二
八
日
、
コ
チ
ン
）
の

中
で
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
臼
杵
城

フ
ォ
ル
タ
レ
サか

ら
四
レ
グ
ワ
の
と
こ
ろ
に
、
府
内
と
い
う

豊
後
の
主
要
都
市
が
あ
る
。
住
民
は
八
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
そ
こ

に
新
し
い
王レ

イ

が
居
住
し
、
政コ

ル
テ庁

を
置
い
て
統
治
し
て
い
る
。
当
地

に
は
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
し
か
い
な
い
が
、
わ

れ
わ
れ
は
わロ

ス
・
ヌ
エ
ス
ト
ロ
ス

れ
わ
れ
仲
間
の
コ
レ
ジ
オ
を
創
建
し
た
、
否
そ
れ

〔
コ
レ
ジ
オ
〕
の
端
緒
を
開
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
其
処
に
持
つ
土
地
は
気
に
入
ら
な
い
の
で

移
転
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
る
し
、
ま
た
其
処
に
は
部ク

ア

屋ル
ト

�
つ
と
小ク

ビ
ク
ロ
ス

部
屋
五
つ
が
作
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
〔
の
部
屋
〕
と
古
く
か
ら
の
カカ

ザサ

に
あ
る
他
〔
の
幾
つ
か

の
部
屋
〕
に
、
わロ

ス
・
ヌ
エ
ス
ト
ロ
ス

れ
わ
れ
仲
間
�
三
人
が
宿
泊
し
て
い
る
。
そ
の

内
の
七
〜
八
人
が
こ
れ
ま
で
古ウ

マ
ニ
ダ
ド

典
学
を
学
び
、
今
は
教ア

養ル

科テ

目ス

を

聴
講
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
コ
レ
ジ
オ
も
修

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

練
院
〔
臼
杵
〕
も
、
そ
の
周
囲
二
〜
三

レ
グ
ワ
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
わ
た
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
多
数

の
村

ア
ル
デ
ア
スを

担
当
し
て
い
る
。
当
コ
レ
ジ
オ
は
、
故
ド
ン
・
セ
バ
ス

テ
ィ
ア
ン
国
王
が
給
与
し
た
�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
の
定レ

収ン

入タ

を
有

す
る
が
、
そ
れ
は
マ
ラ
ッ
カ
の
彼
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
〕
の

税ア
ル
オ
ン
デ
ィ
ガ

関
で

）
14（
（

支
払
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
与
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え
ら
れ
た
九
年
前
か
ら
今
日
ま
で
受
け
取
っ
た
の
は
僅
か
、
あ
る

い
は
皆
無
で
あ
り
、
将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
か
不
明
で
あ

）
1（（
（

る
。」

　
『
日
本
諸
事
要
録
』
の
記
事
は
�
五
八
三
年
�
〇
月
二
八
日
の

日
付
け
で
コ
チ
ン
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て

い
る
内
容
は
、
日
本
を
発
っ
た
�
五
八
二
年
二
月
二
〇
日
直
前
頃

の
こ
と
だ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
先
に
引

用
し
た
�
五
八
二
年
二
月
�
五
日
長
崎
、
コ
エ
リ
ョ
が
記
し
た
�

五
八
�
年
度
年
報
と
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
コ
レ
ジ
オ
の
実
情
を
記
述

し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。　

　

右
の
史
料
に
よ
り
、
次
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

�
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
場
所
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
希
望
に

叶
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
移
転
を
強
く
望
ん
で
い
た
。

二
、
同
コ
レ
ジ
オ
の
大
き
さ
は
、
部
屋
�
つ
と
小
部
屋
五
つ
あ
る

だ
け
で
、
隣
接
し
た
カ
ザ
の
部
屋
も
利
用
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会

士
�
三
人
が
居
住
し
て
い
た
。
コ
レ
ジ
オ
居
住
の
イ
エ
ズ
ス
会

士
の
こ
の
人
数
は
、
�
五
八
�
年
年
報
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、

古
典
学
を
終
え
て
教
養
科
目
を
受
講
し
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う

イ
ル
マ
ン
の
人
数
を
七
〜
八
と
す
る
記
述
は
、
他
の
史
料
と
は

違
う
。

三
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
国
王
が
、
マ
ラ
ッ
カ
税
関
の
収
入
か
ら
年

�
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ド
（
先
に
記
し
た
通
り
、
ド
ゥ
カ
ド
と
ク
ル

ザ
ド
は
こ
の
時
代
、
同
価
の
通
貨
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
）
を
同
コ
レ
ジ
オ
に
給
与
し
た
こ
と
は
、
諸
史

料
に
見
え
る
。
給
与
し
た
の
は
九
年
前
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、

先
に
�
五
八
〇
年
�
�
月
�
三
日
付
け
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
書

簡
に
、
そ
れ
が
�
五
七
四
年
に
彼
が
リ
ス
ボ
ン
を
発
つ
直
前
に

給
付
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
の
と
符
合
す
る
。

�
五
八
四
年
�
二
月
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
管
区
パ
ー
ド
レ
・
イ

ル
マ
ン
の
名
簿
の
、
日
本
関
係
の
記
述
（
日
本
に
つ
い
て
は
�

五
八
二
年
二
月
現
在
）
に
は
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
在
住
者
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
記
す
。
な
お
全
員
の
名
前
は
、
小
論
第
�
�
章
の

纏
め
に
記
す
。

　
〔
パ
ー
ド
レ
〕　

ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
以
下
、
全
部
で
七
人
。

　
〔
イ
ル
マ
ン
〕　

ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
以
下
、
全
部
で
�
〇

人
。
そ
の
内
二
人
は
日
本
人
、
�
人
は
実コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

務
助
修
士
・

厨ソ
ト
ミ
ニ
ス
ト
ロ

房
係
。

）
1（1
（

 

　

こ
の
史
料
に
拠
り
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
は
パ
ー
ド
レ
七
人
、
イ

ル
マ
ン
�
〇
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

註（
（
）　Josephus Franciscus Schütte, Introductio ad H

istoriam
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四
五　
（
四
五
）

Societatis Jesu in Japonia （（（（-（（（0, Rom
ae, （（（（, p. （0（. 

Josef Franz Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, 

Rom
ae, （（（（, p. （（（（.

（
（
）　A

rcadio Schw
ade

「
府
内
の
コ
レ
ジ
ヨ
に
つ
い
て
」『
キ
リ

シ
タ
ン
研
究
』
�
〇
輯
、
吉
川
弘
文
館
、
�
九
六
五
年
。

（
（
）　Josef Franz Schütte, V

alignanos M
issionsgrundsätze 

für Japan, I-I, I-II, Rom
a, （（（（, （（（（. Josef Franz Schütte, 

V
alignano ’s M

ission Principles for Japan, I-I, I-II, John J. 
Coyne tr., Gujarat Sahitya Prakash, （（（0, （（（（.

（
（
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, p. （（（（. 

拙

著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
�

年
、
三
七
・
三
八
頁
。

（
（
）　A

rchivum
 Rom

anum
 Societatis Iesu, Jap. Sin. （-I, f.（（v. 

Schütte, V
alignanos M

issionsgrundsätze für Japan, I-II, 
p. （（（

に
翻
刻
。

（
（
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, p. （（（（.

（
（
）　Ibid., p. （（（（.

（
（
）　Ibid., p. （（（（.

（
（
）　Ibid., pp. （（（（, （（（（. Francisco Rodrigues, Com

panhia 
de Jesus em

 Portugal e nas M
issões, Pôrto, （（（（, p. （（.

（
（0
）　

原
語
はchatinaria. 

�
応
表
記
の
よ
う
に
訳
し
た
が
、m

er-
cancia

と
は
語
義
が
違
い
、「
悪
徳
商
業
」
の
意
味
を
含
む
。José 

Pedro M
achado, D

icionário da Língua Portuguesa, II, 
（（（0, p. （（（.

（
（（
）　Jap. Sin. （-I, f. （（. Schütte, V

alignanos M
issionsgrund-

sätze für Japan, I-II, p. （（（.

（
（（
）　Charles E.O

’N
eill &

 Joaquín M
. a D

om
ínguez, D

iccio-
nario H

istórico de la C
om

pañía de Jesús, I, R
om

a-
M

adrid, （00（, p. （（（. 

拙
訳
『
大
航
海
時
代
の
日
本
』
八
木
書
店
、

二
〇
�
�
年
二
月
、
六
四
六
頁
。

（
（（
）　Ibid., I, p. （（（. 

経
済
基
盤
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
カ
ザ
と
コ
レ

ジ
オ
と
の
間
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲
の
規
定
に
如
何
な
る
違
い

が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
拙
著
で
も
取
り
上
げ
た
。
拙
著
『
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
�
九
九
四
年
、

�
〜
四
〇
頁
。

（
（（
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, pp. （0（-（（0, 
（（（-（（（, （（（-（（（, （（（-（（（, （00-（0（, （0（-（0（, （（（-（（（.

（
（（
）　Charles E.O

’N
eill &

 Joaquín M
. a D

om
ínguez, op. cit. II, 

（00（, pp. （（（（-（（（（.

（
（（
）　Ibid., I, pp. （（（-（（（.

（
（（
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae I, pp. （（（-（（（. 

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
三
九
・
四
〇
頁
。

　
　

こ
の
史
料
に
は
、「
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
カ
ザ
」
は
本
文
に
記
し
た

通
り
で
あ
る
が
、
他
に
「
コ
レ
ジ
オ
」
そ
の
も
の
も
幾
つ
か
存
在

し
た
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
日
本
に
お
け
る
イ

エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
の
実
態
を
解
明
す
る
史
料
と
し
て
、
重
き
を

置
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　

な
お
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
関
係
の
財
務
が
絡
む
記
録
に
お
い
て
、

各
施
設
や
人
が
、「
コ
レ
ジ
オ
」
ま
た
は
そ
れ
に
関
連
す
る
語
で
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
著
で

触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研

究
』
四
五
〜
四
九
頁
。
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
世
紀
』
岩
波
書
店
、
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六　
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六
）

�
九
九
三
年
、
七
三
〜
七
五
頁
。 

（
（（
）　

原
語
はoutras

〔casas

〕com
o princípios de Collégios.

（
（（
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, p. （（（. 

拙

著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
四
五
頁
。

（
（0
）　Jap. Sin. （, f.（（. C

artas qve os padres e irm
ãos da 

Com
panhia de Iesus escreuerão dos Reynos de Iapão &

 
China aos da m

esm
a Com

panhia da India, &
 Europa, des 

do anno de （（（（ atè o de （（（0, I, Euora, （（（（, reprint, 
M

aia, （（（（, f.（（（, （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ

ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
二
、
同
朋
舎
、
�
九
九
八
年
、
二
九

二
・
二
九
三
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス

会
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
、
豊
後
・
下
篇
、
下
巻

─
─
』
下
、
雄
松
堂
書
店
、
�
九
六
九
年
、
三
三
頁
。

（
（（
）　casa. 

文
脈
か
ら
通
常
の
カ
ザ
で
は
く
、casa de probación

（
修
練
院
）
を
意
味
す
る
。

（
（（
）　Infanta D

oña M
aría. 

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
マ
ヌ
エ
ル
�
世
と
、

そ
の
三
人
目
の
妃
で
あ
る
カ
ル
ロ
ス
五
世
の
妹
レ
オ
ノ
ル
と
の
間

に
生
ま
れ
た
王
女
（
�
五
二
�
〜
七
七
年
）。

　
　

Joel Serrão, D
icionário de H

istória de Portugal, IV
, 

（（（（, pp. （（（, （（（.

（
（（
）　Ioseph W

icki, D
ocum

enta Indica, X
, Rom

ae, （（（（, p. 
（（（.

（
（（
）　W

icki, D
ocum

enta Indica, X
, p. （（（.

（
（（
）　

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
名
簿
に
よ
る
と
、
以
上
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が

日
本
に
揃
う
の
は
、
�
五
七
六
年
�
�
月
�
〇
日
ゴ
ア
で
作
成
さ

れ
た
東
イ
ン
デ
ィ
ア
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
か
ら
で
あ

っ
て
、
そ
の
�
〇
ヵ
月
前
の
�
五
七
六
年
�
月
二
三
日
ゴ
ア
作
成

の
同
様
の
名
簿
に
よ
る
と
、
未
だ
こ
の
全
員
が
日
本
に
い
る
よ
う

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
簡
が
�
五
七
六
年
末
頃
の
も
の
と

推
定
さ
れ
る
�
つ
の
根
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, pp. （0（, （0（, 

（0（.

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（b.

（
（（
）　

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
�
〜
四
〇
頁
。

（
（（
）　

拙
著
、
同
右
、
�
�
九
頁
。 

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（bv.

（
（0
）　Jap. Sin. （-II, f. （（bv. 

フ
ロ
イ
ス
の
来
日
は
、
�
五
六
三
年

七
月
六
日
横
瀬
浦
着
で
あ
る
。
本
書
簡
が
�
五
七
六
年
に
記
述
さ

れ
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
�
六
年
前
は
�
五
六
〇
年
で
あ
る
。

そ
の
頃
フ
ロ
イ
ス
は
、
ゴ
ア
に
お
い
て
教ア

養ル

科テ

目ス

（
す
な
わ
ち
哲

学
）
お
よ
び
神テ

オ
ロ
ジ
ア学

を
聴
講
し
て
い
た
。
彼
が
当
時
既
に
日
本
語
を

修
得
し
て
い
た
は
ず
が
な
い
か
ら
、
仮
に
「
日
本
語
を
修
得
し
て

�
六
年
」
と
い
う
記
述
の
み
に
着
目
す
る
な
ら
、
カ
ブ
ラ
ル
の
本

書
簡
の
記
述
年
は
、
推
定
さ
れ
て
い
る
�
五
七
六
年
末
よ
り
何
年

か
後
に
な
る
。

　
　

Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, p. （（（（. 

Charles E.O
’N

eill &
 Joaquín M

. a D
om

íngues, op. cit., II, p. 
（（（（. 

松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス 

日
本
史
』
�
、
中

央
公
論
社
、
�
九
七
七
年
、
二
二
頁
。

（
（（
）　

本
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
に
はRoque. Schütte, M

onum
enta

に

はRochus. 

山
城
ま
た
は
紀
伊
出
身
。
イ
エ
ズ
ス
会
同
宿
、
そ
の

後
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
、
�
五
七
九
年



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

四
七　
（
四
七
）

�
二
月
に
は
す
で
に
イ
エ
ズ
ス
会
説
教
者
（praedicator

お
よ
び

catechista

）
を
務
め
て
い
た
。
し
か
し
、
古
典
学
・
哲
学
・
神
学

は
学
習
し
て
い
な
か
っ
た
。
�
六
〇
九
年
三
月
�
四
日
以
前
に
日

本
で
死
亡
し
た
。Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, 
I, pp. （（（（, （（（（.

（
（（
）　

本
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
に
はLorenço. Schütte, M

onum
enta

に

はLaurentius. 
肥
前
出
身
。
山
口
に
お
い
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
か
ら
受
洗
。
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

史
料
の
記
述
が
�
致
し
な
い
。
�
五
六
�
年
�
月
の
イ
ン
デ
ィ
ア

の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
は
、
在
日
会
員
と
し
てIr.

Lourenço

と
見
え
、
�
五
六
�
年
�
二
月
の
名
簿
に
は
、
在
日
会

員
と
し
て
、Ir. Lourenço

と
記
さ
れ
て
い
る
。
�
五
九
〇
〜
九

三
年
に
お
け
る
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
追
放
・
死
亡
・
入
会
者
の
名

簿
に
は
、
死
亡
者
名
簿
に
日
本
人H
erm

ano Lorenço

の
名
が

見
え
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
肥
前
国レ

イ
ノの

生
ま
れ
、
六

六
歳
、
イ
エ
ズ
ス
会
歴
二
九
年
。
同ド

ジ

宿ュ
ク

と
し
て
カ
ザ
に
入
る
。
山

口
で
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
師

マ
エ
ス
ト
ロ〔

ザ
ビ
エ
ル
〕
に
よ
り
受
洗
。

そ
の
後
〔
�
五
〕
六
三
年
に
、
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
レ
ス
に
よ
り

〔
イ
エ
ズ
ス
会
〕
入
会
。
京ミ

ヤ
コ都

地
区
の
主
だ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
た

ち
を
改
宗
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
で
極
め
て
大
な
る
成
果
を

収
め
た
後
、
�
五
九
二
年
二
月
三
日
長
崎
で
死
亡
し
た
。」

　
　

Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, pp. （（, （（, 

（（（, （（（（, （（（（.

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, ff. （（bv., （（c.

（
（（
）　

カ
ブ
ラ
ル
は
�
五
七
〇
年
六
月
�
八
日
に
日
本
に
来
た
が
、
�

五
六
八
年
か
ら
マ
カ
オ
を
発
つ
ま
で
の
二
年
間
マ
カ
オ
に
い
た
。

　
　

Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, p, （（（（. 

（
（（
）　

本
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
に
はChansilao

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
が
、
マ
カ
オ
居
住
の
条
件
と
し
て
討
伐
し
た
海
賊
と
さ

れ
て
い
る
人
物
で
、
こ
れ
が
誰
で
あ
る
か
、
古
く
矢
野
氏
の
著
書

で
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

矢
野
仁
�
『
支
那
近
代
外
国
関
係
研
究
─
─
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
中

心
と
せ
る
明
清
外
交
貿
易
』
弘
文
堂
書
房
、
�
九
二
八
年
、
三
四

六
〜
三
五
〇
頁
。

（
（（
）　

原
語
はel Rey

（
豊
後
国レ

イ
ノの

王
の
こ
と
）
で
あ
る
。
後
述
の

通
り
、
大
友
宗
麟
が
義
統
に
家
督
を
譲
っ
た
の
は
、
外
山
幹
夫
氏

説
に
拠
る
と
�
五
七
六
年
二
月
（
天
正
四
年
�
月
）
〜
�
五
七
六

年
三
月
�
八
日
（
天
正
四
年
二
月
�
八
日
）
で
あ
る
。
カ
ブ
ラ
ル

が
本
書
簡
を
記
述
し
た
の
は
�
五
七
六
年
末
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

宗
麟
が
義
統
に
家
督
を
譲
っ
た
後
で
あ
っ
た
。
し
か
し
註（
（0
）に

記
す
通
り
、
二
男
の
親
家
と
思
わ
れ
る
人
物
の
改
宗
に
つ
い
て
記

し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
豊
後
国
の
王
」
は
、
大

友
宗
麟
の
こ
と
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。　

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（c.

（
（（
）　

原
語
はoffi

cios. 

以
前
は
「
聖
務
日
課
」
と
い
っ
た
が
、
第
二

ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
以
後
は
「
教
会
の
祈
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　

『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
二
、
二
六
九
〜
二
七
四
頁
。

（
（（
）　

原
語
はculto divino. 

『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
二
、
�
〇

�
五
・
�
〇
�
六
頁
。

（
（0
）　Jap. Sin. （-II, f. （（c.

（
（（
）　

原
語
はletras y leys de Jappon. 

こ
こ
でley

と
は
、
日
本



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

四
八　
（
四
八
）

の
宗
教
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
（（
）　

原
語
はchatechism

o.
（
（（
）　

原
語
はhaze a hablar

と
読
め
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
語
が

疑
義
が
あ
る
。

（
（（
）　

原
語
はa m

y Parada

と
読
め
る
。
疑
義
が
あ
る
が
、
�
応

表
記
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（c.

　
　

カ
ブ
ラ
ル
は
本
書
簡
中
の
こ
の
引
用
箇
所
で
、
仏
僧
で
キ
リ
シ

タ
ン
に
改
宗
し
た
者
の
、
教
会
活
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
�
五
七
�
年
九
月
二
三
日
付
け
口

之
津
発
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
（
宛
先
不
明
）
に
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
の
で
、
引
用
し
て
お
く
。

　
　

「
わ
れ
わ
れ
が
は
な
は
だ
し
い
寒
さ
と
難
儀
に
苦
し
み
、
少
し
の

希
望
も
持
て
な
か
っ
た
時
、
わ
れ
ら
の
主
な
る
神デ

ィ
オ

は
、
殿ト

ノ

〔
天
草

の
領
主
〕
が
こ
の
領シ

ニ

主ョ
レ

の
要

フ
ォ
ル
テ
ッ
ツ
ァ

塞
の
残
り
の
者
た
ち
ほ
と
ん
ど
全
員
、

お
よ
び
そ
の
他
の
人
々
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
の
を

お
望
み
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
続
い
て
他
の
多
く
の
地テ

域レ

と
城

カ
ス
テ
リが

、

当
地
の
�
宗
派
で
あ
る
�イ

コ
シ
ュ
ズ

向
宗
の
偉
大
な
説
教
者
に
し
て
頭カ

ポ

で
あ

る
�
人
の
仏ボ

ン
ゾ僧

と
と
も
に
信
仰
を
受
け
入
れ
た
。〔
中
略
〕

　
　

成
果
を
上
げ
た
後
、
私
は
本
渡
の
要

フ
ォ
ル
テ
ッ
ツ
ァ

塞
を
経
て
豊
後
に
赴
く
た

め
に
、
殿ト

ノ

の
書
状
を
持
っ
て
そ
こ
を
発
っ
た
。〔
そ
の
書
簡
は
本
渡

で
〕
彼
ら
が
説
教
を
聴
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
ら
の
主

な
る
神
は
、
私
が
そ
こ
に
滞
在
し
た
八
〜
�
〇
日
間
に
、
以
前
は

神デ
ィ
オの

法レ
ッ
ジ
ェの

説
教
を
妨
害
し
て
い
た
人
々
が
、
何
人
か
の
仏ボ

ン

僧ズ
ィ

と
と

も
に
わ
れ
わ
れ
を
助
け
る
こ
と
を
お
望
み
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
わ

れ
わ
れ
を
支
援
し
、
要

フ
ォ
ル
テ
ッ
ツ
ァ

塞
の
重
立
っ
た
者
の
う
ち
の
二
〇
人
以
上

が
、
信
仰
を
受
け
入
れ
た
。」（Jap. Sin. （-III, ff. （（-（0v., （（v., 

（（, （（v. 

）

　
　

右
の
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡
は
、
エ
ヴ
ォ
ラ
版
カ
ル
タ
ス
に
収
載
さ

れ
て
い
る
、
�
五
七
�
年
九
月
二
二
日
付
け
口
之
津
発
カ
ブ
ラ
ル

の
マ
ラ
ッ
カ
・
コ
レ
ジ
オ
の
某
パ
ー
ド
レ
宛
書
簡
と
、
同
じ
書
簡

の
よ
う
で
あ
る
（
内
容
に
異
同
は
あ
る
）。
そ
の
エ
ヴ
ォ
ラ
版
カ
ル

タ
ス
の
右
の
引
用
箇
所
を
、
次
に
示
す
。

　
　

Cartas, I, reprint, f. （（0, （（0v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七

世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
四
、
�
九
九
八
年
、
八

〇
・
八
�
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会

士
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
、
豊
後
・
下
篇
、
下
巻

─
─
』
下
、
二
七
三
〜
二
七
五
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（c, （（cv.

　
　

こ
の
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
の
、
マ
カ
オ
で
の
不
穏
な
出
来
事
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
箇
所
の
�
〜
二
行
は
、
文
意
不
明
確
な
嫌
い
が
あ

る
。
加
之
、
こ
こ
で
カ
ブ
ラ
ル
の
言
う
出
来
事
と
は
何
を
指
す
の

か
、
不
詳
で
あ
る
。

　
　

拙
訳
『
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
と
日
本
』
お
よ
び
『
大
航
海
時
代
の

日
本
』
収
載
文
書
に
も
、
マ
カ
オ
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
騒
擾
を

取
り
上
げ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
『
大
航
海
時
代
の
日
本
』
の

文
書
（（
（
�
五
七
�
年
三
月
�
二
日
付
け
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
勅

令
）
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
人
奴
隷
を
買
う
こ
と
を
禁
じ
、

さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
に
お
い
て
商
い
を
す
る
際
に
、
使

用
す
る
秤
に
つ
い
て
不
正
を
働
く
の
を
咎
め
て
い
る
。
さ
ら
に
文

書
（0
（
�
五
七
五
年
�
�
月
�
四
日
付
け
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督
勅

令
）
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
か
ね
を
貸
す
と
返
済
不
能
に
な
る
恐



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

四
九　
（
四
九
）

れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
孤
児
の
基
金
か
ら
の
彼
ら
へ
の
か
ね

の
貸
与
を
禁
じ
て
い
る
。

　
　

カ
ブ
ラ
ル
が
問
題
に
し
て
い
る
の
が
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
両
文

書
で
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
な
事
柄
を
指
す
の
か
、
不
詳
で
あ
る
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（cv.

（
（（
）　

原
語
はLatin y Phĩâ. 

（
（（
）　

原
語
はtodos sus hijos. 

大
友
氏
系
図
に
よ
る
と
、
宗
麟
は

子
供
が
九
人
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
統
（
吉
統
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
（
�
条
兼
定
室
、の
ち
清
田
鎮
忠
へ
再
婚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
（
久
我
三
休
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女

　

義
鎮
（
宗
麟
）
─
─�────────────�
親
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
（
臼
杵
統
尚
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
（
小
早
川
秀
包
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女

　
　

本
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
は
�
五
七
六
年
末
に
記
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
�
五
七
六
年
は
大
部
分
天
正
四
年
と
重
な
る
。
大
友
宗

麟
は
享
禄
三
年
（
�
五
三
〇
年
と
大
部
分
重
な
る
）
生
ま
れ
で
あ

る
か
ら
、
カ
ブ
ラ
ル
が
本
書
簡
を
記
し
た
当
時
は
、
四
七
歳
で
あ

っ
た
。

　
　

な
お
大
友
宗
麟
の
子
供
に
つ
い
て
は
、
�
五
七
七
年
六
月
五
日

付
け
臼
杵
発
、
フ
ロ
イ
ス
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会

パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
宛
書
簡
に
も
、
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

Cartas, I, reprint, f. （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
四
、
三
四
三
頁
。
外
山
幹
夫

『
大
友
宗
麟
』（
人
物
叢
書
）
吉
川
弘
文
館
、
�
九
七
五
年
、
三
〇

五
〜
三
�
�
頁
。
な
お
芥
川
龍
男
『
豊
後 

大
友
�
族
』
新
人
物
往

来
社
、
�
九
九
〇
年
、
�
九
�
頁
の
系
図
は
、
義
鎮
の
子
供
を
七

人
と
す
る
な
ど
、
少
し
相
違
が
あ
る
。

（
（0
）　

本
書
簡
に
は
、
豊
後
の
王
（
大
友
宗
麟
）
と
そ
の
子
供
た
ち
全

員
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
対
し
て
非
常
に
好
意
的
で
あ
り
、

王
の
二
番
目
の
息
子
が
既
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
旨
、
記
さ

れ
て
い
る
。
宗
麟
の
子
供
は
、
右
の
註（
（（
）に
記
し
た
通
り
で
あ

る
。
そ
の
全
員
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
特

段
言
及
す
べ
き
史
料
を
外
に
知
ら
な
い
が
、
改
宗
し
た
と
い
う
二

番
目
の
息
子
と
は
、
親
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
�
五
七
六
年
九
月

九
日
付
け
口
之
津
発
、
カ
ブ
ラ
ル
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会

兄
弟
た
ち
に
送
っ
た
書
簡
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

「
豊
後
に
到
着
す
る
と
、
王

エ
ル
レ
イは

す
ぐ
に
私
の
も
と
に
人
を
遣
わ
し
、

私
を
招
い
た
の
は
彼
の
二
番
目
の
息
子
〔
親
家
〕
を
、
何
人
か
の

貴フ
ィ
ダ

人ル
ゴ
スと

と
も
に
キク

リ

ス

タ

ン

リ
ス
ト
教
徒
に
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
、
と

伝
え
た
。〔
中
略
〕
父パ

親イ

は
〔
親
家
へ
の
洗
礼
を
〕
延
期
せ
ぬ
よ
う

幾
度
も
求
め
た
。
結
局
、
彼
が
す
で
に
聴
い
た
説
教
の
た
め
に

〔
人
々
が
〕
短
時
間
集
ま
り
、
そ
し
て
十
戒
お
よ
び
彼
ら
が
受
け
た

秘
跡
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
〕
が
彼
に
説
明

し
た
後
、
私
は
彼
に
洗
礼
を
授
け
た
。
そ
こ
に
は
、
や
は
り
受
洗

し
た
他
の
大
勢
の
貴
人
と
と
も
に
、
王
が
臨
席
し
て
い
た
。
王
の

こ
の
息
子
〔
の
洗
礼
名
〕
は
、
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
い

う
。」



史　
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八
�
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�
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号

五
〇　
（
五
〇
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右
の
史
料
は
、
す
ぐ
続
い
て
降
誕
祭
を
祝
う
話
が
出
て
く
る
の

で
、
�
五
七
五
年
�
二
月
に
宗
麟
の
二
男
の
親
家
が
受
洗
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
彼
の
改
宗
は
、
宗
麟
の
熱
心
な
希
望

で
も
あ
っ
た
と
い
っ
た
事
情
も
判
明
す
る
。

　
　

Cartas, I, reprint, f. （（（, （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、

四
、
二
七
三
・
二
七
四
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯

『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会
士
日
本
通
、
豊
後
・
下
篇
、

下
巻
─
─
』
下
、
二
九
七
・
二
九
八
頁
。
五
野
井
隆
史
『
日
本
キ

リ
シ
タ
ン
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
�
三
八
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（cv.

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（cv. 
本
文
に
引
用
し
て
き
た
�
五
七
六
年

末
？
口
之
津
発
カ
ブ
ラ
ル
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
宛
書
簡
の
内
容
は
、

次
の
文
献
に
著
者
シ
ュ
ッ
テ
の
文
章
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

Schütte, V
alignanos M

issionsgrundsätze für Japan, I-I, 
pp. （（（-（（（. Schütte, V

alignano ’s M
ission Principles for 

Japan, I-I, pp. （（0-（（（.

（
（（
）　

原
語
はuna cosa tan grande com

o Jappon.

こ
こ
で

cosa

と
は
珍
し
い
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

日
本
教
会
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （（cv.

（
（（
）　varelas. 

イ
ン
ド
シ
ナ
・
シ
ナ
・
日
本
に
お
け
る
仏
教
の

寺パ
ゴ
デ院

・
僧モ

ス
テ
イ
ロ院

、
あ
る
い
は
偶
像
の
意
味
。

　
　

Sebastião Rodolfo D
algado, Glossário Luso-A

siático, II, 
H

am
burg, （（（（, Reim

pr. da ed. orig. de Coim
bra, （（（（, 

pp. （0（, （0（.

（
（（
）　hũa grande cousa. cosa

の
語
に
つ
い
て
は
、
註（
（（
）と
同
。

（
（（
）　p. e visitador alexandre velhinano. 

（
（（
）　

�
五
七
六
年
�
�
月
�
〇
日
ゴ
ア
で
作
成
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会

東
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
よ
る
と
、

そ
の
当
時
日
本
に
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
は
、
�
八
人
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
�
五
七
九
年
�
二
月
に
お
け
る
在
日
イ
エ
ズ
ス
会

パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
は
、
当
時
二
二
人
の
パ
ー
ド
レ

が
い
た
と
い
う
。
右
の
�
五
七
九
年
�
二
月
の
名
簿
に
よ
る
と
、

二
二
人
の
パ
ー
ド
レ
の
内
、
六
人
が
豊
後
に
い
た
。
本
カ
ブ
ラ
ル

書
簡
に
は
、
六
人
が
こ
の
カ
ザ
を
創
始
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

六
人
と
は
、
右
の
名
簿
に
見
え
る
豊
後
に
い
た
六
人
の
パ
ー
ド
レ

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
六
人
が
創
始
し
た
カ
ザ
と
は
、
臼

杵
の
カ
ザ
を
指
す
か
。

　
　

Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, pp. （0（, （0（, 

（0（-（（（.

（
（（
）　Jap. Sin. （-I, f. （（（.

　
　

同
じ
頃
カ
ブ
ラ
ル
が
記
し
た
書
簡
に
は
、
�
条
兼
定
が
自
領
に

コ
レ
ジ
オ
創
建
の
た
め
の
土
地
と
定
収
入
を
与
え
る
約
束
を
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
�
五
七
六
年
九
月
九
日
付
け
口
之
津
発
、

カ
ブ
ラ
ル
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
兄
弟
た
ち
に
送
っ
た
書

簡
で
あ
る
。

　
　

「〔
領
国
が
〕
彼
〔
�
条
兼
定
〕
の
領
有
に
帰
す
る
と
、
彼
は
わ

れ
ら
の
主
が
与
え
て
下
さ
っ
た
恩
恵
を
忘
れ
ず
、
直
ち
に
き
わ
め

て
爽
快
な
町
に
、
わ
れ
ら
の
た
め
に
極
め
て
豪
華
な
コ
レ
ジ
オ
を

�
軒
建
て
る
よ
う
命
じ
、
こ
れ
〔
コ
レ
ジ
オ
〕
に
同
町
お
よ
び
そ

の
他
の
い
く
つ
か
の
土
地
を
寄
進
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
六
〜
七
〇

〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
収
入
に
な
っ
た
。」



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

五
�　
（
五
�
）

　
　

し
か
し
、
�
条
兼
定
は
そ
の
後
戦
い
に
敗
れ
、
右
の
コ
レ
ジ
オ

創
建
や
寄
進
の
話
は
無
に
帰
す
。
無
に
帰
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

問
題
に
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
創
建
と
い
い
寄
進

と
い
い
、
話
が
唐
突
で
、
と
く
に
寄
進
の
額
が
余
り
に
巨
額
で
あ

っ
て
、
ま
と
も
に
取
り
上
げ
る
に
値
す
る
話
か
、
疑
わ
し
い
。

　
　

Cartas, I, reprint, f. （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
四
、
二
九
�
頁
。
村
上
直
次
郎

訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会
士

日
本
通
信　

豊
後
・
下
篇
、
下
巻
─
─
』
下
、
三
�
七
頁
。

（
（0
）　Cartas, I, reprint, f.（（（. 

松
田
毅
�
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、
五
、

�
九
九
二
年
、
�
〇
�
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
、

同
右
、
下
、
三
九
三
・
三
九
四
頁
。

（
（（
）　Cuchim

ochi. 

日
向
国
県
（
延
岡
）
の
土
持
親
成
の
居
城
が
あ

っ
た
所
。
松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス 

日
本
史
』
七
、

�
九
七
八
年
、
�
四
〇
頁
。『
戦
国
人
名
事
典
』
�
九
八
七
年
、
五

二
�
頁
。

（
（（
）　V

ofam
a. 

臼
杵
川
河
口
左
岸
の
臼
杵
湾
岸
に
位
置
す
る
。『
大

分
県
の
地
名 

日
本
歴
史
地
名
大
系
（（
』
六
六
八
・
六
六
九
頁
。

（
（（
）　

臼
杵
の
丹
生
島
城
。
松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス 

日
本
史
』
六
、
�
九
七
八
年
、
�
七
四
・
�
七
五
頁
。
芥
川
龍
男

編
『
大
友
宗
麟
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
�
九
八
六
年
、
二

六
八
〜
二
七
〇
頁
。

（
（（
）　

原
語
（
翻
刻
本
）
はsaboi

と
読
め
る
。
何
ら
か
の
動
詞
の
変

化
形
で
あ
ろ
う
が
、
不
詳
で
あ
る

（
（（
）　Cartas, I, reprint, ff. （（（v., （（0. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・

七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
五
、
�
�
七
頁
。
村
上

直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
─
─
耶

蘇
会
士
日
本
通
信　

豊
後
・
下
篇
、
下
巻
─
─
』
下
、
四
〇
九
・

四
�
〇
頁
。

　
　

本
文
に
引
用
し
た
�
五
七
八
年
�
〇
月
�
六
日
付
け
臼
杵
発
フ

ロ
イ
ス
の
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
宛
書
簡
、
お
よ
び
�

五
七
八
年
�
〇
月
付
け
臼
杵
発
フ
ロ
イ
ス
の
カ
ブ
ラ
ル
宛
書
簡
に

よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
当
時
は
、
義
統
と
フ
ロ

イ
ス
等
と
の
間
で
、
臼
杵
の
近
辺
に
地
所
の
提
供
を
受
け
て
コ
レ

ジ
オ
を
創
建
す
る
こ
と
が
、
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
　

と
す
る
と
、
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
に
、
�
五
七
八
年
�
�

月
八
日
付
け
豊
後
国レ

イ
ノ

府
内
の
コ
レ
ジ
オ
発D

o collegio de 
Funai do reino de Bungo

と
し
て
、
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
ブ
レ
ネ
ス

テ
ィ
ノ
が
イ
ン
デ
ィ
ア
の
兄イ

ル
マ
ン
ス

弟
た
ち
に
書
き
送
っ
た
書
簡
（
内
容

は
、
マ
カ
オ
か
ら
日
本
へ
の
航
海
の
難
儀
に
つ
い
て
記
す
）
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡
の
発
信
地
の
記
載
は
、
疑
義
あ
り

と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　

Luis F
róis, H

istoria de Japan, José W
icki ed., II, 

Lisboa, （（（（, p. （（（. 

松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス

日
本
史
』
�
〇
、
中
央
公
論
社
、
�
九
七
九
年
、
�
二
二
頁
。

（
（（
）　Schütte, Introductio ad H

istoriam
 Societatis Jesu in 

Japonia, p. （0（（.
（
（（
）　

木
村
忠
夫
編
『
九
州
大
名
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
�
九
八
三

年
、
�
七
九
〜
二
〇
九
頁
。
外
山
幹
夫
『
大
友
宗
麟
』
五
〇
頁
。

（
（（
）　Schütte, Introductio ad H

istoriam
 Societatis Jesu in 

Japonia, p. （（（. 

�
五
七
八
年
�
〇
月
�
六
日
付
け
臼
杵
発
、
フ



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

五
二　
（
五
二
）

ロ
イ
ス
の
書
簡
。Cartas, I, reprint, f. （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳

『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
五
、
九
八
頁
。

村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信

─
─
耶
蘇
会
士
日
本
通
信　

豊
後
・
下
篇
、
下
巻
─
─
』
下
、
三

九
〇
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （（-I, ff. （（, （（v., （（. Cartas, I, reprint, ff. （（（, 

（（（v., （（（v. 
松
田
毅
�
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、
五
、
二
五
�
・
二
五

二
・
二
五
五
・
二
六
四
・
二
六
五
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武

夫
編
輯
、
同
右
、
下
、
四
六
七
・
四
七
�
・
四
七
三
・
四
七
四
頁
。

（
（0
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, p. （（0.

　
　

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
松
田
毅
�
・
川
崎
桃

太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
八
、
八
六
頁
。

（
（（
）　Cartas, I, reprint, f. （（v. 
松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世

紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
�
、
三
四
�
頁
。
村
上
直
次

郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会

士
日
本
通
信　

豊
後
・
下
篇
、
上
巻
─
─
』
上
、
�
九
六
八
年
、

二
二
九
頁
。
外
山
幹
夫
「
大
友
義
鎮
の
入
道
と
府
内
・
臼
杵
」『
九

州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
〇
、
�
九
七
五
年
、
三
三
〜
三
六
頁
。

外
山
幹
夫
『
大
友
宗
麟
』
�
三
五
・
�
三
六
頁
。

（
（（
）　

外
山
幹
夫
「
大
友
義
鎮
の
入
道
と
府
内
・
臼
杵
」
二
七
〜
三
二

頁
。
外
山
幹
夫
『
大
友
宗
麟
』
�
三
�
・
�
三
二
頁
。

（
（（
）　Cartas, I, reprint, ff. （（（, （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・

七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
四
、
二
七
七
頁
、
Ⅲ
、

五
、
�
〇
〇
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス

会
士
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会
士
日
本
通
信　

豊
後
・
下
篇
、
下
巻

─
─
』
下
、
三
〇
�
・
三
〇
二
・
三
九
三
頁
。
外
山
幹
夫
「
大
友

義
鎮
の
入
道
と
府
内
・
臼
杵
」
四
八
〜
五
�
頁
。
外
山
幹
夫
『
大

友
宗
麟
』
�
四
二
〜
�
四
四
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （（-II, f. （（v. Segvnda parte das cartas de Iapão 

que escreuerão os padres, &
 irm

ãos da Com
panhia de 

Iesvs, Évora, （（（（, reprint, M
aia, （（（（, f. （（v. 

松
田
毅
�
監

訳
、
同
右
、
Ⅲ
、
六
、
�
九
九
�
年
、
二
四
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、

柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
年
報
』
上
、
雄
松
堂
、
�

九
六
九
年
、
五
五
頁
。
外
山
幹
夫
『
大
友
宗
麟
』
�
三
七
・
�
三

八
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-I, ff. （（, （（. Segvnda parte das cartas, reprint, 

ff. （v., （. 

松
田
毅
�
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、
五
、
二
九
九
頁
。
村
上

直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
、
同
右
、
上
、
�
五
〇
・
�
五
�
頁
。

（
註
）121
。

（
（（
）　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
裁
決
文
に
は
「
�
五
八
三
年
�
月
六
日
」
と

日
付
け
が
記
し
て
あ
る
が
、「
�
五
八
二
年
�
月
六
日
」
の
誤
で
あ

る
。

　
　

Jap. Sin. （, f. （（v. Schütte, V
alignanos M

issionsgrundsätze 
für Japan, I-I, p. xxxvii.

（
（（
）　Jap. Sin. （, f. （（.

（
（（
）　

豊
後
協
議
会
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
二
の
、
コ
レ
ジ
オ
を

京メ
ア
コ都

に
作
る
べ
し
と
の
見
解
は
、
次
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
で
あ
っ
た

と
い
う
。
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
、
ベ
ル
シ
オ
ル
（
ま
た
は
メ
ル
シ
オ

ル
）・
デ
・
フ
ィ
ゲ
レ
ド
、
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ

ル
ナ
レ
テJosef Fornalete

（
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ォ
ル
ラ
ネ
ッ
テ
ィ

Josef Forlanetti

）、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
リ
オ
ン
、
グ
レ
ゴ
リ

オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
、
ミ
ゲ
ル
・
ヴ
ァ
ズ
。Jap. Sin. （, f. （（v.



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

五
三　
（
五
三
）

　
　

な
お
豊
後
協
議
会
参
加
者
名
は
、Jap. Sin. （, f. （

に
、
豊
後
・

安
土
・
長
崎
の
三
協
議
会
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
協
議
参
加
者
全
員

の
名
前
はJap. Sin. （, f. （（, （（v.

に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　

豊
後
協
議
会
の
記
録
に
よ
る
と
、
二
の
、
言
語
学
習
の
セ
ミ
ナ

リ
オ
を
京メ

ア
コ都

に
作
る
べ
し
と
の
見
解
は
、
次
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
で

あ
っ
た
と
い
う
。
ベ
ル
シ
オ
ル
（
ま
た
は
メ
ル
シ
オ
ル
）・
デ
・
フ

ィ
ゲ
レ
ド
、
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
、
フ
ア
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
（
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
）、
ゴ
ン
サ
ロ
・
ラ
ベ
ロ
。

　
　

Jap. Sin. （, f. （（v.

（
（0
）　Jap. Sin. （, ff. （（, （（-（（. A

lejandro V
alignano, Sum

ario 
de las Cosas de Japon

（（（（（
）, A

diciones del Sum
ario de 

Japon

（（（（（

）, José Luis A
lvarez-T

aladriz ed., I, Sophia 
U

niversity, （（（（, pp. （0（-（（0. 
井
手
勝
美
訳
「
日
本
イ
エ
ズ
ス

会
第
�
回
協
議
会
（
�
五
八
〇-

八
�
年
）
と
東
イ
ン
ド
巡
察
師

ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
の
裁
決
（
�
五
八
二
年
）」『
キ
リ
シ
タ
ン
研

究
』
二
二
輯
、
�
九
八
二
年
、
二
七
四
〜
二
七
八
頁
。

（
（（
）　latinidad. 

こ
こ
で
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
記
述
に
よ
り
、

hum
anidad

（
古
典
学
）
と latinidad

（
古
典
ラ
テ
ン
語
）
が
同

義
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

　
　

M
artín A

lonso, Enciclopedia del Idiom
a, II, M

adrid, 
（（（（, p. （（（0. M

achado, D
icionário da Língua Portuguesa, 

IV
, p. （（.

（
（（
）　Jap. Sin. （, ff. （（v.-（（v. V

alignano, Sum
ario de las Cosas 

de Japon, I, pp. （0（, （（0. 

井
手
勝
美
訳
、
前
掲
論
文
、
三
�
四

〜
三
�
六
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-I, f. （（. 

�
五
八
二
年
�
月
�
三
日
付
け
日
本
発
、

コ
エ
リ
ョ
の
総
長
宛
書
簡
に
も
同
文
。Jap. Sin. （-I, f. （（. 

（
（（
）　

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』
�
〜
四
〇
頁
。

本
論
文
註（
（（
）。

（
（（
）　

註（
（（
）。

（
（（
）　Bassainum

. 

拙
訳
『
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
と
日
本
─
─
十
七
世

紀
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
文
書
集
─
─
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
文

書
 （（*
の
註（
（
）、
四
五
七
頁
。

（
（（
）　W

icki, D
ocum

enta Indica, X
, p. （（（. Jap. Sin. （, f. （v.

（
（（
）　

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
イ
ン
デ
ィ
ア
に
有
し
た
定
収
入
に
つ
い
て

は
、
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
�
九
七
七

年
、
第
二
部
第
五
章
。

（
（（
）　

五
〇
〇
シ
ェ
ラ
フ
ィ
ン
＝
三
七
五
ク
ル
ザ
ド
。
七
〇
〇
シ
ェ
ラ

フ
ィ
ン
＝
五
二
五
ク
ル
ザ
ド
。

（
（0
）　Jap. Sin. （-I, f. （（（. Schütte, V

alignanos M
issionsgrund-

sätze für Japan, I-II, pp. （（（, （（（.

（
（（
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, pp. （（（（, 
（（（（.

（
（（
）　Jap. Sin. （-I, f. （（v.

（
（（
）　el rrey de A

chຽ. 

拙
訳
『
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
と
日
本
』
三
六

五
頁
。

（
（（
）　Chicaççura. 

田
原
親
貫
。
松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ

イ
ス 

日
本
史
』
七
、
三
四
�
頁
。『
戦
国
人
名
事
典
』
五
〇
六
頁
。

（
（（
）　Jap. Sin. （-II, f. （0（, （0（v.

（
（（
）　Josef Franz Schütte, El

《A
rchivo del Japón

》, M
adrid, 

（（（（, pp. （（（. Schütte, M
onum

neta H
istorica Japoniae I, 

pp. （（（, （（（.



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

五
四　
（
五
四
）

（
（（
）　Jap. Sin. （, ff. （v., （.

（
（（
）　

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』
三
八
六
〜
四
〇
七
頁
。

（
（（
）　

拙
訳
『
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
と
日
本
』
三
二
六
・
三
二
七
頁
。

（
1（（
）　Jap. Sin. （0-II, f. （（（v.

（
1（1
）　Rodrigues, A

 Com
panhia de Jesus em

 Portugal e nas 
M

issões, p. （（.

（
1（2
）　

マ
ラ
ッ
カ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
攻
囲
の
前
に
降
っ
た
─
─
つ
ま
り

ポ
ル
ト
ガ
ル
が
マ
ラ
ッ
カ
を
失
っ
た
の
は
�
六
四
�
年
�
月
�
四

日
で
あ
る
。

　
　

Serrão, D
icionário de H

istória de Portugal, IV
, （（（（, 

pp. （（（, （（（. Luís de A
lbuquerque, D

icionário de H
istória 

dos D
escobrim

entos Portugueses, II, （（（（, pp. （（（-（（（.

（
1（ 
）　Jap. Sin. （（, f. （.

 　
　

「
日
本
の
不

ベ
ン
ス
・
デ
・
ラ
イ
ス

動
産
の
目
録
」
と
題
す
る
史
料
に
も
、
こ
れ
と
同

じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

「
日
本
に
お
け
る
コ
レ
ジ
オ
へ
の
贈ド

テ
与
金
、
そ
の
基フ

ン
ダ
サ
ン金

と
し
て
、

故
ド
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
国
王
が
マ
ラ
ッ
カ
税

ア
ル
フ
ァ
ン
デ
ガ

関
〔
の
収
入
か

ら
〕
割
い
て
与
え
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
�
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
が
あ

る
。」

　
　

Biblioteca da A
juda, （（-IV

-（（, f. （（v. 

東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
複
製
写
真
。

（
1（4
）　Cidade de Facata. 

戦
国
期
以
来
、
博
多
は
大
友
氏
と
大
内

氏
で
分
治
さ
れ
た
。
天
正
の
頃
は
博
多
は
堺
同
様
、
有
力
商
人
の

合
議
支
配
下
に
お
か
れ
た
が
、
大
友
宗
麟
の
支
配
が
及
び
、
キ
リ

ス
ト
教
会
が
保
護
さ
れ
て
い
た
。

　
　

田
中
健
夫
『
島
井
宗
室
』（
人
物
叢
書
）
吉
川
弘
文
館
、
�
九
七

三
年
、
七
〜
�
八
・
三
九
〜
六
二
頁
。

（
1（（
）　fazendas. 

「
資
産
」
�
般
を
意
味
し
、
具
体
的
に
そ
れ
が
何

で
あ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
註（
1（（
）に
記
す
通
り
、「
稲
田
」

は
区
別
し
て
別
の
語
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外

で
あ
ろ
う
。

（
1（（
）　

大
友
宗
麟
は
そ
の
最
盛
期
に
は
北
九
州
を
支
配
し
、
そ
の
実
績

の
上
に
筑
前
国
の
守
護
職
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
後
同
国
内
は
戦

乱
が
絶
え
ず
、
本
史
料
中
に
見
え
る
「
筑
前
国
が
宗
麟
に
叛
く
」

と
は
、
何
時
の
出
来
事
を
指
す
の
か
明
確
で
は
な
い
。
筑
前
の
有

力
領
主
で
あ
る
秋
月
種
実
の
動
向
に
目
が
向
け
ら
れ
る
が
、
大
友

に
対
抗
し
て
の
毛
利
・
島
津
・
竜
造
寺
等
々
と
の
連
携
・
離
反
目

ま
ぐ
る
し
く
、
筑
前
国
が
何
時
か
ら
大
友
に
叛
い
た
、
と
明
確
に

言
え
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

（
1（（
）　vargeas. várgea

はvárzea

と
同
。
イ
ン
デ
ィ
ア
で
は

várzea

はarrozal

（
稲
田
）
と
同
義
。M

achado, D
icionário 

da Língua Portuguesa, V
II, pp. （（（, （（（.

（
1（（
）　Jap. Sin. （（, f. （v. 

　
　

本
文
に
引
用
し
た
豊
後
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
大
友
宗
麟
）
に
関

す
る
記
述
は
、「
日
本
に
お
け
る
主
立
っ
た
慈ベ

ン
フ
ェ
イ
ト
レ
ス

善
家
た
ち
の
名
簿
」

と
題
す
る
史
料
に
も
、
同
文
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
し
そ
の
前
半
、
博
多
関
係
の
記
事
が
見
え
る
文
章
（f. （（

）
は
、

右
半
分
が
消
え
て
解
読
不
能
で
あ
る
。
判
読
出
来
る
左
半
分
は
、

引
用
し
たJap. Sin. （（, f. （v.

の
文
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
右
半

分
も
含
め
恐
ら
く
同
文
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
半
の
臼

杵
関
係
の
記
事
（f. （（v.

）
は
、Jap. Sin. （（, f. （v.

と
同
文
で
あ

る
。



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

五
五　
（
五
五
）

　
　

Biblioteca da A
juda, （（-IV

-（（, f. （（, （（v. 

東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
複
製
写
真
。

（
1（（
）　Cartas, I, reprint, f. （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世

紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
四
、
�
七
頁
。
村
上
直
次
郎

訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
─
─
耶
蘇
会
士

日
本
通
信
、
豊
後
・
下
篇
、
下
巻
─
─
』
下
、
二
四
�
頁
。

（
11（
）　Cartas, I, reprint, f. （（（v. 

松
田
毅
�
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、

五
、
九
八
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
、
同
右
、
下
、

三
九
〇
頁
。

（
111
）　

外
山
幹
夫
氏
説
に
拠
り
、
大
友
宗
麟
か
ら
義
統
へ
の
家
督
相
続

の
時
期
は
先
に
記
し
た
。
義
統
が
府
内
に
移
居
し
た
の
は
�
五
七

九
年
頃
で
あ
る
。

（
112
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, p. （（（.

（
11 
）　Jap. Sin. （-II, f. （（（. 

�
五
八
四
年
�
〇
月
六
日
付
け
マ
カ
オ

発
、
カ
ブ
ラ
ル
の
総
長
宛
書
簡
も
同
文
。Jap. Sin. （-II, f. （0（v.

（
114
）　Jap. Sin. （-I, f. （（（v.

（
11（
）　

本
書
簡
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
文
書
（
原
文
書
）
と
イ
タ
リ
ア
文

の
写
し
と
が
伝
存
す
る
が
、
前
者
は
「
府
内
市
に
あ
り
」esta na 

cidade de Funay

（f. （（

）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者

は
「
府
内
市
に
建
造
さ
れ
て
お
り
」sta edificato nella citta di 

Funay

（f. （（

）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
11（
）　coadjutor

（
イ
タ
リ
ア
文
写
し
はcoadiutore

）
と
の
み
記

さ
れ
、coadjutor spiritual, coadjutor tem

poral

の
い
ず
れ
か

こ
れ
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
者
の
こ
と
で
あ
る
。
前
者
な

ら
司
祭
で
あ

）
（

（
補
註る

。

　
　

左
の
註（
11（
）に
引
用
す
る
「
�
五
八
�
年
�
二
月
二
〇
日
日
本

に
存
在
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
と
カ
ザ
、
お
よ
び
パ
ー
ド

レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
」
に
見
え
る
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
厨ソ

ト
ミ
ニ
ス
ト
ロ

房
係
、

イ
ル
マ
ン
・
マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ
」 Ir.M

anoel Borralho, 
sotom

inistro, Portugês

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。sotom

inistro

と

は
、
厨
房
・
食
糧
貯
蔵
室
等
の
仕
事
に
携
わ
る
信
徒
た
ち
を
監
督

す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
あ

）
（

（
補
註る

。

　

（
補
註
（
）　Charles E.O

’N
eill &

 Joaquín M
. a D

om
ínguez, 

op. cit., III, pp. （（（（-（（（（.

　

（
補
註
（
）　M

achado, D
icionário da Língua Portuguesa, 

V
I, p. （000.

（
11（
）　

傍
線
箇
所
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
はestão neste cole-

gio dez da Com
panhia idest o P. e Belchior de Figueredo 

por reitor, o P. e A
ntonino por m

estre de latin, e o m
ais 

são irm
ãos hum

 coadjutor, e os outros e

）
（

（
補
註

studantes

と
記
し

て
あ
る
。
本
文
引
用
文
は
こ
れ
を
訳
し
た
。
右
の
記
述
に
拠
る
な

ら
、
コ
レ
ジ
オ
在
住
イ
エ
ズ
ス
会
士
�
〇
人
、
そ
の
内
パ
ー
ド
レ

二
人
、
実
務
助
修
士
�
人
、
修
学
生
七
人
、
と
な
る
。

　
　

こ
れ
に
対
し
イ
タ
リ
ア
文
写
し
は
「
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
イ
エ

ズ
ス
会
士
�
〇
人
が
い
る
。
す
な
わ
ち
パ
ー
ド
レ
が
三
人
で
、
そ

の
内
の
�
人
は
ラ
テ
ン
語
の
教
師
で
あ
る
。
残
り
は
イ
ル
マ
ン
で
、

�
人
は
実
務
助
修
士
、
そ
の
他
は
修
学
生
で
あ
る
。」Sono in 

questo Collegio （0 della Com
pagnia, cioé, （ padri, un di 

quali he m
aestro de la lingua latina, il resto sono fratelli, 

uno coadiutore, et gli altri s

）
（

（
補
註

cholari.

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
イ
タ
リ
ア
文
写
し
に
拠
る
と
、
コ
レ
ジ
オ
在
住
イ
エ
ズ
ス

会
士
�
〇
人
、
そ
の
内
パ
ー
ド
レ
三
人
、
実
務
助
修
士
�
人
、
修



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

五
六　
（
五
六
）

学
生
六
人
と
な
る
。
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
文
写
し
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

文
原
文
書
と
ほ
ぼ
同
文
で
は
あ
る
が
、
次
に
記
す
通
り
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
文
文
書
の
日
付
け
�
五
八
�
年
九
月
�
五
日
現
在
の
、
コ
レ

ジ
オ
の
状
況
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　

同
じ
頃
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
在
住
者
に
つ
い
て
記
す
史
料
と
し
て
、

「
�
五
八
�
年
�
二
月
二
〇
日
日
本
に
存
在
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ

レ
ジ
オ
と
カ
ザ
、
お
よ
び
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名ロ

簿ル

」
と
題

す
る
記
録
が
あ
る
。
府
内
市
聖
パ
ウ
ロ
・
コ
レ
ジ
オ
在
住
者
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
院
長
、
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ

ィ
ゲ
イ
レ
ド

イ
タ
リ
ア
人
、
教メ

ス

師ト
レ

、
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
パ
ー
ド
レ
・
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
デ
ィ
ア
ズ

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
厨ソ

ト
ミ
ニ
ス
ト
ロ

房
係
、
イ
ル
マ
ン
・
マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ 

日
本
人
説プ

レ
ガ
ド
ル

教
師
、
イ
ル
マ
ン
・
養
方
パ
ウ
ロ

同　
　
　
　
　

、
イ
ル
マ
ン
・
ミ
ゲ
ル

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修エ

ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ

学
生
、
イ
ル
マ
ン
・
ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス

同　
　
　
　
　
　
　

、
イ
ル
マ
ン
・
ペ
ド
ロ
・
コ
エ
リ
ョ

同　
　
　
　
　
　
　

、
イ
ル
マ
ン
・
ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス

同　
　
　
　
　
　
　

、
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ

）
（

（
補
註ズ

同　
　
　
　
　
　
　

、
イ
ル
マ
ン
・
ル
イ
ス
・
ダ
ブ
レ

）
（

（
補
註ウ

」

　
　

右
の
「
名
簿
」
は
、
�
五
八
�
年
�
二
月
二
〇
日
現
在
の
コ
レ

ジ
オ
在
住
者
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
は
疑
義
が

あ
る
。
問
題
は
パ
ー
ド
レ
・
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
デ
ィ
ア
ズ
で
あ
っ
て
、

こ
の
人
物
は
コ
チ
ン
生
ま
れ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
、
�
五
七
四
年

イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、
�
五
七
七
年
来
日
、
�
五
八
二
年
二
月
司
祭

叙
階
を
受
け
る
た
め
に
マ
カ
オ
に
行
き
、
�
五
八
二
年
七
月
日
本

に
戻
ろ
う
と
し
た
が
、
遭
難
の
た
め
マ
カ
オ
に
引
き
返
す
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
結
局
�
五
八
三
年
に
日
本
に
帰
っ

）
（

（
補
註た

。　

　
　

つ
ま
り
カ
ブ
ラ
ル
が
本
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
も
、
右
の
「
名

簿
」
が
記
し
て
い
る
�
五
八
�
年
�
二
月
二
〇
日
の
時
点
で
も
、

デ
ィ
ア
ズ
は
未
だ
司
祭
叙
階
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ

と
は
、「
名
簿
」
は
厳
密
に
言
え
ば
、
�
五
八
�
年
�
二
月
二
〇
日

現
在
の
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
諸
施
設
・
会
員
の
状
況
と
は
言
え
な
い

し
、
ま
た
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
の
イ
タ
リ
ア
文
写
し
は
、
�
五
八
�
年

九
月
�
五
日
当
時
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

こ
の
イ
タ
リ
ア
文
写
し
に
は
、
冒
頭
に
「
�
五
八
�
年
九
月
�

五
日
付
け
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
の
上ス

ペ
リ
オ
リ長

パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
カ
ブ
ラ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
の
写コ

ピ
アし

」
と
の
表
題

が
記
さ
れ
、
文
書
の
末
尾
に
は
日
付
け
署
名
が
な

）
（

（
補
註い

。
�
方
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
に
は
、
そ
れ
ら
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
イ
タ
リ
ア
文
写
し
は
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
�
五

八
�
年
九
月
�
五
日
現
在
の
コ
レ
ジ
オ
居
住
の
会
員
に
つ
い
て
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
の
記
載
に
、
信
憑
性
あ
り
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。　

　
　

因
み
に
、「
名
簿
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
厳
密
に
言
っ
て
何
時
の

こ
と
か
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で
は
府
内
コ
レ
ジ
オ
在
住
イ

エ
ズ
ス
会
士
は
�
�
人
、
そ
の
内
パ
ー
ド
レ
三
人
・
実
務
助
修
士

（
厨
房
係
）
�
人
・
日
本
人
説
教
師
二
人
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
学
生

五
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。



キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
上
）

五
七　
（
五
七
）

　
　

修
学
生
は
、
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
に
は
七
人
、

イ
タ
リ
ア
文
写
し
に
は
六
人
、
そ
し
て
「
名
簿
」
に
拠
る
と
五
人

で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
史
料
は
記
述
さ
れ
た
時
期
が
異
な
る
の

で
あ
る
か
ら
、
コ
レ
ジ
オ
在
住
修
学
生
の
人
数
を
厳
密
に
対
比
し

て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
が
、
た
だ｢

名
簿｣

に
記
さ
れ
て
い
る

日
本
人
説
教
師
養
方
パ
ウ
ロ
お
よ
び
同
じ
く
日
本
人
説
教
師
ミ
ゲ

ル
の
二
人
は
、
カ
ブ
ラ
ル
書
簡
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
の
修
学
生

七
人
の
中
に
、
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

（
補
註
（
）　Jap. Sin. （-I, f. （（.

　

（
補
註
（
）　Jap. Sin. （-I, f. （（.

　

（
補
註
（
）　

後
の
パ
ー
ド
レ
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
ツ
ヅ

（
通
事
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

M
ichael C

ooper, R
odrigues T

he Interpreter, A
n 

Early Jesuit in Japan and China, N
ew

 Y
ork-T

okyo, 
（（（（, p. （（. 

マ
イ
ケ
ル
・
ク
ー
パ
ー
著
、
松
本
た
ま
訳
『
通

辞
ロ
ド
リ
ゲ
ス
』
原
書
房
、
�
九
九
�
年
、
三
六
頁
。

　

（
補
註
（
）　Schütte, M
onum

enta H
istorica Japoniae, I, p. 

（（（.

　

（
補
註
（
）　Ibid., p. （（（（.

　

（
補
註
（
）　Jap. Sin. （-I, ff. （（, （（v.

（
11（
）　

傍
線
箇
所
は
、
イ
タ
リ
ア
文
写
し
に
はlengua Giaponese

と
記
し
て
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
は
「
言
語
」lingoa

と
記
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
11（
）　Irm

ão Paulo Japão. 

養
方
軒
（
ま
た
は
養
方
）
パ
ウ
ロ
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
土
井
忠
生
氏
の
彼
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
も
、

カ
ブ
ラ
ル
の
本
書
簡
の
記
事
を
引
用
し
て
、
こ
こ
に
見
え
る
パ
ウ

ロ
は
養
方
軒
パ
ウ
ロ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
記
す
。

　
　

イ
エ
ズ
ス
会
は
東
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
聖
パ
ウ
ロ
の
名
を

冠
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
東
イ
ン
デ
ィ
ア

で
作
ら
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
コ
レ
ジ
オ
は
、
今
こ
の
小
論
で
取
り
上

げ
て
い
る
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
も
そ
う
で
あ
る
が
、
聖
パ
ウ
ロ
・
コ

レ
ジ
オ
の
名
が
�
般
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
史
上
、
ザ
ビ
エ
ル

の
同
伴
者
ア
ン
ジ
ロ
ー
が
聖
信
仰
の
パ
ウ
ロ
と
呼
ば
れ
た
の
が
最

初
で
あ
ろ
う
が
、
パ
ウ
ロ
の
洗
礼
名
を
得
た
者
の
数
は
多
い
。
中

で
も
こ
の
養
方
軒
パ
ウ
ロ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
史
上
輝
か
し
い

功
績
を
遺
し
た
。

　
　

土
井
氏
の
論
考
は
、
彼
の
伝
記
、
彼
が
関
与
し
た
語
学
書
・
宗

門
書
、
口
語
体
で
作
ら
れ
た
会
話
書
で
あ
る
「
物
語
」
等
に
つ
い

て
詳
述
す
る
。

　
　

土
井
忠
生
『
吉
利
支
丹
文
献
考
』
三
省
堂
、
�
九
六
三
年
、
�

二
三
〜
�
五
七
頁
。
拙
訳
『
大
航
海
時
代
の
日
本
』
六
四
七
頁
。

（
12（
）　

傍
線
箇
所
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
原
文
書
は
「
翻
訳
」treslada-

ção

と
記
し
て
あ
る
が
、 

イ
タ
リ
ア
文
写
し
に
は
「
解
釈
」 in-

terpretatione

と
な
っ
て
い
る
。

（
121
）　Jap. Sin. （-I, ff. （（, （（. Segvnda parte das cartas, reprint, 

ff. （v., （. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報

告
集
』
Ⅲ
、
五
、
二
九
九
・
三
〇
〇
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷

武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
上
、
�
五
〇
・
�
五
�
頁
。

（
122
）　Schütte, M

onum
enta H

istorica Japoniae, I, p. （（（（. 
　
　

ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
が
、
�
五
八
九
年
三
月
に
古

典
学
を
教
授
す
る
た
め
に
マ
カ
オ
に
行
っ
た
件
で
あ
る
が
、
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
は
�
五
九
四
年
�
二
月
�
日
開
校
で
あ
っ
た
が
、



史　
　
　

学　

第
八
�
巻　

第
�
・
二
号

五
八　
（
五
八
）

隣
接
し
た
カ
ザ
で
は
そ
れ
以
前
か
ら
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
の
教
育
に
携
わ
る
た
め
に
、
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
が
マ
カ
オ

に
行
っ
た
の
で
あ
ろ

）
（

（
補
註う

。

　
　

�
五
八
九
年
六
月
�
二
日
付
け
マ
カ
オ
発
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の

イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、「
今
年
日
本
か
ら
、
パ
ー
ド
レ
・
ア

ン
ト
ニ
ノ
が
当
地
〔
マ
カ
オ
〕
で
ラ
テ
ン
語
教
授
を
担
当
す
る
た

め
に
来

）
（

（
補
註た

。」
と
見
え
る
。

　

（
補
注
（
）　

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
七
五
・

八
五
・
八
六
・
九
二
頁
。

　

（
補
註
（
）　Jap. Sin. （（-I, f. （0v.　

（
12 
）　

原
語
はnobre

と
記
し
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
判
読
困
難

で
あ
る
。

（
124
）　Jap. Sin. （（-II, f. （（, （（v. Segvnda parte das cartas, 

reprint, f. （（v. 

松
田
毅
�
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会

日
本
報
告
集
』
Ⅲ
、
六
、
三
二
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫

編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
上
、
六
三
・
六
四
頁
。（
な
お
本

年
報
は
、Jap. Sin.

の
原
文
書
と
対
比
す
る
と
、Segvnda parte

収
載
の
翻
刻
文
書
に
は
、
か
な
り
省
略
が
あ
る
）。

（
12（
）　

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
八
六
〜
九
五
頁
。

（
12（
）　

新
村
出
・
柊
源
�
校
註
『
吉
利
支
丹
文
学
集
』
下
、
朝
日
新
聞

社
、
�
九
六
〇
年
、
�
八
〜
二
四
頁
。
橋
本
進
吉
『
キ
リ
シ
タ
ン

教
義
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
�
九
六
�
年
、
二
七
〜
三
三
頁
。
海

老
沢
有
道
『
切
支
丹
典
籍
叢
考
』
拓
文
堂
、
�
九
四
三
年
、
七
〜

�
八
頁
。
尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
つ
い
て
─
─
「
お
ら
し
よ

断
簡
」
─
─
」『
上
智
史
学
』
二
四
。
尾
原
悟
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

コ
レ
ジ
ヨ
の
講
義
要
綱
』
Ⅱ
、『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
三
五
輯
、
�

九
九
八
年
、
解
題
・
解
説
。
尾
原
悟
、
同
右
、
Ⅲ
、
同
、
三
六
輯
、

�
九
九
九
年
、
解
題
・
解
説
。

（
12（
）　seo sobrinho. 

正
し
く
は
「
甥
の
子
」。

（
12（
）　Fróis, H

istoria de Japam
, III, W

icki ed., pp. （（（, （（（. 

松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス 

日
本
史
』
七
、
�
九
七
八

年
、
三
二
九
・
三
三
〇
頁
。

（
12（
）　Fróis, op. cit., I, （（（（, p. （（（. 

松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
、

同
右
、
九
、
�
三
七
・
�
三
八
頁
。

（
1 （
）　

松
田
毅
�
・
川
崎
桃
太
訳
、
同
右
、
�
、
�
九
七
七
年
、
二
二

頁
。Schütte, Introductio ad H

istoriam
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史
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史
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取
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蘇
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テ
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